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八
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節
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〇
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節
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第
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第
二
期
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論

説ド
イ
ツ
倒
産
法
に
お
け
る

｢

仮
管
財
人｣

の
権
限

(

一)

松

下

祐

記



一
項
・
三
項
、
民
再
八
一
条
一
項
・
三
項
、
会
更
三
二
条
一
項
・
三
項)

。
従
っ
て
保
全
管
理
人
の
権
限
の
範
囲
は
、
①
保
全
管
理
人

固
有
の
財
産
管
理
処
分
権
に
基
づ
き
な
し
得
る
行
為
、
②
債
務
者
の
常
務
に
属
す
る
行
為
、
③
債
務
者
の
常
務
に
属
し
な
い
が
裁
判
所

の
許
可
を
得
て
な
し
得
る
行
為
、
④

(

債
務
者
の
常
務
に
属
す
る
か
否
か
を
問
わ
ず)

裁
判
所
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
し
得
な
い
重

要
な
行
為
、
に
大
別
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
、(

保
全
管
理
人
と
同
様
に
債
務
者
の
財
産
管
理
処
分
権
が
専
属
す
る)

管
財
人

の
権
限
と
は
、
特
に
③
に
属
す
る
行
為
の
可
否
に
つ
き
差
異
が
あ
る
わ
け
で
、
倒
産
手
続
開
始
決
定
の
前
後
に
お
け
る
機
関
の
地
位
の

違
い
を
浮
彫
り
に
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
保
全
管
理
人
の
権
限
の
限
界
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
旧
会
社
更
生
法
以
来
、
一
般
に

｢

常
務｣

と
さ
れ
て
き
た
の
は
、
会

社
の
継
続
的
な
業
務
行
為
、
例
え
ば
会
社
と
し
て
日
常
的
に
行
わ
れ
る
程
度
の
原
料
仕
入
、
商
品
販
売
、
運
転
資
金
の
借
入
、
弁
済
期

到
来
の
債
務
弁
済
、
労
組
と
の
団
交
、
労
働
協
約
の
締
結
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

｢

常
務｣

に
属
し
な
い
と
さ
れ
て
き
た
の
は
、
新
規

設
備
購
入
や
そ
の
た
め
の
借
入
、
大
量
の
原
材
料
の
購
入
、
社
債
の
募
集
、
営
業
譲
渡
、
人
員
整
理
で
あ
る

(

１)

。
旧
会
社
更
生
法
下
の
実

務
で
は
、
人
員
整
理
、
組
織
の
再
編
成
、
営
業
所
の
統
廃
合
、
営
業
部
門
の
閉
鎖
・
譲
渡
、
子
会
社
の
株
式
の
譲
渡
、
子
会
社
の
整
理
、

新
会
社
の
設
立
、
事
業
部
門
の
独
立
、
緊
急
を
要
す
る
重
要
な
財
産
の
処
分
、
設
備
投
資
と
い
っ
た
常
務
に
属
さ
な
い
措
置
を
、
裁
判

所
の
許
可
を
得
た
上
で
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

(

２)

。

こ
の
よ
う
に
保
全
管
理
人
の
権
限
に
つ
い
て
は
、
実
務
運
用
を
中
心
に
一
定
の
輪
郭
が
形
成
さ
れ
て
き
た
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
理

論
的
検
討
が
十
分
で
あ
る
と
は
い
い
難
い
。
保
全
管
理
人
の
権
限
の
限
界
は
、
保
全
処
分
の
限
界
の
問
題
で
あ
り
、
そ
し
て
開
始
後
の

倒
産
手
続
と
の
役
割
分
担
の
問
題
で
も
あ
る
。
保
全
管
理
人
の
権
限
行
使
は
保
全
処
分
の
枠
内
に
留
ま
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

が
開
始
後
の
倒
産
手
続
の
円
滑
な
遂
行
を
視
野
に
入
れ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
倒
産
手
続
の
一
部
前
倒
し
的
要
素
を
帯
び
る
こ
と
は
避

け
ら
れ
な
い
。
ど
こ
ま
で
が
保
全
管
理
人
の
権
限
行
使
と
し
て
許
さ
れ
、
ど
こ
か
ら
が
手
続
開
始
後
の
管
財
人
の
権
限
行
使
に
委
ね
ら

れ
る
べ
き
も
の
な
の
か
。
例
え
ば
保
全
管
理
人
に
よ
る
営
業
譲
渡
は
許
容
さ
れ
る
の
か
、
許
容
さ
れ
る
な
ら
ば
い
か
な
る
要
件
の
下
で
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第
三
款

ド
イ
ツ
の
学
説
状
況
に
つ
い
て
の
若
干
の
コ
メ
ン
ト

第
五
節

保
管
人
の
法
的
地
位
・
権
限
に
つ
い
て

Ｂ
Ｇ
Ｈ
判
例

第
六
節

保
管
人
の
関
与
の
下
で
行
わ
れ
る
措
置

第
一
款

債
務
者
の
業
務
の
継
続
、
及
び
閉
鎖

(Stillegung)
第
二
款

財
産
換
価

(V
erw
ertung)

・
売
却

(V
er� u

�
erung)

第
三
款

営
業
譲
渡

第
七
節

小
括

(

以
上
本
号)

第
二
章

一
九
九
四
年
ド
イ
ツ
倒
産
法
と
そ
の
後
の
議
論

第
三
章

お
わ
り
に

序
章

は
じ
め
に

開
始
前
の
倒
産
手
続
に
つ
き
、
そ
の
開
始
申
立
て
か
ら
開
始
決
定
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
も
、
債
務
者
の
財
産
管
理
処
分
等
が
不
適

切
で
あ
れ
ば
、
財
産
が
散
逸
し
た
り
、
継
続
企
業
価
値
が
毀
損
し
た
り
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
当
該
期
間
に
お
い
て
債
務
者
の

管
理
処
分
権
を
剥
奪
し
、
こ
れ
を
管
理
機
関
に
付
与
す
る
た
め
、
破
産
法
・
民
事
再
生
法
・
会
社
更
生
法
に
お
い
て
保
全
管
理
命
令
の

制
度
が
認
め
ら
れ
て
い
る

(

破
九
一
条
以
下
、
民
再
七
九
条
以
下
、
会
更
三
〇
条
以
下)

。
特
に
旧
破
産
法
・
和
議
法
に
は
保
全
管
理

命
令
を
認
め
る
規
定
が
な
く
、
そ
の
適
法
性
が
解
釈
論
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
現
行
法
は
明
文
の
規
定
に
よ
っ
て
認
め
た

も
の
で
あ
る
。

保
全
管
理
人
の
権
限
に
つ
き
、
法
は
、
債
務
者
の
財
産
管
理
処
分
権
が
保
全
管
理
人
に
専
属
す
る
と
し
つ
つ
、
債
務
者
の
常
務
に
属

し
な
い
行
為
を
す
る
に
は
裁
判
所
の
許
可
を
必
要
と
し
、
更
に
法
定
の
重
要
事
項
を
裁
判
所
の
要
許
可
事
項
と
し
て
い
る

(

破
九
三
条

論 説
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(

二
二
条
一
項
一
文)

。
い
わ
ば
ド
イ
ツ
は
、
一
九
九
四
年
倒
産
法
に
お
い
て
、
初
め
て
実
定
法
上
の
概
念
と
し
て
の

｢
保
全
管
理
人｣

を
も
つ
に
至
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
仮
倒
産
管
財
人
の
規
律
の
形
成
に
旧
破
産
法
下
の｢

保
管
人｣

に
関
す
る
議
論
が
参
照
さ
れ
た
こ
と

は
言
を
俟
た
な
い
。
も
っ
と
も
、
明
文
化
に
よ
っ
て
全
て
の
問
題
が
解
決
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
更
に
最
近
の
法
改
正
過
程
で
は

仮
倒
産
管
財
人
に
よ
る
営
業
譲
渡
権
限
の
明
文
化
が
検
討
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
旧
破
産
法
か
ら
新
倒
産
法
に
至
る
ま
で｢

仮
管
財
人｣

を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
た
ド
イ
ツ
で
の
議
論
の
内
容
を
検
討
す
る

こ
と
で
、
我
が
国
の
保
全
管
理
人
の
権
限
の
規
律
に
関
す
る
視
座
を
提
供
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

注

(

１)

旧
会
社
更
生
法
で
の
文
献
で
あ
る
が
、
兼
子
一
監
修
・
三
ヶ
月
章
他
著
・
条
解
会
社
更
生
法

(

上)
(

弘
文
堂
、
一
九
七
三
年)

四
一
二
頁
、

松
田
二
郎
・
会
社
更
生
法

(

有
斐
閣
、
一
九
七
六
年)

五
八
頁
以
下
、
谷
口
安
平
・
倒
産
処
理
法

[

第
二
版]

(

筑
摩
書
房
、
一
九
八
〇
年)

一
一
五
頁
、
東
條
敬

｢

倒
産
法
に
お
け
る
保
全
処
分｣

新
・
実
務
民
事
訴
訟
講
座

(

一
三)

倒
産
手
続

(

日
本
評
論
社
、
一
九
八
一
年)

四
四

頁
、
納
谷
広
美

｢

保
全
管
理
命
令
及
び
保
全
管
理
人｣

判
タ
八
六
六
号
九
四
頁

(

一
九
九
五
年)

。

(

２)

東
西
倒
産
実
務
研
究
会
編
・
会
社
更
生
・
会
社
整
理(

商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
八
九
年)

九
九
頁
以
下
、
金
築
誠
志｢

会
社
更
生
・
整
理
・

特
別
清
算
に
お
け
る
保
全
処
分｣

金
法
一
四
〇
九
号
三
七
頁

(

一
九
九
五
年)

。
こ
の
点
、
旧
会
社
更
生
法
下
の
実
務
を
踏
ま
え
、
保
全
管
理

人
の
権
限
を
よ
り
拡
大
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
説
か
れ
て
い
た
。
釜
田
佳
孝
＝
田
原
睦
夫

｢

再
建
型
の
申
立
手
続
及
び
保
全
処
分
に
つ
い
て｣

判
タ
八
八
一
号
六
四
頁

(

一
九
九
五
年)

。

(

３)

保
全
管
理
人
に
よ
る
営
業
譲
渡
を
論
ず
る
最
近
の
文
献
と
し
て
、
例
え
ば
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
民
事
再
生
に
つ
き
、
福
永
有
利
監
修
・
四

宮
章
夫
他
編
・
詳
解
民
事
再
生
法

(

民
事
法
研
究
会
、
二
〇
〇
六
年)

四
三
九
頁

[

山
本
弘]

、
園
尾
隆
司
＝
小
林
秀
之
編
・
条
解
民
事
再
生

法

(

弘
文
堂
、
二
〇
〇
七
年)

三
三
七
頁

[

中
島
肇]

。
破
産
に
つ
き
、
伊
藤
眞
・
破
産
法
・
民
事
再
生
法

(

有
斐
閣
、
二
〇
〇
七
年)

一
一

二
頁
注
一
四
一
、
園
尾
隆
司
他
編
・
新
版
破
産
法

(

新
・
裁
判
実
務
大
系
二
八)

(

青
林
書
院
、
二
〇
〇
七
年)

八
八
頁

[

武
笠
圭
志]

。
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あ
る
の
か

(

３)

。
倒
産
保
全
処
分
の
一
環
と
し
て
選
任
さ
れ
る
保
全
管
理
人
の
権
限
行
使
の
規
律
を
検
討
す
べ
き
理
由
は
、
以
上
の
よ
う
な

考
慮
に
基
づ
く
。

折
し
も
旧
会
社
更
生
法
下
に
お
け
る
解
釈
と
し
て
、
保
全
管
理
人
の
職
務
権
限
は
、
更
生
手
続
開
始
決
定
が
な
さ
れ
る
前
の
暫
定
的

な
管
理
機
関
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
積
極
的
に
再
建
の
た
め
の
施
策
を
講
ず
る
こ
と
や
会
社
の
事
業
と
財
産
の
充
実
を
図
る
な
ど
の

権
限
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
と
の
見
解
が
あ
っ
た

(

４)

。
し
か
し
新
会
社
更
生
法
下
で
の
解
釈
で
は
、
保
全
管
理
人
の
権
限
を
資
産
劣
化
の

防
止
と
現
状
維
持
に
限
定
す
べ
き
で
な
く
、
リ
ス
ク
を
最
小
限
に
と
ど
め
な
が
ら
も
再
建
の
た
め
に
積
極
的
な
事
業
経
営
を
進
め
る
こ

と
も
保
全
管
理
人
の
権
限
の
範
囲
内
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
有
力
で
あ
る

(

５)

。
こ
の
よ
う
な
議
論
状
況
に
お
い
て
、
保
全
管
理
人
の
権
限

行
使
の
規
律
に
関
し
、
解
釈
論
の
精
緻
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

本
稿
は
、
保
全
管
理
人
の
権
限
行
使
の
あ
る
べ
き
規
律
を
探
求
す
る
基
礎
的
作
業
と
し
て
、
比
較
法
的
検
討
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
議
論
を
分
析
す
る

(

６)

。
我
が
国
の
破
産
法
の
母
法
が
一
八
九
八
年
ド
イ
ツ
破
産
法
で
あ
り
、
我
が
国
旧

破
産
法
・
和
議
法
に
お
け
る
保
全
処
分
に
関
す
る
規
定
も
ド
イ
ツ
破
産
法
を
範
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
旧
法
以
来

｢

仮
管
財
人｣

の
権

限
の
規
律
に
関
す
る
学
説
・
判
例
の
蓄
積
が
ド
イ
ツ
に
あ
り
、
そ
れ
を
参
照
す
る
こ
と
は
我
が
国
で
の
議
論
に
と
っ
て
も
有
益
で
あ
る
。

以
上
が
、
ド
イ
ツ
法
を
比
較
の
対
象
と
し
て
選
ん
だ
理
由
で
あ
る

(

７)

。

ド
イ
ツ
旧
破
産
法

(K
onkursordnung)

の
下
で
は
、
保
全
管
理
人
に
相
当
す
る
機
関
は
法
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
実
務
上
は
保

全
処
分
の
一
般
規
定
に
基
づ
き

｢

保
管
人｣

(Sequester)
の
選
任
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
保
管
人
は
、
破
産
手
続
開
始
前
の
重
要

な
機
関
と
目
さ
れ
、
そ
の
活
動
の
巧
拙
如
何
が
破
産
手
続
の
帰
趨
を
左
右
す
る
と
ま
で
評
価
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
権
限
内
容

に
つ
い
て
は
学
説
・
判
例
上
多
く
の
議
論
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
一
九
九
四
年
に
制
定
さ
れ
た
新
た
な
倒
産
法

(Insolvenzordnung)
(

一
九
九
九
年
一
月
一
日
施
行)

で
は
、
仮
倒
産
管
財
人

(V
orl� ufige

Insolvenzverw
alter)

が
選
任

さ
れ
、
か
つ
債
務
者
に
一
般
的
処
分
禁
止
が
課
さ
れ
た
場
合
、
債
務
者
の
財
産
に
関
す
る
管
理
処
分
権
は
仮
倒
産
管
財
人
に
移
転
す
る

論 説
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こ
と
を
意
図
し
て
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

(

�)

。

保
管
は
、
保
管
人

(Sequester)

を
選
任
し
、
こ
れ
に
破
産
開
始
ま
で
債
務
者
の
財
産
の
管
理
を
委
ね
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
保

管
人
が
、
財
産
の
管
理
に
際
し
、
い
か
な
る
措
置

例
え
ば
財
産
換
価

を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
が
ド
イ
ツ

旧
破
産
法
に
お
け
る
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
こ
で
の
成
果
が
、
一
九
九
四
年
倒
産
法
に
お
け
る
仮
倒
産
管
財
人
の
規

定
に
結
実
し
て
い
る
。

第
一
節

｢

保
管｣

の
意
義
及
び
現
行
実
定
法
上
の

｢

保
管｣

に
つ
い
て

保
管
の
概
念
自
体
は
古
く
、
ロ
ー
マ
法
が
起
源
と
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
普
通
法
や
プ
ロ
イ
セ
ン
法
の
下
で
も
、
講
学
上

あ
る
い
は
実
定
法
上
、
保
管
の
概
念
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
保
管
は
大
き
く
二
つ
の
場
合
に
分
け
ら
れ
、
訴
訟
の
終
結
ま

で
勝
訴
者
の
利
益
の
確
保
の
た
め
に
行
う
係
争
物
の
保
管

(

�)

と
、
目
的
物
の
収
益
か
ら
債
権
の
弁
済
に
充
て
る
と
い
う
強
制
執
行
の
一
方

法
と
し
て
の
保
管

(

�)

と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、｢

保
管｣

の
中
に
は
、
係
争
物
に
関
す
る
仮
処
分
の
執
行
と
し
て
行
う

場
合
、
及
び
強
制
管
理
と
し
て
行
う
場
合
が
含
ま
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
、
ロ
ー
マ
法
以
来

｢

保
管｣

の
概
念
に
含
ま
れ
て
い

た
も
の
の
共
通
項
を
見
出
す
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

｢

受
託
者
に
よ
る
目
的
物
の
管
理
及
び
保
管

(V
erw
ahrung)｣

で

あ
る
と
さ
れ
る

(

�)

。

現
行
法
上
は
、
民
事
訴
訟
法

(Zivilproze�
ordnung,

ZP
O
)

に

｢

保
管｣

な
い
し

｢

保
管
人｣

の
文
言
を
含
む
規
定
が
あ
る

(

�)

。

な
か
ん
ず
く
、
係
争
物
に
関
す
る
仮
処
分
の
執
行
方
法
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
保
管
が
重
要
で
あ
る
。
Ｚ
Ｐ
Ｏ
九
三
八
条
に
よ
れ
ば
、

裁
判
所
は
自
由
裁
量
に
従
い
仮
処
分
の
内
容
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
が

(

同
条
一
項)

、
そ
の
一
つ
と
し
て
保
管
人
に
よ
る
保
管
を

定
め
る
こ
と
が
で
き
る

(

同
条
二
項)

。
こ
の
保
管
の
定
義
は
、｢

裁
判
所
の
信
頼
の
置
け
る
人
物

(V
ertrauensm

ann)

に
よ
る
、

動
産
又
は
不
動
産
の
保
管

(V
erw
ahrung)

・
管
理

(V
erw
altung)｣

と
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
動
産
の
場
合
は
、
単
純
な
供
託
で
は
困

ドイツ倒産法における ｢仮管財人｣ の権限 (一)
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(

４)

三
ヶ
月
他
著
・
条
解
会
社
更
生
法

(

上)

四
〇
九
頁
。

(
５)

瀬
戸
英
雄

｢

保
全
管
理
命
令
・
保
全
管
理
人｣

新
会
社
更
生
法
の
理
論
と
実
務
六
四
頁

(

判
例
タ
イ
ム
ズ
社
、
二
〇
〇
三
年)

(
６)
ド
イ
ツ
の
仮
倒
産
管
財
人
の
権
限
と
責
任
に
関
す
る
議
論
の
紹
介
と
し
て
、
安
達
栄
司

｢

ド
イ
ツ
新
倒
産
法
に
お
け
る
保
全
管
財
人
の
権
限

と
責
任-

民
事
再
生
法
及
び
倒
産
法
改
正
の
た
め
の
比
較
的
視
点

｣
『

民
事
手
続
法
の
革
新
と
国
際
化』

(

成
文
堂
、
二
〇
〇
六
年)

一
〇

四
頁
以
下
。

(

７)

後
述
す
る
よ
う
に
、
保
全
管
理
命
令
制
度
に
相
当
す
る
ド
イ
ツ
の
制
度
は
、
旧
破
産
法
に
お
い
て
は
保
管

(Sequestration)

、
現
行
倒
産

法
に
お
い
て
は
仮
倒
産
管
財
人

(V
orl� ufige

Insolvenzverw
alter)

の
選
任
で
あ
る
。
本
稿
の
論
題
に
は

｢

仮
管
財
人｣

の
語
を
用
い
て

い
る
が
、
あ
く
ま
で
以
上
の
制
度
の
上
位
概
念
と
し
て
の
本
稿
で
の
用
語
で
あ
る
。

第
一
章

一
八
九
八
年
ド
イ
ツ
破
産
法
上
の
保
管

(�
��

�
�����

�	

�
)

に
つ
い
て

一
八
九
八
年
ド
イ
ツ
破
産
法

(K
onkursordnung,

K
O (

８))

は
、
一
〇
六
条
一
項
に
お
い
て
、
破
産
宣
告
前
の
保
全
処
分

(Sicherungsm
a
�
nahm

en)

に
つ
き
、
以
下
の
よ
う
に
規
定
し
た

(

９)；

｢

裁
判
所
は
、
債
務
者
の
引
致
及
拘
留
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
裁
判
所
は
、
財
団
の
保
全
に
付
き
必
要
な
一
切
の
仮
の
命
令

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
債
務
者
に
対
し
一
般
的
譲
渡
禁
止

(allgem
eine
V
er� u

�
erungverbot)

を
発
令
す
る
こ
と

が
で
き
る
。｣

Ｋ
Ｏ
の
下
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
実
務
で
は
、
一
〇
六
条
一
項
三
文
の
明
文
に
基
づ
く
一
般
的
譲
渡
禁
止
、
及
び
同
項
二
文
の
一
般
規

定
に
基
づ
く
保
管

(Sequestration)

と
い
う
二
つ
の
命
令
を
組
み
合
わ
せ
る
保
全
処
分
が
通
例
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た

(

�)

。
こ
の
い

わ
ば｢

定
型
的
保
全
処
分｣

は
、(

一)

債
務
者
に
よ
る
財
産
処
分
や
債
権
者
に
よ
る
強
制
執
行
を
防
止
し
つ
つ(

一
般
的
譲
渡
禁
止)

、

(

二)

保
管
人
が
債
務
者
に
代
わ
っ
て
事
業
経
営
を
続
行
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
破
産
財
団
の
た
め
に
財
産
価
値
を
維
持
す
る

(

保
管)

論 説
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一
〇
六
条
一
項
二
文
の
一
般
的
文
言
と
目
的
に
応
じ
、
将
来
の
破
産
財
団
の
仮
の
保
護
の
た
め
に
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
九
三
八
条
二
項
に
基
づ
く
仮
処
分

の
対
象
と
し
て
知
ら
れ
る
の
と
同
様
、
保
管
が
破
産
手
続
に
お
い
て
も
許
容
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
保
管
は
、
特
定
の
財
産
を
裁
判
所
の
選

任
す
る
信
頼
の
置
け
る
人
物
の
管
理
の
も
と
に
服
さ
せ
る
こ
と
に
存
す
る
。
即
ち
、
土
地

(

例
え
ば
賃
借
家
屋)

、
の
み
な
ら
ず
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
九
三

八
条
二
項
と
異
な
り
、
債
務
者
の
営
業
全
体
も
、
対
象
と
な
る
。
蓋
し
、
そ
れ
も
、
破
産
的
差
押
え

(K
onkursbeschlag)

に
服
す
る
か
ら
で

あ
る
。
更
に
、
債
務
者
の
差
押
可
能
な
全
財
産
が
対
象
と
な
る

(

�)

。

こ
の
よ
う
に
、Jaeger

は
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
九
三
八
条
二
項
に
お
け
る
解
釈
が
ど
う
で
あ
れ
、
営
業
が
Ｋ
Ｏ
一
〇
六
条
一
項
二
文
に
基
づ

く
保
管
の
対
象
と
な
り
得
る
と
し
て
い
る

(

�)

。
こ
こ
に
は
、
保
管
と
い
う
概
念
そ
の
も
の
は
民
事
訴
訟
法
上
の
仮
処
分
か
ら
援
用
し
た
も

の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
具
体
的
内
容
形
成
に
当
た
っ
て
は
破
産
法
独
自
の
観
点
か
ら
行
う
と
い
う
立
場
が
鮮
明
に
現
れ
て
い
る
。

か
か
る
立
場
は
、
多
く
の
論
者
に
共
通
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
保
管
の
実
定
法
上
の
根
拠
を
Ｚ
Ｐ
Ｏ
に
も
と
め
、

か
つ

｢

裁
判
所
の
信
頼
の
置
け
る
人
物

(V
ertrauensm

ann)

に
よ
る
、
動
産
又
は
不
動
産
の
保
管

(V
erw
ahrung)

・
管
理

(V
erw
altung)｣

と
い
う
概
念
を
借
り
つ
つ
も
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
破
産
手
続
の
特
性
に
即
し
て
形
成
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ

て
、
保
管
人
の
法
的
地
位
、
権
限
を
議
論
す
る
際
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
の
保
管
に
お
け
る
議
論
は
ほ
と
ん
ど
参
照
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る

(

�)

。

第
三
節

保
管
の
目
的
と
機
能

保
全
処
分
の
基
本
的
目
的
は
、
Ｋ
Ｏ
一
〇
六
条
一
項
二
文
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
将
来
破
産
財
団
と
な
る
べ
き
債
務
者
財
産
を
保

全
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
え
る
。
保
管
も
当
然
に
こ
の
目
的
を
実
現
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
一
般
的
譲
渡
禁
止
も

財
産
保
全
の
た
め
に
発
令
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
は
別
に
財
産
保
全
を
目
的
と
し
て
保
管
を
発
令
す
べ
き
と
す
れ
ば
、
そ
の

意
義
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
来
、
保
管
を
一
般
的
譲
渡
禁
止
と
は
別
に
発
令
す
る
の
は
、
法
的
権
限
を
制
限
す
る
だ
け
で

は
債
務
者
に
よ
る
事
実
上
の
財
産
費
消
の
危
険
を
解
消
で
き
な
い
の
で
、
財
産
の
占
有
を
債
務
者
か
ら
剥
奪
し
て
そ
の
保
全
を
図
る
た

ドイツ倒産法における ｢仮管財人｣ の権限 (一)
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難
が
生
ず
る
と
き
の
み
、
保
管
の
発
令
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
保
管
人
の
任
務
範
囲
は
、
そ
れ
を
選
任
し
た
本
案
裁
判
所
が
確
定

す
る
。
確
定
さ
れ
た
任
務
の
範
囲
で
は
、
保
管
人
は
事
務
を
独
立
に
処
理
す
る
の
で
あ
り
、
裁
判
所
の
受
任
者
で
も
、
職
務
上
の
当
事

者
で
も
な
い
と
さ
れ
る
。
保
管
人
と
当
事
者
と
の
法
律
関
係
は
私
法
的
性
質
を
有
し
、
報
酬
請
求
権
も
委
任
ま
た
は
雇
用
の
規
定

(

Ｂ

Ｇ
Ｂ
六
七
五
、
六
一
二
条)

の
準
用
に
よ
っ
て
処
理
す
る
。

第
二
節

民
事
保
全
と
し
て
の
保
管
と
の
関
係

破
産
保
全
処
分
と
し
て
の
保
管
は
一
般
的
譲
渡
禁
止
と
異
な
り
、
Ｋ
Ｏ
に
明
文
の
根
拠
が
な
い
。
破
産
実
務
の
所
産
で
あ
る
。

ま
た
、
ラ
イ
ヒ
破
産
法
理
由
書
の
掲
げ
る
保
全
処
分
の
例
の
中
に
は
、
保
管
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
理
由
書
の
立
場
は
、

Ｋ
Ｏ
一
〇
六
条
の
保
全
処
分
の
内
容
が
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
の
保
全
処
分
の
概
念
に
組
み
込
ま
れ
る
も
の
で
あ
る

た
だ
し
、
多
数
の
者
の

権
利
を
保
全
す
る
と
い
う
目
的
の
た
め
に
必
要
な
変
容
を
受
け
る

、
と
い
う
こ
と
で
あ
る

(

�)

。
従
っ
て
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
九
三
八
条
二
項

の
保
管
を
破
産
保
全
処
分
と
し
て
発
令
す
る
こ
と
は
、
理
由
書
の
立
場
と
矛
盾
し
な
い
は
ず
で
あ
る
。
学
説
で
も
、
立
法
の
当
初
か
ら
、

破
産
保
全
処
分
と
し
て
保
管
を
発
令
で
き
る
点
に
つ
い
て
は
異
論
が
な
か
っ
た

(

�)

。

も
っ
と
も
、
動
産
ま
た
は
不
動
産
の
保
管
に
関
し
て
は
も
と
も
と
Ｚ
Ｐ
Ｏ
九
三
八
条
二
項
の
予
定
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
疑
問

は
少
な
い
。
問
題
は
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
九
三
八
条
二
項
が
本
来
予
定
し
て
い
な
い
対
象
に
つ
い
て
の
保
管
で
あ
る
。
例
え
ば
、
営
業

(gew
erbliche

U
nternehm

en)

が
Ｚ
Ｐ
Ｏ
九
三
八
条
二
項
に
お
け
る
保
管
の
対
象
と
な
る
か
に
つ
い
て
は
、
近
時
は
肯
定
説
が
有

力
と
見
ら
れ
る
も
の
の
、
な
お
帰
一
す
る
と
こ
ろ
が
な
い

(

�)

。
一
方
、
営
業
が
Ｋ
Ｏ
一
〇
六
条
一
項
二
文
に
基
づ
く
保
管
の
対
象
と
な
る

こ
と
は
早
く
か
ら
認
め
ら
れ
、
異
論
は
見
ら
れ
な
か
っ
た

(

�)

。

こ
の
よ
う
に
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
九
三
八
条
に
基
づ
く
保
管
と
Ｋ
Ｏ
一
〇
六
条
に
基
づ
く
保
管
と
の
内
容
に
差
異
が
あ
る
こ
と
に
関
し
、

Jaeger

の
説
明
は
特
徴
的
で
あ
る
。
以
下
に
要
約
し
よ
う
。
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と
の
認
識
は
、
あ
ま
り
一
般
的
で
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る

(

�)

。
し
か
し
、
一
九
五
〇
年
代
に
至
り
、
過
小
資
本
で
設
立
さ
れ
さ
し
た
る
資

産
も
持
た
な
い
企
業
に
お
い
て
は
、
暖
簾
即
ち
有
機
的
一
体
と
し
て
の
企
業
そ
の
も
の
が
一
つ
の
価
値
で
あ
り
、
組
織
構
造
を
保
っ
た

ま
ま
営
業
全
体
を
譲
渡
す
る
こ
と
が
そ
の
価
値
を
体
現
す
る
一
方
法
で
あ
る
と
さ
れ
た

(

�)

。M
ohrbutter

の
主
張
も
、
こ
の
よ
う
な
文

脈
の
中
で
理
解
で
き
る
。

ま
た
、
営
業
譲
渡
に
限
定
せ
ず
と
も
、
保
管
人
に
よ
る
業
務
継
続
に
は
、
財
団
の
た
め
に
価
値
を
保
全
す
る
一
般
的
意
義
を
認
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、W

eber

は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
保
管
に
よ
っ
て
、
特
に
事
情
に
よ
っ
て
は
債
務
者
の
経
営
が
開
始

手
続
中
に
停
止
に
追
い
込
ま
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
業
務
継
続
に
よ
り
得
ら
れ
た
は
ず
の
価
値
が
将
来
の
破
産
財
団
に
と
っ
て
失
わ
れ
る

こ
と
を
防
止
で
き
る

(

�)

。

こ
こ
に
い
う

｢

業
務
継
続
に
よ
り
得
ら
れ
た
は
ず
の
価
値｣

の
意
義
をW

eber

は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
が
、
例
え
ば
製
造
業
の

場
合
で
あ
れ
ば
、
業
務
を
続
行
し
生
産
ラ
イ
ン
を
維
持
し
て
原
料
・
半
製
品
を
加
工
し
、
製
品
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
価
値

な
ど
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る

(

�)

。

こ
の
よ
う
に
、
保
管
の
果
た
す
べ
き
主
た
る
機
能
を
、
保
管
人
が
債
務
者
の
業
務
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
財
団
価
値
の
維
持
を

図
る
こ
と
に
見
出
し
た
の
が
、
こ
の
時
期
の
議
論
の
特
徴
で
あ
る

(

�)

。

第
三
款

一
九
七
〇
年
代
後
半
以
降

一
九
七
〇
年
代
に
入
り
、
財
団
不
足
事
件
の
増
加
に
よ
る

｢

破
産
法
の
危
機｣

が
声
高
に
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
と

(

�)

、
保
管
人
に
求

め
ら
れ
る
役
割
に
よ
り
積
極
的
な
要
素
が
加
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
保
管
人
は
破
産
手
続
の
機
能
回
復
の
一
翼
を
担
う
存

在
で
あ
り
、
破
産
手
続
を
開
始
さ
せ
か
つ
そ
れ
を
最
後
ま
で
遂
行
さ
せ
る
た
め
に
様
々
な
措
置
を
講
ず
る
途
を
開
く
こ
と
が
保
管
の
機

能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
主
唱
者
で
あ
るK

ilger

は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
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め
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
学
説
に
お
い
て
は
、
そ
れ
以
上
の
機
能
が
保
管
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

時
代
に
よ
っ
て
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
差
異
が
み
ら
れ
る
。

第
一
款

Ｋ
Ｏ
制
定
後
一
九
四
〇
年
代
ま
で

こ
の
時
期
の
多
く
の
注
釈
書
・
概
説
書
は
、
保
管
が
破
産
保
全
処
分
と
し
て
も
発
令
で
き
る
こ
と
、
及
び
そ
の
対
象
が
不
動
産
・
動

産
に
限
ら
ず
、
債
務
者
の
営
業
に
も
及
ぶ
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、
そ
れ
以
上
の
記
述
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
第
二
節
に
掲
げ

たJaeger

の
叙
述
が
最
も
詳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

第
二
款

一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
七
〇
年
代
前
半
ま
で

こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
保
管
に
よ
っ
て
債
務
者
の
業
務
が
継
続
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
見
解
が
登
場
す
る
。

M
ohrbutter

は
、
以
下
の
よ
う
に
説
く
。

自
前
の
商
品
倉
庫
を
持
た
ず
、
そ
の
価
値
が
取
引
関
係
、
商
号
、
未
回
収
金
、
機
械
、
及
び
熟
練
し
た
主
力
従
業
員
に
あ
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

企
業

(L
ohnbetrieb)

に
お
い
て
は
、
企
業
の
一
括
譲
渡
に
よ
っ
て
の
み
そ
れ
ら
の
価
値
が
破
産
財
団
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、

破
産
申
立
て
が
あ
っ
て
も
業
務
が
中
断
さ
れ
る
こ
と
な
く
継
続
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
仮
に
破
産
申
立
後
に
従
来
の
企
業
主
が
何
ら
か
の
事
由
で

業
務
を
継
続
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
の
な
ら
、
Ｋ
Ｏ
一
〇
六
条
に
基
づ
く
保
管
を
通
じ
て
業
務
の
継
続
へ
の
途
が
採
ら
れ
る
。
同
条
の
包
括
的
な

文
言
に
基
づ
き
、
特
定
の
財
産
の
み
な
ら
ず
債
務
者
の
企
業
全
体
を
信
頼
の
置
け
る
人
物

(V
ertrauensm

ann)

の
管
理
に
委
ね
る
こ
と
が
許

さ
れ
る

(

�)

。

M
ohrbutter

の
示
唆
す
る
よ
う
に
、
業
務
継
続
は
、
破
産
財
団
の
換
価
方
法
と
し
て
営
業
譲
渡
を
選
択
す
る
場
合
に
、
最
も
意
義

を
有
す
る
。
も
っ
と
も
、
破
産
法
制
定
以
降
一
九
五
〇
年
代
に
至
る
ま
で
は
、
営
業
譲
渡
が
解
体
清
算
と
並
ぶ
財
団
換
価
方
法
で
あ
る
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つ
ま
り
、
実
務
で
行
わ
れ
て
い
る
財
団
債
務
・
財
団
費
用
回
避
策
は
、
結
局
は
本
来
破
産
手
続
で
破
産
管
財
人
が
行
う
べ
き
措
置
を

手
続
開
始
前
に
前
倒
し
し
て
行
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
無
制
限
に
認
め
れ
ば
、
破
産
手
続
の
意
義
が
減
少
し
て
し
ま

う
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
破
産
手
続
は
破
産
財
団
の
管
理
処
分
権
を
管
財
人
に
移
転
し
、
管
財
人
の
下
で
破
産
財
団
に
関
係
す
る
従
来

の
法
律
関
係
を
処
理
し
、
更
に
債
権
者
集
会
や
債
権
者
委
員
会
と
い
っ
た
債
権
者
自
治
の
シ
ス
テ
ム
の
下
で
財
産
の
清
算
・
配
当
を
行
っ

て
い
く
手
続
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
保
管
人
が
管
財
人
の
行
う
べ
き
処
理
を
破
産
手
続
前
に
行
え
ば
こ
の
よ
う
な
破
産
手
続
と
い
う
法

律
的
保
障
の
意
味
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
なH

enckel

な
ど
の
批
判
を
受
け
て
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
、｢

目
的
が
手
段
を
正
当
化
す
る｣

式
の
議
論
は
反
省
さ
れ
、

第
四
節
以
下
で
述
べ
る
よ
う
に
保
管
人
の
権
限
に
関
し
て
よ
り
詳
細
な
議
論
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
そ
こ
で
の
議
論
が
、

破
産
手
続
開
始
に
向
け
た
保
管
人
の
積
極
的
活
動
の
意
義
そ
れ
自
体
を
否
定
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
実
際
の
必
要
と

法
律
論
と
の
調
和
を
い
か
に
図
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
腐
心
し
て
い
た
こ
と
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
、H

enckel

自
身
の
以
下
の
よ
う
な
現
状
認
識
に
も
現
れ
て
い
る
。｢

実
務
が
示
す
よ
う
に
、
保
全
保
管

(Sicherungssequestration)

で
は
破
産
開
始
を
可
能
に
す
る
の
に
十
分
で
な
い
。
従
っ
て
、
特
に
保
管
人
に
よ
る
債
務
者
企
業
の

継
続
に
と
っ
て
必
要
か
つ
有
意
義
と
思
わ
れ
る
動
的
保
管

(dynam
ische

Sequestration)

が
定
着
し
て
い
る

(

�)｣

。
こ
こ
で
い
う

｢

保
全
保
管｣

と
は
、
先
のH

enckel

の
表
現
を
借
り
れ
ば
、｢

財
団
の
保
全
、
つ
ま
り
破
産
申
立
に
関
す
る
裁
判
中
の
財
産
散
逸
を

防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の｣

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
従
っ
て
、
単
な
る
財
産
散
逸
の
防
止
の
み
を
主
眼
と
し
た
も
の
で
な

い
、
よ
り
積
極
的
な
保
管
人
の
活
動

(

彼
の
い
う
動
的
保
管)

を
解
釈
論
と
し
て
も
許
容
し
て
い
く
志
向
が
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
近
時
で
は
、
保
管
の
目
的
を
、｢

手
続
開
始
前
の
段
階
で
、
手
続
遂
行
に
必
要
な
費
用
を
確
保
し
、
そ
れ
に
よ
り
破
産
手

続
の
開
始
ひ
い
て
は
遂
行
を
可
能
に
す
る
べ
く
、
様
々
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と｣

と
す
る
理
解
は
、
ほ
ぼ
定
着
し
て
い
た
と
い
え

(

�)

る

(

�)

。

そ
こ
で
次
に
、
保
管
人
の
法
的
地
位
・
権
限
に
関
す
る
学
説
の
議
論
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
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動
的
に
行
動
す
る

(dynam
isch
handelnde)

保
管
人
の
適
切
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
職
務
は
、
財
産
状
態
の
保
全
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な

く
、
申
立
の
時
点
で
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
財
団
不
足
の
事
件
を
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
破
産
開
始
可
能
に
す
る
と
い
う
任
務
が
、
保

管
人
に
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
蓋
し
、
倒
産
法
の
目
的
は
、
支
払
不
能
の
財
産
集
合
体

(insolvente
V
erm

� gensm
assen)

を
法
的
に
制
御
さ

れ
た
方
法
で
処
理
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
り
、
倒
産
申
立
時
に
お
い
て
手
続
遂
行
に
十
分
な
一
般
財
産
が
現
存
し
な
い
と
き
に
屈
服
し
て
法
秩

序
を
否
定
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
決
し
て
な
い
。
保
管
人
の
任
務
は
、
債
務
者
財
産
の
保
全
、
集
積
、
更
に
場
合
に
よ
っ
て
は
清
算
を
も
含
む

が
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
債
務
の
縮
減
、
あ
る
い
は
債
務
の
破
産
手
続
に
お
け
る
順
位
の
変
更
を
も
含
む
の
で
あ
る

(

�)

。

こ
こ
に
い
う

｢

債
務
の
縮
減｣

と
は
、
破
産
宣
告
後
に
持
ち
越
し
て
破
産
管
財
人
が
行
う
と
財
団
債
務
・
財
団
費
用
を
生
み
出
し
て

し
ま
う
よ
う
な
措
置
に
つ
い
て
、
保
管
人
が
宣
告
前
に
講
ず
る
こ
と
で
そ
の
債
務
を
破
産
債
権
化
し
て
、
財
団
債
務
・
財
団
費
用
の
増

加
を
阻
止
す
る
こ
と
で
あ

(

�)

る

(

�)

。
こ
の
よ
う
な
議
論
は
、
実
務
の
所
産
で
あ
り
、
保
管
人
の
権
限
に
関
す
る
厳
密
な
検
証
を
踏
ま
え
た
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
財
団
が
費
用
を
賄
う
の
に
不
足
す
る
と
い
う
一
事
の
み
で
、
整
然
た
る
倒
産
手
続
に
よ
る
清
算
を
断
念
し
、
支
払

不
能
の
財
産
集
合
体
を
弱
肉
強
食
の
野
に
曝
す
こ
と
こ
そ
が
悪
と
さ
れ
、
そ
れ
を
回
避
し
倒
産
手
続
を
開
始
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
れ

ば
た
と
え
そ
の
正
当
性
に
一
抹
の
疑
念
が
あ
っ
て
も
採
用
す
る
と
い
う
実
務
の
ム
ー
ド
が
背
景
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、H

enckel

は
大
要
以
下
の
よ
う
に
述
べ
、
こ
の
よ
う
な
議
論
を
批
判
す
る
。

保
管
を
利
用
し
た
財
団
債
務
・
財
団
費
用
回
避
策
は
、
そ
の
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
絶
望
的
で
あ
る
倒
産
法
上
の
状
況
に
お
け
る
、
応
急
手
段
に

す
ぎ
な
い
。
蓋
し
、
保
管
に
よ
っ
て
先
取
さ
れ
る
破
産
処
理
は
、
法
的
破
産
手
続
を
潜
脱
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
保
全
処
分
は
、

法
の
文
言
及
び
趣
旨
に
よ
れ
ば
、
財
団
の
保
全
、
つ
ま
り
破
産
申
立
に
関
す
る
裁
判
中
の
財
産
散
逸
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
今
日
保
管
と
し
て
現
れ
て
い
る
も
の
は
、
財
団
保
全

(M
assesicherung)

で
は
な
く
、
法
律
の
予
定
す
る
債
権
者
自
治

(G
l� ubigerselbstverw

altung)

や
破
産
手
続
と
い
う
法
律
的
保
障
を
排
除
し
て
行
わ
れ
る
、
財
団
管
理
・
換
価(M

asseverw
altung

und

-verw
ertung)

な
の
で
あ
る

(

�)

。
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務
者
財
産
に
つ
き
、
処
分
権
の
み
な
ら
ず
、
管
理
権
を
も
喪
失
す
る
と
す
る
。
そ
し
て
保
管
人
に
は
、
財
産
の
通
常
の
用
法
に
従
っ
た

管
理

(ordnungsm
�
�
ige
V
erw
altung)

に
必
要
で
あ
る
な
ら
ば
、
債
務
者
の
財
産
を
換
価
す
る
義
務
が
あ
る
と
す
る

(

�)
。K

ilger

も
、
保
管
人
に
管
理
処
分
権
限
が
帰
属
す
る
こ
と
を
自
明
の
も
の
と
し
て
い
る
の
で
あ
る

(

�)

。K
ilger

は
、
前
述
の
よ
う
に

(

本
章
第

三
節
第
三
款)

、
保
管
人
が
財
団
債
務
除
去
の
た
め
の
様
々
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
般

的
譲
渡
禁
止
及
び
保
管
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
、
保
管
人
へ
の
管
理
処
分
権
帰
属
を
無
条
件
に
認
め
る
以
上
の
よ
う
な
理
解
が
前
提
に

あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

保
管
人
の
権
限
が
破
産
管
財
人
に
近
似
す
る
と
の
認
識
か
ら
、
保
管
人
を

｢

事
前
破
産
管
財
人｣

(V
orkonkursverw

alter)

と

称
す
る
者
も
あ
る

(

�)

。
保
管
人
が
破
産
管
財
人
と
同
等
の
管
理
処
分
権
を
有
し
そ
れ
を
行
使
で
き
る
な
ら
ば
、
管
財
人
の
権
限
事
項
を
破

産
開
始
前
に
実
現
で
き
る
と
い
う
帰
結
も
可
能
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
見
解
も
、
保
管
人
が
破
産
管
財
人
の
権
限
を
完
全
に
前
倒
し
し
て
行
使
す
る
こ
と
を
認
め
る
わ
け
で
は
な
く
、

一
定
の
限
界
を
黙
示
的
に
設
定
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
未
履
行
双
務
契
約
の
処
理
に
関
す
る
権
限

(

Ｋ
Ｏ
一
七
条
以
下)

あ
る
い
は
否
認
権

(

同
二
九
条
以
下)

の
保
管
人
へ
の
準
用
は
、
こ
れ
ら
の
論
者
に
よ
っ
て
も
否
定
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
保
管
人
に

よ
っ
て
行
う
こ
と
の
で
き
な
い
、
破
産
管
財
人
固
有
の
権
限
の
領
域
が
存
在
す
る
わ
け
で
あ
る

(

も
っ
と
も
、
そ
の
領
域
を
ど
の
よ
う

に
限
界
づ
け
る
か
は
、
論
者
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い)

。
か
か
る
破
産
管
財
人
固
有
の
権
限
に
抵
触
し
な
い
限
り
で
、
保

管
人
は
そ
の
管
理
処
分
権
を

財
団
の
保
全
と
い
う
自
ら
の
任
務
に
反
し
な
い
限
り
で

任
意
に
行
使
で
き
る
と
す
る
わ
け
で

あ
る
。
そ
こ
で
は
、

保
管
命
令
以
外
の

破
産
裁
判
所
の
特
別
の
授
権
、
あ
る
い
は
債
務
者
・
債
権
者
集
団
の
同
意
等
に
よ

る
権
限
の
補
完
は
、
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い

(

�)

。

し
か
し
、
か
か
る
見
解
に
は
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
保
管
人
の
権
限
行
使
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
措
置
が
、
保
全
処
分
の
内
容

が
最
終
的
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
、
保
全
処
分
の
暫
定
性
に
抵
触
す
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
論
者
は
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第
四
節

保
管
人
の
法
的
地
位
・
権
限
に
つ
い
て

学
説

保
管
人
の
具
体
的
な
法
的
地
位
、
権
限
内
容

(

�)

に
つ
い
て
は
、
学
説
・
判
例
に
お
い
て
多
く
の
議
論
が
あ
る
。
各
論
は
後
に
見
る
こ
と

と
し
て
、
ま
ず
保
管
人
の
権
限
に
つ
い
て
の
総
論
的
な
議
論
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
視
点
は

(

ア)

保
管
人
は
債
務
者
の
財
産

に
関
し
ど
の
よ
う
な
権
限

(

管
理
処
分
権
か
否
か
、
そ
の
内
容
如
何)

を
有
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
の
み
な
ら
ず
、(

イ)

そ
の
権
限

を
行
使
す
る
に
当
た
り
保
管
人
が
単
独
で
で
き
る
か
、
そ
れ
と
も
他
の
者

(

債
務
者
、
債
権
者
、
破
産
裁
判
所)

の
同
意
な
い
し
許
可

を
必
要
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
権
限
を
行
使
す
る
の
は
債
務
者
で
保
管
人
は
そ
れ
に
同
意
を
与
え
る
の
み
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
一
款

第
一
期
の
学
説：
管
理
処
分
権
の
一
般
的
肯
定

保
管
は
、
前
述
の
定
義
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
物
の
占
有

(

保
管)

・
管
理
と
い
う
こ
と
を
内
包
し
て
い
る
か
ら
、
保
管
人
に

財
産
管
理
権
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
所
与
の
前
提
で
あ

(

�)

る

(

�)

。
問
題
は
、
そ
の

｢

管
理｣

が
ど
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
で
あ
る
か
、
つ
ま

り
、
通
常

｢

処
分｣

と
い
わ
れ
る
よ
う
な
も
の
ま
で
含
む
の
か
で
あ
る
。

こ
の
点
、
従
前
は
、
一
般
的
譲
渡
禁
止
に
保
管
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
発
令
さ
れ
た
場
合
、
債
務
者
か
ら
管
理
処
分
権
が
剥
奪
さ
れ
、

保
管
人
に
移
転
す
る
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

例
え
ばJaeger

は
、｢

債
務
者
か
ら
処
分
の
法
的
権
限

(rechtliche
M
acht

zu
V
erf� gungen)

を
剥
奪
す
る

(entziehen)

の
が
適
当
と
思
わ
れ
る
限
り
で
、
保
管
は
特
別
な
い
し
一
般
的
譲
渡
禁
止
と
組
み
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。｣

と
説
い
て
い
る

(

�)

。

こ
れ
は
、
保
管
が
発
令
さ
れ
る
の
と
同
時
に
債
務
者
に
対
し
譲
渡
禁
止
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
財
産

(

一
般
的
譲
渡
禁
止
の
場

合
は
全
財
産
、
特
別
譲
渡
禁
止
の
場
合
に
は
特
定
さ
れ
た
対
象
財
産)
に
つ
い
て
の
処
分
権
が
債
務
者
か
ら
剥
奪
さ
れ
、
保
管
人
に
帰

属
す
る
と
の
理
解
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
たK

ilger

は
、
一
般
的
譲
渡
禁
止
及
び
保
管
の
発
令
に
よ
り
、
債
務
者
は
破
産
財
団

(

Ｋ
Ｏ
一
二
条)

に
属
す
べ
き
全
て
の
債

論 説
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即
ちG

erhardt

は
、
財
団
の
維
持
・
保
全
と
い
う
任
務
を
負
う
保
管
人
に
は
、
破
産
管
財
人
と
同
様
に
債
務
者
の
管
理
処
分
権
が

移
転
す
る

(

Ｋ
Ｏ
六
条
が
準
用
さ
れ
る)

と
す
る
。
つ
ま
り
、
破
産
管
財
人
の
管
理
処
分
権
は
、
確
か
に
最
終
的
に
は
破
産
財
団
の
清

算
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
、
破
産
開
始
当
初
は
財
産
を
債
務
者
の
元
か
ら
切
り
離
し
こ
れ
を
維
持
保
全
す
る
た
め
に
行
使

さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
債
務
者
財
産
の
維
持
保
全
と
い
う
任
務
を
負
う
こ
と
は
、
保
管
人
も
管
財
人
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が

な
い
。
そ
れ
故
保
管
人
に
は
破
産
管
財
人
と
同
様
、
債
務
者
財
産
の
管
理
処
分
権
を
肯
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
他
方
で
、
保
管
人
に
許
容
さ
れ
、
有
効
に
行
う
こ
と
の
で
き
る
法
律
的
行
為
の
範
囲
は
破
産
管
財
人
と
異
な
る

(

そ
の
意
味

で
管
理
処
分
権
の
内
容
が
異
な
る)

と
し
、
そ
の
理
由
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

保
管
と
倒
産
手
続
と
の
間
に
存
す
る
差
異
が
基
準
と
な
る
。
倒
産
手
続
に
お
い
て
は
、
倒
産

(Insolvenz)
(

債
務
超
過
、
支
払
不
能)

と
い

う
こ
と
が
債
務
者
に
も
は
や
保
護
す
べ
き
固
有
財
産
の
な
い
こ
と
を
確
定
し
て
い
る
の
に
対
し
、
保
管
手
続
の
発
令
は
そ
の
よ
う
な
法
的
に
保
障

さ
れ
た
前
提
に
依
拠
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
故
、
債
務
者
か
ら
財
産
価
値
を
剥
奪
し
、
債
務
者
の
意
図
し
な
か
っ
た
処
分
を
行
う
こ
と
は
、

原
則
と
し
て
許
容
さ
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
保
管
手
続
の
開
始
と
い
う
こ
と
か
ら
反
証
の
余
地
の
な
い
ほ
ど
に
倒
産
が
推
論
さ
れ
る
わ
け
で
は

な
い
し
、
そ
の
よ
う
な
少
な
く
と
も
財
産
収
用
類
似
の
措
置
を
倒
産
の
推
定
に
基
づ
い
て
行
う
こ
と
は
許
し
難
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
私
の
考

え
で
は
、
原
則
と
し
て
保
管
人
は
管
理
活
動
に
限
定
さ
れ
、
管
理
対
象
の
財
産
の
従
来
の
目
的

(der
bisherige

Zw
eck
der
verw
alteten

V
erm

� gensm
asse)

に
背
馳
す
る
財
産
処
分
は
債
務
者
の
同
意
な
く
し
て
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
債
務
者
の
同
意
の
要
件
を
裁
判
所
の
同
意

に
代
替
す
る
こ
と
は
決
し
て
正
当
化
で
き
な
い
。
蓋
し
、
か
か
る
裁
判
所
の
措
置
を
倒
産
の
推
定
に
か
か
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る

(

�)

。

要
す
る
にG
erhardt

は
、
倒
産
手
続
開
始
に
よ
る
債
務
者
の
財
産
管
理
処
分
権
の
剥
奪
の
根
拠
を
、
倒
産
原
因
が
確
定
さ
れ
た
こ

と
で
財
産
に
対
す
る
債
務
者
の
固
有
の
利
益
が
喪
失
さ
れ
た
こ
と
に
求
め
る
。
そ
し
て
、
倒
産
手
続
開
始
前
の
保
管
の
段
階
で
は
、
倒

産
原
因
の
存
在
が
確
定
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
債
務
者
の
財
産
に
対
す
る
利
益
を
尊
重
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
故
に
、
保
管

人
の
権
限
を
、
原
則
と
し
て
財
産
管
理
に
限
定
す
る
。
そ
し
て
、
財
産
処
分
は
財
産
の
従
来
の
目
的

(

債
務
者
が
倒
産
手
続
申
立
前
に
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債
務
者
の
業
務
の
閉
鎖
を
一
般
的
に
肯
定
す
る
が

(

詳
細
は
本
章
第
六
節
第
一
款)

、
業
務
の
閉
鎖
は
従
前
か
ら
保
全
処
分
の
暫
定
性

に
反
す
る
措
置
と
し
て
学
説
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
に
つ
い
て
の
論
者
の
釈
明
は
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
第
一
期
の
論
者
に
お
い
て
は
、
保
管
人
に
管
理
処
分
権
が
帰
属
す
る
と
い
う
面
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
、
そ
の
権
限
行
使

の
結
果
が
保
全
処
分
の
性
質
と
矛
盾
抵
触
を
来
す
こ
と
へ
の
問
題
意
識
が
希
薄
で
あ
っ
た
。

第
二
款

第
二
期
の
学
説：

権
限
内
容
の
精
緻
化

前
述
の
よ
う
に
、
保
管
人
に
、
破
産
管
財
人
と
ほ
ぼ
同
等
の
権
限
を
認
め
る
こ
と
は
、
保
管
人
に
よ
る
倒
産
処
理
の
前
倒
し
を
可
能

に
し
、
そ
れ
は
暫
定
性
と
い
う
保
全
処
分
の
一
般
的
要
件
と
の
関
係
の
説
明
を
要
す
る
こ
と
に
な
る

(

�)

。
そ
う
す
る
と
、
保
管
人
の
権
限

に
は
、
破
産
開
始
前
と
い
う
手
続
的
段
階
に
応
じ
た
限
界
が
設
定
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
第
二
期
の
論
者
は
、
破
産
手
続

本
体
と
保
管
と
の
目
的
・
手
続
構
造
の
差
異
を
考
慮
し
て
、
保
全
処
分
段
階
に
お
け
る
利
害
関
係
人
の
利
益
を
適
切
に
反
映
さ
せ
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
保
管
人
の
権
限
の
限
界
を
形
成
す
る
フ
ァ
ク
タ
ー
を
抽
出
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
保
管
人
の
権
限
内
容
を
構
成
し
よ
う

と
す
る
。
こ
こ
で
は
、
代
表
的
な
四
つ
の
学
説
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

一

G
erhardt

の
見
解

保
管
人
の
管
理
処
分
権
を
肯
定
し
つ
つ
債
務
者
同
意
に
よ
り
補
完
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

G
erhardt

は
、
保
管
人
へ
の
債
務
者
財
産
の
管
理
処
分
権
の
移
転
を
肯
定
し
、
以
下
の
よ
う
に
正
当
化
す
る
。

破
産
で
は
、
破
産
者
は
管
理
処
分
権
を
最
終
的
に
喪
失
す
る
。
蓋
し
、
破
産
管
財
人
が
清
算
人
と
し
て
現
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
保
管
の
場
合
に

は
、
保
管
人
は
清
算
人
で
は
な
く
、
保
持
者

(B
ew
ahrer)

と
し
て
の
み
現
れ
る
。
し
か
し
そ
の
こ
と
は
、
双
方
の
場
合
に
お
い
て
技
術
的
手

段
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
変
え
る
も
の
で
は
な
い
。
財
産
の
維
持
及
び
保
全
も
、
債
務
者
か
ら
管
理
処
分
権
を
剥
奪
し
、
そ
れ
を
そ
の
限
り
で
同

様
に
第
三
者
に
移
転
さ
せ
る
こ
と
で
の
み
、
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る

(

�)

。

論 説
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二

H
enckel,

U
hlenbruck

の
見
解

同
意
権
を
前
提
と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

H
enckel

は
、
保
管
人
に
管
理
処
分
権
が
帰
属
す
る
と
い
うG

erhardt

説
の
前
提
は
、
必
然
的
な
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
以
下

の
よ
う
に
述
べ
る
。

保
管
人
の
任
務
は
、
一
〇
六
条
の
目
的
に
基
づ
き
、
将
来
の
財
団
を
保
全
す
る
こ
と
の
み
に
存
す
る
。
従
っ
て
、
債
務
者
に
管
理
処
分
権
が
残

り
、
保
管
人
は
単
に
債
務
者
の
管
理
行
為
を
監
督
す
る
の
み
で
あ
り
、
自
ら
は
自
己
名
義
で
処
分
す
る
権
限
が
な
い
と
も
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
譲
渡
禁
止
は
別
の
意
義
を
有
す
る
こ
と
に
な
る：

債
務
者
は
、
保
管
人
の
同
意
を
得
ず
保
管
財
産
を
処
分
す
る
こ
と
を
禁
じ

ら
れ
る
、
譲
渡
禁
止
は
債
務
者
が
独
断
で
行
動
す
る
よ
う
な
場
合
に
係
っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
、
と
。
実
務
が
示
す
よ
う
に
、
保
全
保
管

(Sicherungssequestration)

で
は
破
産
開
始
を
可
能
に
す
る
の
に
十
分
で
な
い
。
従
っ
て
、
特
に
保
管
人
に
よ
る
債
務
者
企
業
の
継
続
に
と
っ

て
必
要
か
つ
有
意
義
と
思
わ
れ
る
動
的
保
管

(dynam
ische

Sequestration)

が
定
着
し
て
い
る
。
し
か
し
、
保
管
人
を
破
産
管
財
人
と
同
じ

地
位
に
置
く
こ
と
が
ど
う
し
て
も
必
要
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
和
議
法
上
の
仮
管
財
人

(V
glO

一
一
条
以
下)

、
も
し
く
は
相
続
財
産
保
全
の

た
め
の
保
護
人

(P
fleger)

(

Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
九
六
〇
条)

と
パ
ラ
レ
ル
に
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る

(

�)

。

こ
の
よ
う
にH

enckel

は
、G
erhardt

の
論
法
、
即
ち
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
禁
止
の
発
令
及
び
保
管
人
の
選
任
が
債
務
者
の
管

理
処
分
権
剥
奪
・
保
管
人
へ
の
移
転
と
い
う
効
果
を
も
た
ら
す
と
い
う
議
論
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。
そ
し
て
、
和
議
法
上
の
仮
管
財

人
と
パ
ラ
レ
ル
に
、
債
務
者
に
管
理
処
分
権
が
残
存
し
、
保
管
人
に
は
債
務
者
の
行
為
に
同
意
を
付
与
す
る
権
限
が
帰
属
す
る
の
み
と

い
う
解
釈
論
的
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す

(

55a)

る

(

�)

。H
enckel

の
見
解
をG

erhardt

の
見
解
と
比
較
す
れ
ば
、
債
務
者
の
意
思
が
保

管
人
の
権
限
行
使
に
全
面
的
に
反
映
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
破
産
手
続
開
始
前
に
お
い
て
は
、
債
務
者
の
意
思
を
顧
慮

し
な
い
保
管
人
の
行
為
は
適
切
で
な
い
と
い
う
立
場
の
表
明
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

U
hlenbruck

も
、
債
務
者
に
管
理
処
分
権
が
残
り
、
保
管
人
は
そ
の
同
意
権
を
通
じ
て
債
務
者
を
監
督
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
過

ぎ
な
い
と
考
え
る

(

�)

。
た
だ
しH

enckel

と
異
な
り
、
保
管
人
が
単
独
で
行
為
で
き
る
例
外
的
場
面
を
想
定
す
る
。
即
ち
、
債
務
者
が

ドイツ倒産法における ｢仮管財人｣ の権限 (一)
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財
産
に
与
え
て
い
た
方
向
性R

ichtung)

に
合
致
し
て
い
る
か

(

�)

、
も
し
く
は
債
務
者
の
同
意
が
あ
る
場
合
の
み
許
容
す
る

(

�)

。
そ
の
場

合
、
債
務
者
の
同
意
を
裁
判
所
の
同
意
に
代
替
で
き
な
い
と
す
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

そ
れ
に
続
け
てG

erhardt

は
、
具
体
的
に
保
管
人
に
許
容
さ
れ
る
措
置
の
範
囲
を

｢

従
来
の
債
務
者
の
地
位
と
矛
盾
し
て
は
な
ら

な
い
管
理
権
限
が
、
個
々
の
場
合
に
お
い
て
ど
こ
ま
で
及
ぶ
か｣

と
い
う
観
点
か
ら
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
弁
済
期

が
到
来
し
た
債
権
の
取
立
及
び
業
務
継
続

(G
esch

� ftsfortf� hrung)

を
管
理
権
限
の
枠
内
に
あ
る
と
し
て
肯
定
す

(

�)

る

(

�)

。
他
方
で
、

保
管
人
は
事
前
清
算
人

(V
or-L
iquidator)

で
は
な
く
、
彼
に
付
与
さ
れ
た
法
的
権
限
は
債
務
者
の
意
思
に
反
し
て
処
分
を
す
る

ほ
ど
に
広
範
な
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
清
算

(L
iquidation)

を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。
そ
れ
故
に
、
た
と
え
財
団
へ
の

損
害
を
回
避
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
っ
て
も
、
債
務
者
の
事
業
を
閉
鎖
す
る
権
限
は
保
管
人
に
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
。
そ
の
権
限
は
、

倒
産
が
未
だ
裁
判
所
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
に
鑑
み
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
お
い
て
、
倒
産
手
続
開
始
ま
で
債
務
者

に
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、G

erhardt

は
破
産
開
始
要
件
の
未
確
定
を
理
由
に
、
債
務
者
の
同
意
の
み
が
保
管
人
の
権
限
を
拡
大
す
る
契
機
と

な
る
と
す
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
も
例
外
が
あ
り
、
債
権
者
集
会
・
債
権
者
委
員
会
の
関
与
が
予
定
さ
れ
て
い
る
清
算
措
置

(

Ｋ
Ｏ
一

三
二
条
以
下
参
照)

に
つ
い
て
は
、
債
権
者
の
利
益
を
保
護
し
よ
う
と
の
努
力
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
債
務
者
の
同
意
で

代
替
せ
し
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う

(

�)

。
こ
れ
は
、H

enckel

の
指
摘

(

本
章
第
三
節
第
三
款)

に
示
唆
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。以

上
のG

erhardt

の
枠
組
に
従
え
ば
、
保
管
人
の
権
限
は
、
①
単
独
で
な
し
得
る
措
置

(

財
産
管
理
が
中
心)

、
②
債
務
者
の
同

意
が
あ
れ
ば

(

ま
た
は
債
務
者
が
財
産
に
与
え
て
い
た
方
向
性
に
合
致
し
て
い
れ
ば)

行
う
こ
と
の
で
き
る
措
置

(

一
定
限
度
の
財
産

処
分)

、
③
債
務
者
の
同
意
を
得
て
も
で
き
な
い
措
置

(

清
算
的
措
置)

、
と
段
階
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

論 説
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三

U
rban

の
見
解

破
産
裁
判
所
の
決
定
の
み
を
基
準
と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

U
rban

の
見
解
は
、
一
般
論
と
し
て
保
管
人
に
管
理
処
分
権
を
認
め
る
点
でG

erhardt

の
見
解
と
軌
を
一
に
す
る
。
し
か
し
、

特
に

｢

債
務
者
の
同
意
が
必
要
な
措
置｣

の
余
地
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
保
管
人
の
管
理
処
分
権
の
法
的
根
拠
は
、

破
産
裁
判
所
の
保
全
処
分
決
定
の
み
に
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
の
で
あ
り
、
債
務
者
の
同
意
に
よ
っ
て
補
わ
れ
る
べ
き
権
限
と
い
う
も

の
を
想
定
し
て
い
な
い

(

�)

。
む
し
ろ
論
者
は
、
破
産
手
続
に
お
け
る
債
権
者
自
治
の
原
則
が
、
保
管
人
の
権
限
の
限
界
を
設
定
す
る
契
機

と
な
る
と
す
る
。
彼
の
見
解
を
要
約
す
る
。

債
務
者
が
喪
失
し
た
管
理
処
分
権
を
そ
の
ま
ま
保
管
人
が
有
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
自
明
で
は
な
い
。
破
産
管
財
人
に
つ
い
て
は
、
破
産
者

が
喪
失
し
た
管
理
処
分
権
を
そ
の
ま
ま
承
継
す
る
旨
の
明
文
規
定
が
あ
る
。
従
っ
て
立
法
者
は
、
債
務
者
に
対
す
る
処
分
禁
止
に
よ
っ
て
同
時
に

管
財
人
に
対
応
す
る
権
利
が
発
生
す
る
と
い
う
前
提
に
、
自
動
的
に
立
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
保
管
の
効
果
が
破
産
開
始
の
そ
れ
を
超
え
る

も
の
で
な
い
と
い
う
原
則
に
よ
れ
ば
、
保
管
人
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
当
て
は
ま
る
。
保
管
人
が
財
産
処
分
権
を
有
す
る
べ
き
だ
と
す
れ
ば
、

法
の
規
定
が
な
い
以
上
、
裁
判
官
の
決
定
に
よ
る
特
別
の
権
限
付
与
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

裁
判
所
が
暫
定
的
な
命
令
し
か
発
令
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
、
保
管
人
へ
の
権
限
付
与
の
限
界
が
内
在
す
る
。
最
終
的
な
規
制

(endg
� ltige

R
egelung)

は
先
行
し
て
行
え
な
い
。
そ
の
場
合
、
最
終
的
な
規
制
と
は
、
破
産
法
の
規
定
全
体
か
ら
の
み
理
解
さ
れ
る
。
そ
れ

は
債
務
者
財
産
の
破
産
的
清
算(konkursm

�
�
ige
L
iquidation)

の
こ
と
で
あ
る

(

�)

。
破
産
手
続
開
始
が
ま
だ
確
定
さ
れ
て
い
な
い
段
階
に
は
、

破
産
的
清
算
の
保
管
中
の
禁
止
に
よ
り
、
債
務
者
の
利
益
に
も
な
る
。

保
管
中
に
は
破
産
的
清
算
が
開
始
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
推
定
が
正
し
い
と
い
う
こ
と
は
、
以
下
の
考
慮
か
ら
明
ら
か
に
な
る：

破
産
法

は
清
算
を
法
的
に
根
拠
づ
け
ら
れ
た
権
限
を
認
め
ら
れ
た
管
財
人
に
委
ね
て
お
り
、
裁
判
所
は
厳
格
に
規
定
さ
れ
た
要
件
の
下
で
の
み
介
入
で
き

る
。
こ
れ
に
対
し
保
管
の
場
合
に
は
保
管
人
に
権
限
を
与
え
る
か
否
か
は
裁
判
所
の
裁
量
で
あ
る
。
裁
判
所
は
こ
の
よ
う
に
し
て
、
保
管
中
の
破

産
的
清
算
を
制
御
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
破
産
法
の
予
定
す
る
権
限
分
配
を

(

債
権
者
集
会
の
権
限
を
顧
慮
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て)

全
部
ま
た
は

ドイツ倒産法における ｢仮管財人｣ の権限 (一)

57－4－ (名城 '08)71

保
全
措
置
に
協
力
し
な
い
か
ま
た
は
彼
が
逃
亡
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
保
管
人
は
責
任
財
産
の
価
値
下
落
防
止
の
た
め
の
あ
ら
ゆ

る
措
置

(

特
に
、
業
務
を
暫
定
的
に
継
続
す
る
こ
と)

を
な
し
得
る
と
す
る

(

�)

。U
hlenbruck

の
表
現
に
よ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な

る
。

基
本
原
則
は
、
債
務
者
と
保
管
人
の
協
調

(E
invernehm

en)

に
よ
り
、
通
常
の
業
務
執
行
・
事
業
継
続
の
枠
内
で
の
法
律
行
為
で
、
債
務

者
の
財
産
維
持
に
必
要
で
あ
る
全
て
の
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
債
務
者
の
同
意
が
な
い
も
し
く
は
債
務
者
の
意
思

に
反
す
る
と
き
は
、
後
の
最
善
の
破
産
処
理
の
た
め
に
、
早
す
ぎ
る
価
値
下
落
・
責
任
財
産
の
減
少
が
債
権
者
の
負
担
と
な
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、

絶
対
不
可
欠
な
法
律
行
為
・
措
置
の
み
が
許
容
さ
れ
る

(

�)

。

こ
の
よ
う
に
債
務
者
の
意
思
を
重
視
す
る
一
方
で
、U

hlenbruck

は
、
破
産
裁
判
所
に
よ
る
授
権
に
は
警
戒
的
で
あ
る
。
彼
に
よ

れ
ば
、
仮
処
分
と
し
て
の
保
管
の
場
合
と
異
な
り
、
Ｋ
Ｏ
一
〇
六
条
一
項
二
文
に
基
づ
い
て
裁
判
所
が
、
破
産
開
始
手
続
に
お
い
て
保

管
人
の
全
て
の
権
限
を
確
定
す
る
義
務
を
有
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
保
管
人
の
権
限
は
保
管
目
的
か
ら
直
接

明
ら
か
に
な
る
も
の
で
、
裁
判
官
に
よ
る
具
体
化
を
必
要
と
し
な
い
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う

(

�)

。
従
っ
て
、
保
管
人
に
管
理
処
分
権
を
付

与
す
る
旨
の
破
産
裁
判
所
の
決
定
は
、
不
適
法
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。

U
hlenbruck

説
に
よ
れ
ば
、
保
管
人
の
権
限
は
、
①
債
務
者
の
意
思
に
反
し
て
も
な
し
得
る
特
定
の
措
置

(

業
務
の
継
続
な
ど)

、

及
び
②
債
務
者
と
協
調
し
て
な
し
得
る
措
置
に
及
ぶ
。
そ
の
一
方
で
③
債
務
者
の
意
思
に
反
し
て
い
て
も
裁
判
所
の
授
権
が
あ
れ
ば
な

し
得
る
措
置
と
い
う
も
の
を
認
め
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
う
ち
、
②
に
つ
い
て
は
、
債
務
者
の
同
意
が
あ
れ
ば
何
で
も
で
き
る
と
い

う
趣
旨
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
論
者
が

｢

保
管
に
よ
っ
て
、
破
産
の
効
果
を
超
え
る
よ
う
な
措
置
を
命
じ
る
こ
と
は
で
き

な
い｣

と
し
て
い
る
の
で

(

�)

、
一
定
の
限
界

債
務
者
の
同
意
が
あ
っ
て
も
で
き
な
い
措
置

は
設
定
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
破
産
の
効
果
を
超
え
な
い
範
囲
で
破
産
手
続
内
の
措
置
を
ど
こ
ま
で
実
現
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
、
Ｋ
Ｏ
一

三
二
条
等
に
基
づ
く
債
権
者
の
関
与
に
着
目
す
るG

erhardt

に
比
較
し
、U

hlenbruck

に
お
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

論 説
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管
財
人
の
規
定
の
類
推
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
破
産
法
は
、
事
前
手
続

(

破
産
開
始
の
正
当
性
審
理)

と
開
始
後
の
手
続
と
を
区
別
し
て
い

る
の
で
、
破
産
管
財
人
に
付
与
さ
れ
る
権
限
を
そ
れ
を
一
括
し
て
保
管
人
に
付
与
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
る
。
破
産
管
財
人
の
権
利
義
務
に
関
す

る
規
定
の
類
推
適
用
の
あ
り
方
を
考
え
る
際
に
は
、
破
産
開
始
後
の
清
算
手
続
の
構
造
を
斟
酌
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
破
産
法
は
、
債
権
者
が

財
団
の
有
利
な
管
理
・
換
価
に
大
き
な
利
益
を
有
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
財
団
の
有
利
な
管
理
・
換
価
に
つ
い
て
の
最
適
任
者
と
い
う
観
点
か

ら
、
債
権
者
集
会

(

九
三
条
以
下)

や
債
権
者
委
員
会

(

八
七
条
以
下)

に
よ
っ
て
債
権
者
を
手
続
に
関
与
さ
せ
る
、
い
わ
ゆ
る
自
治

(Selbstverw
altung)

の
原
則
を
採
用
し
て
い
る
。
債
権
者
集
会
は
、
重
要
事
項
に
つ
い
て
、
直
接
の
判
断
を
す
る

(

八
四
条
、
八
七
条
、
九

一
条
、
一
三
一
条
、
一
三
二
条
、
一
三
四
条
な
い
し
一
三
七
条
参
照)

。
債
権
者
委
員
会
は
、
管
財
人
に
よ
る
事
務
処
理
の
危
険
か
ら
債
権
者
を

保
護
す
る
た
め
に
破
産
管
財
人
の
持
続
的
な
補
助
及
び
監
督
の
義
務
を
負
い

(

八
八
条)

、
破
産
管
財
に
関
与
す
る

(

例
え
ば
、
八
四
条
、
八
六

条
、
九
三
条
、
一
〇
〇
条
、
一
二
三
条
、
一
二
九
条
、
一
三
二
条
な
い
し
一
三
五
条)

。
こ
の
よ
う
な
破
産
法
上
の
自
治
の
原
則
は
、
保
管
に
お

い
て
潜
脱
さ
れ
て
は
な
ら
な
い

(

�)

。

そ
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
、
特
に
債
権
者
集
会
の
権
限
に
留
保
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
保
管
人
が
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
旨
説
く
。

法
が
債
権
者
を
破
産
清
算
に
関
与
さ
せ
る
と
き
、
以
下
の
こ
と
を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
債
権
者
集
会
の
専
属
的
な
決
定
に
留
保
さ
れ

た
措
置
を
、
保
管
中
に
行
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。
と
い
う
の
は
、
債
権
者
集
会
は
、
破
産
開
始
後
に
初
め
て
招
集
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

事
前
手
続
に
お
い
て
は
、
債
権
者
の
範
囲
は
未
だ
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
債
権
者
集
会
に
お
け
る
表
決
へ
の
参
加
は
、
破
産
開
始
後
の
調
査
期

日
で
債
権
が
確
定
さ
れ
た
債
権
者
の
み
に
権
限
が
あ
る
。
債
権
者
集
団
の
表
決
手
続
は
あ
ら
か
じ
め
算
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
裁
判
所
、
保
管

人
、
も
し
く
は
個
々
の
債
権
者
の
判
断
で
代
替
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
開
始
手
続
に
お
け
る
裁
判
所
の
強
力
な
地
位
は
、
債
権
者
集
会
に
裁
判

所
の
意
思
を
強
制
し
、
債
権
者
集
会
の
決
定
を
既
成
事
実
に
よ
っ
て
潜
脱
す
る
こ
と
を
、
正
当
化
し
な
い
。
破
産
開
始
後
の
手
続
に
お
い
て
は
、

裁
判
所
は
、
か
か
る
支
配
的
な
影
響
力
を
有
し
て
い
な
い
。
保
管
人
は
、
破
産
管
財
人
が
債
権
者
と
の
関
係
上
行
う
権
限
の
な
い
措
置
を
、
行
う

こ
と
は
で
き
な
い

(

�)

。
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一
部
潜
脱
で
き
得
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
か
ら
は
同
時
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
導
か
れ
る
。
裁
判
所
に
よ
っ
て
広
範
な
権
限
の
認
め

ら
れ
た
保
管
人
で
も
、
管
財
人
と
同
様
の
権
限

(

管
理
処
分
権)

を
有
し
得
ず
、
そ
の
限
り
で
管
財
人
の
地
位
よ
り
も
弱
い

(

�)

。

U
rban

の
主
張
の
特
色
は
、
破
産
手
続
に
お
け
る
債
権
者
自
治
と
破
産
裁
判
所
の
授
権
と
の
関
係
を
明
確
に
し
た
点
に
あ
る
。
彼

は
、
裁
判
所
が
保
管
人
に
付
与
し
う
る
権
限
の
限
界
を
、
最
終
的
な
規
制
す
な
わ
ち
債
務
者
財
産
の
破
産
的
清
算
に
お
く
。
破
産
的
清

算
が
保
全
処
分
段
階
で
出
来
な
い
の
は
、
破
産
手
続
開
始
が
未
だ
に
確
定
さ
れ
て
い
な
い
段
階
だ
か
ら
で
あ
る
が
、
な
ぜ
破
産
手
続
開

始
後
で
な
け
れ
ば
破
産
的
清
算
を
出
来
な
い
の
か
。U

rban

は
、
そ
の
根
拠
を
、｢

破
産
法
の
予
定
す
る
権
限
分
配｣

に
お
く
。
即
ち
、

破
産
法
は
、
重
要
な
清
算
措
置
に
関
す
る
判
断
を
、
清
算
の
方
法
に
つ
い
て
最
も
利
害
関
係
を
有
す
る
集
団
で
あ
る
債
権
者
の
機
関

(

債
権
者
集
会)

に
委
ね
て
お
り
、
裁
判
所
と
い
え
ど
も
そ
の
意
思
を
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
債
権
者
集

会
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
事
項
を
裁
判
所
が
保
管
人
に
授
権
す
る
こ
と
で
、
破
産
法
の
予
定
す
る
権
限
分
配
を
潜
脱
す
る
よ
う
な

こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

四

K
och

の
見
解

破
産
手
続
に
お
け
る
債
権
者
自
治
を
重
視
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

U
rban

と
同
様
に

｢

債
権
者
自
治
や
破
産
手
続
と
い
う
法
律
的
保
障｣

を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
と
い
うH

enckel

の
指
摘

(

本
章

第
三
節
第
三
款)

に
着
目
し
、
自
治
シ
ス
テ
ム
を
そ
の
ま
ま
保
管
人
の
権
限
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
がK

och

で
あ
る
。

K
och

は
ま
ず
、｢

保
管
手
続
は
、
債
務
者
財
産
の
清
算
を
目
的
と
す
る
破
産
手
続
の
開
始
を
保
全
し
、
準
備
す
る
た
め
の
手
続
で

あ
る
か
ら
、
保
管
人
の
権
限
は
和
議
管
財
人
の
そ
れ
よ
り
も
広
範
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い｣

と
し
、
保
管
人
に
債
務
者
の
処
分
に
対
す

る
同
意
権
し
か
認
め
な
い
見
解
は
不
適
切
で
あ
る
旨
示
唆
す
る

(

�)

。

そ
の
上
でK

och

は
大
要
、
以
下
の
よ
う
に
説
く
。

破
産
法
に
は
保
管
人
の
地
位
・
権
限
に
つ
い
て
の
規
定
が
な
く
、
法
の
欠
缺
と
い
え
る
状
態
な
の
で
、
要
件
の
類
似
す
る
法
制
度
、
特
に
破
産

論 説
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制
限
と
し
て
の
一
般
的
譲
渡
禁
止
命
令
と
、
保
管
人
に
よ
る
保
管
を
命
ず
る
命
令
と
が
別
個
に
存
立
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ

れ
単
独
で
は
債
務
者
の
管
理
処
分
権
を
剥
奪
で
き
な
い
と
い
う
の
が
従
来
の
理
解
で
あ
っ
た

(

�)

。
し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
保
全
処
分
が
組

み
合
わ
さ
れ
た
と
き
に
、
債
務
者
か
ら
の
管
理
処
分
権
剥
奪
・
保
管
人
へ
の
管
理
処
分
権
帰
属
と
い
う
二
つ
の
効
果
が
生
じ
る
か
が
検

討
さ
れ
た
の
で
あ
る
。Jaeger,

G
erhardt,

K
ilger,

C
astendiek,

U
rban,

koch

は
、
二
つ
の
保
全
処
分
が
相
俟
っ
て
二
つ
の

効
果
を
生
ず
る
と
の
立
場
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
保
管
人
に
は
同
意
権
し
か
帰
属
し
な
い
と
す
る
の
がH

enckel

やU
hlenbruck

で
あ
る
。

更
に
、
保
管
人
の
権
限
の
あ
り
方
に
関
し
て
、
第
一
期
の
学
説
と
第
二
期
の
学
説
と
で
は
問
題
意
識
が
異
な
っ
て
い
る
。
第
一
期
の

学
説
で
は
、
保
管
人
の
権
限
が
保
全
処
分
の
枠
内
で
付
与
さ
れ
る
も
の
で
、
保
全
処
分
の
性
質
に
則
し
た
制
限
を
受
け
る
と
い
う
意
識

が
希
薄
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
議
論
状
況
は
、
保
全
処
分
段
階
、
つ
ま
り
破
産
申
立
後
開
始
前
と
い
う
特
殊
な
手
続
段
階
に
お
け
る

関
係
者
の
利
益
に
配
慮
す
る
、
第
二
期
の
学
説
の
登
場
に
よ
っ
て
、
精
緻
化
さ
れ
た
。

第
二
期
の
学
説
に
お
い
て
は
、
一
般
論
と
し
て
管
理
処
分
権
を
保
管
人
に
帰
属
さ
せ
る
か
に
関
し
て
は
、
議
論
が
あ
る

(G
erhardt,

U
rban,

K
och

は
肯
定
、U

hlenbruck

は
否
定)

。

た
だ
、
か
か
る
一
般
論
を
離
れ
、
具
体
的
に
保
管
人
の
権
限
内
容
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
第
二
期
の

学
説
に
は
一
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
保
管
人
の
権
限
を
、
①
単
独
で
で
き
る
措
置
、
②
債
務
者
・
債
権
者
・
裁
判
所
の
同
意
・

許
可
な
ど
、
何
ら
か
の
要
件
を
満
た
し
た
と
き
に
で
き
る
措
置
に
区
別
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
①
に
つ
い
て
は
、
論
者
に
よ
っ
て

多
少
の
違
い
は
あ
れ
、
コ
ア
の
部
分
は
そ
れ
ほ
ど
差
異
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
債
務
者
財
産
の
経
済
的
価
値
の
保
全
の
た
め

に
必
要
と
見
ら
れ
る
措
置
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
差
異
が
出
て
く
る
の
は
、
①
と
②
の
限
界
を
ど
こ
に
設
定
す
る
か
、
②
に
お
け
る

｢

要
件｣

を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
、
そ
し
て
②
に
も
含
ま
れ
な
い
措
置
と
い
う
も
の
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

そ
こ
で
鍵
と
な
る
の
は
、
破
産
申
立
後
開
始
前
と
い
う
中
間
段
階
に
お
い
て
、
利
害
関
係
人

債
務
者
・
債
権
者
の
利
益

を
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一
方
、
債
権
者
委
員
会
の
権
限
事
項
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
処
理
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。

債
権
者
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
と
き
、

(

67a)

破
産
法
は
、
債
権
者
委
員
会
の
権
限
を
、
一
部
は
債
権
者
集
会
に

(

一
三
四
条
参
照)

、
一
部

は
裁
判
所
に
付
与
し

(

一
二
九
条
一
項)

、
そ
し
て
一
部
は
破
産
管
財
人
が
そ
の
裁
量
で
行
動
し
て
良
い
と
し
て
い
る

(

一
二
九
条
二
項)

。
そ
こ

で
、
①
債
権
者
委
員
会
が
選
任
さ
れ
な
い
と
き
に
、
破
産
管
財
人
が
債
権
者
集
会
の
関
与
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
事
項

(

一
三
四
条
参
照

(

�))

に
つ

い
て
は
、
保
管
人
は
行
え
な
い
。
債
権
者
集
会
の
関
与
は
、
裁
判
所
の
許
可
で
代
替
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
②
裁
判
所
が
債
権
者
委
員
会
の
代

わ
り
に
な
る
べ
き
と
き(

一
二
九
条
一
項

(

�))

は
、
裁
判
所
が
既
に
事
前
手
続
に
お
い
て
判
断
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、

開
始
手
続
に
お
い
て
は
、
開
始
決
定
の
発
令
後
よ
り
も
破
産
手
続
に
強
力
な
影
響
力
を
行
使
す
る
か
ら
で
あ
る
。
③
債
権
者
委
員
会
な
き
と
き
に

管
財
人
が
そ
の
裁
量
で
行
動
で
き
る
と
き

(

一
二
九
条
二
項
一
文
、
一
三
三
条

(

�))

は
、
保
管
人
に
同
一
の
地
位
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
蓋

し
、
保
管
人
に
は
、
破
産
管
財
人
が
破
産
開
始
後
に
そ
の
管
理
処
分
権
に
基
づ
き
行
使
す
る
よ
う
な
、
決
定
的
な
影
響
力
は
存
し
な
い
か
ら
で
あ

る
。
事
前
手
続
の
主
体
は
、
一
〇
六
条
に
基
づ
き
、
必
要
な
保
全
処
分
を
講
ず
る
裁
判
所
で
あ
る
。
そ
の
地
位
は
、
保
管
人
に
、
そ
の
裁
量
に
基

づ
き
判
断
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
行
為
を
裁
判
所
の
関
与
に
拘
束
さ
せ
る
と
い
う
価
値
判
断
を
正
当
化
す
る
。
従
っ
て
、
法
が
債
権
者
委
員

会
の
関
与
を
規
定
し
て
い
る
よ
う
な
措
置
が
必
要
な
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
と
き
は
、
保
管
人
は
裁
判
所
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(

�)

。

こ
の
よ
う
に
、K

och

は
債
権
者
自
治
を
重
視
し
、
代
理
の
本
人
た
る
債
務
者
自
身
の
意
思
は
直
接
問
題
と
し
な
い

(

�)

。
以
上
の

K
och

の
枠
組
か
ら
す
れ
ば
、
保
管
人
の
権
限
は
、(

ア)
単
独
で
で
き
る
措
置
、(

イ)

裁
判
所
の
許
可
に
よ
り
で
き
る
措
置

(

右
の

②
③)

、(

ウ)

裁
判
所
の
許
可
が
あ
っ
て
も
で
き
な
い
措
置

(
債
権
者
集
会
の
決
議
に
委
ね
る
べ
き
措
置
。
右
の
①)

の
三
段
階
に
分

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

第
三
款

ド
イ
ツ
の
学
説
状
況
に
つ
い
て
の
若
干
の
コ
メ
ン
ト

ド
イ
ツ
破
産
法
の
下
で
は
、
我
が
国
の
管
理
命
令
そ
の
も
の
に
当
た
る
保
全
処
分
は
想
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
債
務
者
に
対
す
る
処
分

論 説
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｢[

相
続
財
産
で
あ
る
企
業
の
経
営
を]

保
管
人
は
相
続
人
の
名
義
と
そ
の
意
思
に
よ
っ
て
、
即
ち
相
続
人
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
た

権
限
に
基
づ
い
て
の
み
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
蓋
し
、
裁
判
所
に
よ
る
選
任
に
よ
っ
て
は
、
保
管
人
の
か
か
る
権
限
は
明
ら
か

に
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
破
産
裁
判
所
は
Ｋ
Ｏ
一
〇
六
条
の
枠
内
で
は
保
全
措
置
の
み
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
、
破
産
管
財
人

と
同
様
の
営
業
を
継
続
・
清
算
す
る
権
限
を
保
管
人
に
付
与
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

(

�)

。｣

判
旨
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
保
管
人
の
営
業
継
続
ま
た
は
清
算
の
権
限
は
、
破
産
裁
判
所
の
保
管
を
命
じ
る
決
定
に
よ
っ
て
基

礎
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る

(

�)

。
こ
の
判
決
の
後
、
保
管
人
の
権
限
に
関
す
る
判
例
は
暫
く
現
れ
な
か
っ
た
。
判
例

が
多
く
公
表
さ
れ
る
の
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

(

ｂ)

一
九
八
二
年
一
二
月
二
二
日
の
Ｂ
Ｇ
Ｈ
判
決

(

�)

は
、
保
管
人
は
財
団
維
持
・
破
産
目
的
達
成
に
必
要
な
措
置

(die
zur

E
rhaltung

der
M
asse
und

zum
E
rreichen

des
K
onkurszw

ecks
notw

endigen
M
a
�
nahm

en)

の
み
を
行
う
権
限
が

あ
り
、
管
財
人
の
よ
う
な
包
括
的
な
管
理
処
分
権
を
有
し
な
い
、
と
指
摘
す
る

(

�)

。
た
だ
し
、
ａ
判
決
と
の
関
係
は
必
ず
し
も
明
確
で
は

な
い
。
即
ち
判
旨
は
、
本
件
保
管
人
が
債
務
者
の
営
業
を
暫
定
的
に
維
持
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
た
と
し
て
い
る
が

(

�)

、
そ
れ
が
一
〇
六

条
の
解
釈
と
し
て
保
管
人
の
当
然
の
義
務
と
す
る
趣
旨
な
の
か
、
そ
れ
と
も
本
件
事
案
に
お
け
る
破
産
裁
判
所
の
許
可
に
よ
る
も
の
か

は
明
ら
か
で
な
い
。
従
っ
て
本
件
判
旨
が
保
管
人
の
業
務
継
続
権
限
に
関
す
る
ａ
判
決
の
立
場
を
変
更
し
た
か
否
か
は
ひ
と
ま
ず
措
き
、

｢

保
管
人
に
営
業
継
続
の
権
限
な
い
し
義
務
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
は
当
然
に
管
財
人
の
よ
う
な
包
括
的
管
理
処
分
権
の
付

与
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い｣

旨
を
示
唆
し
た
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
保
管
人
に
ど
の
程
度
の
管
理
処
分
権

が
帰
属
し
う
る
か
が
未
だ
明
ら
か
で
は
な
い
も
の
の
、
判
例
が
当
時
の
学
説
の
趨
勢(

前
節
第
二
款
で
い
う
と
こ
ろ
の
第
二
期
の
学
説)

に
沿
い
、
保
管
人
の
管
理
処
分
権
を
限
定
的
に
理
解
す
る
立
場
に
立
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

(

ｃ)

一
九
八
八
年
四
月
一
一
日
の
Ｂ
Ｇ
Ｈ
判
決

(

�)

は
、
保
管
人
に
よ
る
営
業
譲
渡
が
問
題
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
判
旨
は
ｂ
判

決
を
参
照
し
て
保
管
人
に
破
産
管
財
人
と
同
等
の
包
括
的
権
限
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
、｢

特
に
、
債
権
者
へ
の
配
当
の
た
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ど
の
程
度
尊
重
し
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
な
形
で
配
慮
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。G

erhardt

に
お
い
て
は
、
保
全
処
分
段
階
と
は

破
産
原
因
が
未
確
定
で
あ
っ
て
債
務
者
の
財
産
に
対
す
る
利
益
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
段
階

(

債
権
者
の
利
益
も
全
く
考
慮
し
な
い
わ
け

で
は
な
い
が)

で
あ
る
の
に
対
し
、K

och

に
お
い
て
は
、
保
全
処
分
段
階
は
来
る
べ
き
破
産
手
続
の
前
段
階
で
あ
っ
て
、
破
産
手
続

に
お
け
る
債
権
者
自
治
を
よ
り
尊
重
す
べ
き
段
階
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
従
っ
てG

erhardt

に
お
い
て
は
債
務
者
の
意
思
が
、

一
方K

och

に
お
い
て
は
債
権
者
の
意
思
が
そ
れ
ぞ
れ
保
管
人
の
権
限
行
使
に
当
た
っ
て
重
点
的
に
考
慮
す
べ
き
フ
ァ
ク
タ
ー
だ
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
よ
う
な
学
説
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
次
に
判
例
で
提
示
さ
れ
た
、
保
全
管
理
人
の
権
限
に
関
す
る
一
般
論
を
見
る
こ
と
に

す
る
。

第
五
節

保
管
人
の
法
的
地
位
・
権
限
に
つ
い
て

Ｂ
Ｇ
Ｈ
判
例

学
説
の
議
論
を
見
た
と
こ
ろ
で
、
保
管
人
の
法
的
地
位
・
権
限
に
つ
い
て
の
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
判
例
を
概
観
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
た
だ

し
、
こ
こ
で
見
る
の
は
判
例
の
一
般
的
説
示
部
分
で
あ
り
、
各
判
例
の
事
案
の
参
照
は
最
小
限
に
止
め
る

(

事
案
に
即
し
た
検
討
は
、

次
節
で
行
う)

。
一
般
的
説
示
部
分
の
変
遷
を
見
る
こ
と
で
、
保
管
人
の
法
的
地
位
・
権
限
に
関
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
考
え
方
の
移
り
変
わ

り
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
判
例
は
、
保
管
人
の
機
能
と
破
産
管
財
人
の
機
能
と
は
基
本
的
に
異
な
る
と
し
て
、
保
管
人
に
破
産
管
財
人
と
同
様
の
包

括
的
な
管
理
処
分
権
を
認
め
る
こ
と
に
は
消
極
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
原
則
を
維
持
し
つ
つ
、
保
管
人
に
よ
る
財
産
処
分

の
範
囲
を
事
実
上
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
る
。

(

ａ)

一
九
六
一
年
三
月
二
七
日
の
Ｂ
Ｇ
Ｈ
判
決

(

�)

は
、
相
続
財
産
破
産
の
事
案
に
お
い
て
、
傍
論
で
は
あ
る
が
以
下
の
よ
う
な
判
示

を
行
っ
た
。

論 説
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あ
ろ
う
。

(

ｄ)

一
九
八
八
年
九
月
二
九
日
の
Ｂ
Ｇ
Ｈ
判
決

(

�)

は
、
保
管
人
に
Ｋ
Ｏ
八
二
条

(

破
産
管
財
人
の
責
任)

が
準
用
さ
れ
る
べ
き
理
由

と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
説
く
。

｢

一
〇
六
条
一
項
第
二
文
に
基
づ
く
選
任
さ
れ
る
保
管
人
の
任
務
は
、
原
則
と
し
て
、
債
務
者
の
個
々
の
財
産
を
保
持
す
る

(in

V
erw
ahrung

nehm
en)

こ
と
に
つ
き
る
も
の
で
は
な
い
。
本
件
の
よ
う
に
、
保
管
は
し
ば
し
ば
、
総
財
産
、
若
し
く
は
営
業

の
よ
う
な
債
務
者
財
産
の
重
要
な
構
成
要
素
に
つ
い
て
発
令
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
将
来
の
破
産
手
続
の
た
め
に

債
務
者
の
財
産
を
保
全
し

(sichern)

、
集
積
し

(sam
m
eln)

、
維
持
す
る

(erhalten)

と
い
う
保
管
の
目
的
は
、
通
常
、

保
管
対
象
財
産
の
通
常
の
用
法
に
従
っ
た
管
理(ordnungsm

�
�
ige
V
erw
altung)

に
よ
り
、
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
…
…

上
記
責
任
原
則

(

�)

の
適
用
の
た
め
に
は
、
破
産
開
始
手
続
に
お
け
る
保
管
人
も
通
常
は
裁
判
所
の
選
任
す
る
他
人
財
産
の
管
理
人
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
れ
ば
十
分
で
あ
る

(

�)

。｣

｢[

保
管
人
は]

保
管
目
的
の
枠
内
で
、
債
務
者
財
産
の
維
持
、
保
持

(B
ew
ahrung)

、
及
び
通
常
の
用
法
に
従
っ
た
管
理
の
た

め
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
措
置
を
な
す
権
限
が
あ
り
、
義
務
が
あ
る

(

�)｣

判
旨
に
よ
れ
ば
、
債
務
者
の
総
財
産
も
し
く
は

(

営
業
の
よ
う
な)

重
要
な
構
成
要
素
に
つ
い
て
保
管
が
発
令
さ
れ
た
場
合
、
保
管

人
の
財
産
保
全
・
集
積
・
維
持
の
任
務
は
、｢

通
常
の
用
法
に
従
っ
た
管
理｣

に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
の
だ
と
い
う
。
そ
の
意
味
で
、

保
管
人
は
、
破
産
管
財
人
・
和
議
管
財
人
・
和
議
法
上
の
仮
管
財
人
、
及
び
強
制
管
理
人
と
同
様
の
意
味
で
の

｢

裁
判
所
の
選
任
す
る

他
人
財
産
の
管
理
人｣

で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
保
管
人
は
、
保
管
目
的
の
枠
内
で

｢

通
常
の
用
法
に
従
っ
た
管
理｣

の
た
め
に
必
要

な
あ
ら
ゆ
る
措
置
を
な
し
う
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

｢

通
常
の
用
法
に
従
っ
た
管
理｣

が
何
を
意
味
す
る
の
か
、
判
旨
は
一
般
的
に
明
示
し
て
い
な
い
。
本
件
事
案
で
は
、
別
除
権
目
的

物
た
る
営
業
用
不
動
産
に
火
災
保
険
を
掛
け
る
こ
と
が
、｢

通
常
の
用
法
に
従
っ
た
管
理｣

の
一
環
と
さ
れ
た
。
不
動
産
に
火
災
保
険
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め
の
金
員
保
持
を
目
的
と
し
て
債
務
者
財
産
を
売
却
す
る
こ
と
は
、
保
管
人
の
権
利
で
も
義
務
で
も
な
い
。
か
か
る
任
務
は
、
法
一
一

七
条
の
明
確
な
権
限
分
配
に
基
づ
き
、
破
産
管
財
人
の
み
に
留
保
さ
れ
て
い
る
。｣

と
指
摘
す
る

(

�)

。
そ
し
て
ａ
判
決
に
よ
れ
ば
債
務
者

企
業
の
清
算
は
原
則
と
し
て
保
管
人
の
権
限
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
営
業
譲
渡
も
保
管
人
の
権
限
で
は
な
い
と
説
く
。
そ
の
理
由
と
し

て
、｢

か
か
る
措
置

[

営
業
譲
渡
＝
筆
者
注]

に
よ
っ
て
最
終
的
な
状
態
が
も
た
ら
さ
れ
て
し
ま
う
が
、
そ
れ
は
保
管
人
の
権
限
で
は

な
い
、
蓋
し
破
産
手
続
開
始
の
た
め
の
要
件
が
未
だ
審
理
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る｣

、
と
説
く
の
で
あ
る

(

�)

。

た
だ
判
旨
は
、
手
続
開
始
が
確
実
な
も
の
と
予
見
さ
れ
、
か
つ
債
務
者
財
産
保
全
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
場
合
に
は
、
保
管
人
の

営
業
譲
渡
を
例
外
的
に
認
め
る
余
地
を
示
唆
す
る
。
そ
し
て
権
限
な
く
し
て
行
わ
れ
た
営
業
譲
渡
で
あ
っ
て
も
、
権
利
主
体
で
あ
り
か

つ

(

一
般
的
譲
渡
禁
止
命
令
で
一
時
的
に
権
限
行
使
を
制
限
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え)

処
分
権
者
で
あ
る
債
務
者
の
同
意
が
あ
れ
ば
、

有
効
と
な
り
う
る
と
指
摘
す
る

(

�)
。

判
旨
は
、
配
当
原
資
と
し
て
の
金
員
を
確
保
す
る
た
め
の
財
産
売
却
を
保
管
人
の
権
限
で
は
な
い
と
す
る
こ
と
で
、
破
産
管
財
人
の

財
産
処
分
権
と
の
関
係
を
明
確
に
す
る
。
そ
し
て
、
債
務
者
財
産
に
最
終
的
な
状
態
を
も
た
ら
す
営
業
譲
渡
は
原
則
と
し
て
保
管
人
の

権
限
で
は
な
い
と
し
て
、
ａ
判
決
を
踏
襲
す
る
旨
を
明
ら
か
に
す
る
。
か
か
る
判
旨
の
一
般
的
な
説
示
か
ら
は
、
営
業
譲
渡
の
よ
う
な

究
極
の
財
産
処
分
の
み
な
ら
ず
、
業
務
の
通
常
の
過
程
で
必
要
と
な
る
よ
う
な
財
産
の
売
却
を
も
保
管
人
の
権
限
で
は
な
い
と
の
立
場

に
Ｂ
Ｇ
Ｈ
が
立
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
し
、
判
旨
は
例
外
を
設
け
て
い
る
。
即
ち
、
①
手
続
開
始
が
確
実
な
も
の
と
予
見
さ
れ
か
つ
債
務
者
財
産
保
全
の
た
め
に
不
可

欠
で
あ
る
場
合
に
、
例
外
の
余
地
を
示
唆
し
、
②
そ
の
よ
う
な
例
外
に
も
該
当
せ
ず
、
そ
の
結
果
無
権
限
で
行
っ
た
営
業
譲
渡
で
あ
っ

て
も
、
債
務
者
の
同
意
が
あ
れ
ば
有
効
と
な
り
う
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
①
②
と
も
本
件
判
旨
に
お
い
て
は
傍
論
に
属
す
る
が
、

非
常
に
意
義
の
あ
る
判
示
と
言
え
る

(

本
章
第
六
節
第
三
款
で
詳
説
す
る)
。
こ
れ
ら
は
営
業
譲
渡
に
関
す
る
判
示
で
あ
る
が
、
営
業

譲
渡
と
い
う
い
わ
ば
究
極
の
財
産
処
分
に
つ
い
て
の
要
件
論
は
、
通
常
の
財
産
処
分
に
つ
い
て
の
要
件
論
に
有
益
な
示
唆
を
与
え
る
で

論 説
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一
方
で
判
旨
は
、
破
産
裁
判
所
の
保
管
決
定
に
お
け
る
営
業
継
続
・
清
算
の
授
権
を
否
定
し
た
ａ
判
決
と
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
し

て
い
な
い
。
し
か
し
、
判
決
ｂ
や
ｄ
と
併
せ
て
斟
酌
す
れ
ば
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
営
業
継
続
に
関
し
、
保
管
人
は
破
産
裁
判
所
の
許
可
を
要

せ
ず
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
の
立
場
に
立
つ
も
の
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、｢

営
業
の
清
算｣

に
関
し
て
は
、
少
な
く

と
も
債
務
者
の
同
意
な
ど
の
事
情

(

ｃ
判
決
参
照)

、
あ
る
い
は
破
産
裁
判
所
の
許
可

(

ｅ
判
決
参
照)

な
く
し
て
は
保
管
人
は
な
し

え
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
ａ
な
い
し
ｅ
の
判
例
で
示
さ
れ
た
理
論
を
ま
と
め
る
と
、｢

保
管
人
は
、
債
務
者
の
業
務
を
継
続
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、

管
財
人
の
よ
う
な
包
括
的
な
管
理
処
分
権
を
有
し
な
い
。
特
に
配
当
原
資
と
し
て
の
金
員
を
確
保
す
る
た
め
の
財
産
売
却
あ
る
い
は
営

業
の
清
算
と
い
っ
た
措
置
は
、
保
管
人
の
固
有
の
権
限
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
保
管
目
的
の
枠
内
で
、
債
務
者
財
産
の
維
持
、
保
管
及

び
通
常
の
用
法
に
従
っ
た
管
理
に
必
要
な
範
囲
で
、
債
務
を
負
担
し
、
か
つ
財
産
を
処
分
す
る
固
有
の
権
限
が
あ
る
。
更
に
、
か
か
る

権
限
に
基
づ
く
正
当
な
財
産
処
分
で
な
く
と
も
、
債
務
者
の
同
意
ま
た
は
破
産
裁
判
所
の
許
可
が
あ
れ
ば
有
効
と
な
る
余
地
が
あ
る｣

、

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

債
務
者
の
財
産
に
関
し
て
、
通
常
の
用
法
に
従
っ
た
管
理
に
必
要
な
範
囲
を
超
え
る
処
分
と
い
え
ど
も
破
産
裁
判
所
の
許
可
が
あ
れ

ば
有
効
と
な
り
う
る
と
す
れ
ば
、
結
局
保
管
人
の
処
分
権
の
範
囲
は

(

最
終
的
状
態
を
も
た
ら
す
措
置
で
な
い
限
り)

破
産
裁
判
所
の

裁
量
次
第
で
ど
の
よ
う
に
も
定
ま
り
得
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う

(

�)

。
た
だ
し
そ
の
場
合
に
も
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
破
産
裁
判
所
が
保
管
人
に

一
般
的
に
包
括
的
管
理
処
分
権
を
付
与
す
る
こ
と
は
認
め
て
お
ら
ず
、
個
別
的
・
明
示
的
な
許
可
を
必
要
と
す
る
趣
旨
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
判
例
理
論
と
学
説
で
の
議
論
と
を
対
比
し
た
場
合
、
判
例
は
第
一
期
の
学
説

保
管
人
に
破
産
管
財
人
と
同
等

の
包
括
的
な
管
理
処
分
権
を
認
め
る

と
は
相
容
れ
な
い
が
、
第
二
期
の
学
説
と
は
整
合
的
で
あ
ろ
う
。
判
例
は
、｢

管
財
人
の
よ

う
な
包
括
的
な
管
理
処
分
権
を
有
し
な
い｣

と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
保
管
人
に
全
く
管
理
処
分
権
を
帰
属
さ
せ
な
い
と
い
う
趣
旨
で
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を
掛
け
る
に
は
保
険
会
社
と
契
約
を
締
結
し
、
保
険
料
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
契
約
締
結
・
金
員
拠
出
は
保
管
人
の

権
限
内
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
財
産
保
全
に
必
要
な
限
り
で
の
債
務
負
担
及
び
財
産
処
分
は
、
債
務
者
の
同
意
を

待
つ
こ
と
な
く
、
保
管
人
の
権
限
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
財
産
処
分
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
債
務
者
の

同
意
を
要
件
と
す
る
か
の
よ
う
な
口
吻
を
示
し
て
い
た
ｃ
判
決
と
明
ら
か
に
異
な
り
、
少
な
く
と
も
通
常
の
用
法
に
従
っ
た
管
理
の
枠

内
で
あ
れ
ば
保
管
人
単
独
で
財
産
処
分
も
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
営
業
を
対
象
と
す
る
保
管
で
あ
れ
ば
、

営
業
継
続
の
た
め
に
、
債
務
者
の
財
産

(

商
品
、
製
品
等)

の
処
分
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
か
か
る
財
産
処
分
は

｢

通
常
の
用
法
に
従
っ
た
管
理｣

に
含
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か

(

�)

。

問
題
は｢

通
常
の
用
法
に
従
っ
た
管
理｣

が
、
破
産
裁
判
所
の
個
別
の
授
権
を
必
要
と
す
る
も
の
か
、
ま
た
、｢

通
常
の
用
法
に
従
っ

た
管
理｣

を
超
え
る
財
産
処
分
の
効
果
は
い
か
な
る
も
の
か
、
そ
れ
が
有
効
と
な
る
要
件
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(

ｅ)

一
九
九
二
年
六
月
一
一
日
の
Ｂ
Ｇ
Ｈ
判
決

(

�)

は
、｢

保
管
人
は
、
企
業
の
暫
定
的
継
続
の
場
合
に
も
、
原
則
と
し
て
保
管
目
的
の

枠
内
で
債
務
者
財
産
の
維
持

(E
rhaltung)

、
保
持

(B
ew
ahrung)

、
及
び
通
常
の
用
法
に
従
っ
た

(ordnungsgem
�
�
)

管
理

に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
権
限
の
み
を
有
す
る
。
従
来
の
債
務
者
の
処
分
権
は
包
括
的
に
移
転
す
る
の
で
は
な
く
、
前
記
目
的
に
必
要

な
範
囲
で
保
管
人
に
移
転
す
る

(

�)｣

と
述
べ
て
ｂ
及
び
ｄ
の
判
決
を
踏
襲
す
る
一
方
で
、｢

一
〇
六
条
に
基
づ
く
命
令
の
意
義
と
目
的
に

合
致
し
な
い
保
管
人
の
処
分
は
、
個
々
の
場
合
に
お
い
て
破
産
裁
判
所
が
許
可
し
た
の
で
な
い
限
り
、
無
効
と
し
て
取
り
扱
う｣

と
述

べ
る
。

こ
こ
で
明
ら
か
と
な
る
の
は
、
①
保
全
処
分
の
意
義
と
目
的
に
合
致
し
な
い
保
管
人
の
処
分
は
、
原
則
と
し
て
無
効
と
取
り
扱
わ
れ

る
こ
と
、
②
仮
に
そ
の
よ
う
な
処
分
で
あ
っ
て
も
、
破
産
裁
判
所
の
許
可
が
あ
れ
ば
有
効
と
な
る
こ
と

(

�)

で
あ
る
。
ま
た
①
の
反
面
と
し

て
、
③
保
全
処
分
の
意
義
と
目
的
に
合
致
す
る
保
管
人
の
処
分
で
あ
れ
ば
、
破
産
裁
判
所
の
許
可
が
な
く
と
も
有
効
で
あ
る
こ
と
も
、

明
ら
か
に
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
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の
内
訳
は
、
①
あ
る
措
置

(

判
例
で
い
う
と
こ
ろ
の
通
常
の
用
法
に
従
っ
た
管
理)

に
つ
い
て
は
自
ら
単
独
で
な
し
得
る
、
②
①
以
外

の
措
置
に
つ
い
て
は
、
何
ら
か
の
要
件

(

債
務
者
の
同
意
又
は
裁
判
所
の
許
可
、
あ
る
い
は
手
続
開
始
の
蓋
然
性)

を
満
た
し
た
上
で

な
し
得
る
、
③
①
以
外
の
措
置
で
、
②
の
要
件
を
満
た
さ
ず
に
保
管
人
が
行
っ
た
措
置
は
無
効
、
④
②
の
要
件
を
満
た
し
て
も
な
し
得

な
い
措
置
が
あ
る(

最
終
的
状
態
を
も
た
ら
す
措
置)

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
問
題
は
、
①
②
に
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
措
置
が
属
し
、

そ
し
て
②
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
要
件
を
課
す
か
と
言
う
こ
と
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
学
説
・
判
例
の
蓄
積
が
あ
る
。

第
六
節

保
管
人
の
関
与
の
下
で
行
わ
れ
る
措
置

(

�)

第
四
節
・
第
五
節
に
お
け
る
学
説
・
判
例
の
検
討
か
ら
、
保
管
人
の
権
限
に
関
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
一
般
的
譲
渡

禁
止
・
保
管
に
よ
り
、
保
管
人
に
は
、
債
務
者
財
産
に
関
す
る
債
務
者
の
権
限
の
一
部
が
移
転
す
る
。
そ
の
権
限
は
、
破
産
管
財
人
と

は
同
等
で
は
な
い
も
の
の
、
一
定
の
範
囲
で
債
務
者
財
産
に
関
す
る
処
分
を
も
含
む
権
限
を
有
す
る
。
そ
し
て
そ
の
権
限
の
内
訳
は
、

①
あ
る
措
置

(

判
例
で
い
う
と
こ
ろ
の
通
常
の
用
法
に
従
っ
た
管
理)

に
つ
い
て
は
自
ら
単
独
で
な
し
得
る
、
②
あ
る
措
置
に
つ
い
て

は
、
何
ら
か
の
要
件

(

債
務
者
の
同
意
又
は
裁
判
所
の
許
可
、
あ
る
い
は
手
続
開
始
の
蓋
然
性)

を
満
た
し
た
上
で
な
し
得
る
、
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
問
題
は
、
①
②
に
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
措
置
が
属
し
、
そ
し
て
②
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
要
件
を
課
す
か
と
言

う
こ
と
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
の
議
論
は
、
行
為
類
型
ご
と
に
個
別
具
体
的
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
も
そ
れ
に
倣
い
行
為
類
型

ご
と
に
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
以
下
で
は
特
に
、(

一)

業
務
の
継
続
・
閉
鎖
、(

二)

財
産
の
換
価
、(

三)

営
業
譲
渡
に
関
し
て

検
討
す
る
。

第
一
款

債
務
者
の
業
務
の
継
続

(

�)

、
及
び
閉
鎖

(�
������

�
�
�)

一

債
務
者
の
業
務
の
継
続
の
効
用
は
、
主
と
し
て
、
企
業
の
組
織
的
一
体
と
し
て
の
価
値

(

商
号
、
顧
客
、
取
引
に
お
け
る
優
遇
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は
な
く
、
保
管
目
的
の
枠
内
で
の
一
定
限
度
の

｢

管
理
処
分
権｣

の
帰
属
を
認
め
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
第
二
期
の

学
説
の
う
ち
の

｢

管
理
処
分
権｣

を
肯
定
す
る
見
解

G
erhardt,

U
rban

と
相
容
れ
な
い
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
保

管
人
の
固
有
の
権
限

保
管
人
が
他
の
機
関
の
授
権
を
要
さ
ず
な
し
得
る
権
限

の
内
容
に
関
し
て
は
、
第
二
期
の
学
説
と
判

例
と
で
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
差
異
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

問
題
は
、
保
管
人
の
固
有
の
権
限
を
超
え
る
措
置
に
つ
い
て
の
適
法
要
件
で
あ
る
。
判
例
に
は
、
破
産
裁
判
所
の
許
可
、
あ
る
い
は

債
務
者
の
同
意
を
適
法
要
件
と
す
る
一
方
で
、
債
権
者
自
治
に
つ
い
て
言
及
す
る
も
の
は
な
い
。
即
ち
判
例
は
、
破
産
裁
判
所
の
許
可

に
よ
る
保
管
人
権
限
の
拡
張
の
余
地
を
認
め
る
一
方
で
、
債
権
者
自
治
に
つ
い
て
直
接
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
第
二
期
の

学
説
で
は
、
手
続
に
お
け
る
債
権
者
自
治
が
保
管
人
の
権
限
を
制
限
す
る
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

営
業
譲
渡
の
問
題
と
な
っ
た
ｃ
判
決
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
営
業
譲
渡
は
、
破
産
財
団
の
換
価
方
法
と
し
て
は
重
要
な
部
類
に
属
し
、

債
権
者
自
治
を
尊
重
す
る
学
説

U
rban,

K
och

か
ら
す
れ
ば
、
最
も
慎
重
な
対
処
が
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
実

際
、
こ
れ
ら
の
学
説
で
は
、
営
業
譲
渡
は
債
権
者
集
会
に
委
ね
ら
れ
る
も
の
で
、
裁
判
所
の
許
可
に
よ
っ
て
も
代
替
で
き
な
い
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ｃ
判
決
で
は
、
債
務
者
の
同
意
の
存
在
、
あ
る
い
は
手
続
開
始
の
蓋
然
性
と
い
っ
た
事
情
の
下
で
の

営
業
譲
渡
の
余
地
を
認
め
て
い
る
。
ま
た
、
ｅ
判
決
の
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
、
破
産
裁
判
所
の
許
可
が
あ
れ
ば
有
効
と
な
る
こ
と
に
な
ろ

う
。
勿
論
、
破
産
裁
判
所
は
、
債
務
者
・
債
権
者
を
含
む
全
て
の
利
害
関
係
人
の
利
益
を
考
慮
し
た
う
え
で
許
可
を
与
え
る
べ
き
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
見
方
を
変
え
れ
ば
裁
判
所
の
許
可
は
あ
ら
ゆ
る
考
慮
が
な
さ
れ
た
こ
と
の
保
証
と
見
ら
れ
な
く
も
な
い

(

�)

。
学
説
の
側
に

も
、
ｅ
判
決
が
公
表
さ
れ
た
後
は
、
判
例
の
枠
組

破
産
裁
判
所
の
許
可
あ
る
い
は
債
務
者
の
同
意
に
よ
る
保
管
人
権
限
の
拡
張

を
追
認
す
る
も
の
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

(

�)
。

と
も
あ
れ
、
以
上
の
学
説
・
判
例
の
検
討
か
ら
、
保
管
人
の
権
限
に
関
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
保
管
人
は
、
破
産
管

財
人
と
は
同
等
で
は
な
い
も
の
の
、
一
定
の
範
囲
で
債
務
者
財
産
に
関
す
る
管
理
処
分
権
を
有
す
る
。
そ
し
て
そ
の

｢

管
理
処
分
権｣

論 説

(名城 '08) 57－4－82



三

も
っ
と
も
、
業
務
を
継
続
し
よ
う
に
も
資
金
繰
り
の
途
が
完
全
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
業
務
継
続
が
損
失
を
生
む
の
み

で
、
営
業
譲
渡
の
見
込
み
も
薄
い
と
い
う
よ
う
な
場
合
が
多
い
で
あ
ろ
う

(

�)

。
む
し
ろ
財
団
の
損
失
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
業
務
を
継

続
す
る
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
即
時
に
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る

(

�)

。

し
か
し
、
ド
イ
ツ
の
学
説
に
お
い
て
は
、
Ｋ
Ｏ
制
定
当
初
か
ら
、
債
務
者
の
業
務
を
閉
鎖
す
る
保
全
処
分
は
、
保
全
処
分
と
し
て
の

暫
定
性
を
超
え
る
た
め
に
、
許
さ
れ
な
い
と
い
う
見
解
が
多
数
で
あ
っ
た
。
即
ち
従
前
の
通
説
は
、
保
全
処
分
の
内
容
が
最
終
的

(definitiv,
endg

� ltig)

な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
し

(

�)

、
そ
の
理
由
と
し
て
、
保
全
処
分
の
内
容
が
最
終
的
な
も
の
で
あ
れ

ば
、
仮
に
破
産
手
続
開
始
に
至
ら
な
か
っ
た
場
合
に
利
害
関
係
人
に
回
復
し
が
た
い
損
害
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
不
当
で
あ
る
と
説
く

の
で
あ
る

(

�)

。
こ
れ
に
対
し
、
保
全
処
分
の
暫
定
性
は
時
間
的
な
意
義
で
理
解
す
べ
き
で
あ
り
、
破
産
手
続
開
始
ま
で
一
時
的
に
効
力
を

有
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
な
ら
、
業
務
の
閉
鎖
も
保
全
処
分
の
対
象
た
り
う
る
と
す
る
有
力
説
も
あ
っ
た

(

�)

。

保
管
人
の
権
限
と
し
て
の
理
解
に
お
い
て
も
、
保
管
人
に
は
原
則
と
し
て
債
務
者
の
業
務
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
見

解
が
多
数
で
あ
る

(

�)

。
そ
の
理
由
と
し
て
、(

一)

保
管
段
階
で
は
破
産
手
続
が
開
始
す
る
か
否
か
確
定
し
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
段
階

で
最
終
的
な
状
態
を
作
出
し
て
は
な
ら
な
い

(

財
産
の
清
算
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い)

、
及
び

(

二)

営
業
の
閉
鎖
は
債
権
者
集
会
で

決
議
す
る
と
い
う
Ｋ
Ｏ
一
三
二
条
の
規
定
に
鑑
み
れ
ば
、
破
産
法
は
破
産
手
続
の
開
始
後
も
経
営
が
継
続
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
前
提
と

し
て
い
る
、
と
説
か
れ
て
い
る

(

�)

。

し
か
し
、
保
管
中
の
業
務
閉
鎖
の
必
要
は
、
無
視
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
例
外
的
に
業
務
閉
鎖
を
認
め
る
か
、
認
め
る
と
し
て
い
か

な
る
要
件
の
下
で
認
め
る
か
で
見
解
が
分
か
れ
る
。

ま
ずK
ilger

は
、｢

業
務
閉
鎖
は
、
そ
れ
が
必
要
不
可
避
の
場
合
に
の
み
な
し
得
る
。
蓋
し
、
本
来
業
務
閉
鎖
に
際
し
て
は
債
権
者

委
員
会
の
関
与
ま
た
は
債
権
者
集
会
の
決
議
が
予
定
さ
れ
て
い
る
か
ら

(

Ｋ
Ｏ
一
二
九
条
、
一
三
二
条
一
項)

、
保
管
人
は
独
断
で
先

取
り
し
て
判
断
す
べ
き
で
な
い
か
ら
で
あ
る｣

と
し
つ
つ
も
、
財
団
と
債
権
者
の
損
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、
保
管
人
に
は
業
務
を
閉
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条
件
、
熟
練
さ
れ
た
従
業
員)

の
維
持
、(

原
料
・
半
製
品
の
完
成
等
に
よ
る)

個
々
の
財
団
所
属
財
産
の
価
値
の
増
加
に
あ
る
。
こ

れ
が
ひ
い
て
は
破
産
手
続
開
始
後
に
お
け
る
破
産
財
団
の
有
利
な
価
格
で
の
換
価
、
特
に
営
業
譲
渡
を
可
能
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
こ
と
は
、
財
団
の
保
全
と
い
う
一
〇
六
条
一
項
の
趣
旨
に
合
致
す
る

(

�)

と
同
時
に
、
破
産
財
団
を
最
も
有
利
な
態
様
で
換
価
す
る
任
務

を
負
う
破
産
管
財
人
に
換
価
方
法
の
選
択
肢
を
広
げ
る
こ
と
に
な
り
、
破
産
法
の
手
続
構
造
に
も
合
致
す
る

(

	)

。
つ
ま
り
破
産
法
が
、
破

産
手
続
内
で
の
業
務
継
続
の
仕
組
み

(

Ｋ
Ｏ
一
二
九
条
二
項
、
一
三
〇
条
、
一
三
二
条
一
項)

を
構
築
し
て
い
た
の
は
、
業
務
を
中
心

と
す
る
破
産
財
団
の
有
利
な
換
価
方
法
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
る
が

(


)

、
業
務
は
一
旦
停
止
す
る
と
再
開
が
困
難
で
あ
る
か
ら
、
保
管
人

が
業
務
を
継
続
す
る
の
は
破
産
管
財
人
に
よ
る
業
務
継
続
を
可
能
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

二

先
に
見
た
よ
う
に
、
保
管
発
令
の
対
象
で
あ
る
債
務
者
が
業
務
を
営
ん
で
い
る
場
合
、
保
管
の
対
象
が
業
務
自
体
に
及
ぶ
こ
と

は
、
破
産
法
上
の
学
説
で
は
広
く
認
め
ら
れ
て
い
た
。
特
に
、
第
一
期
の
論
者
に
と
っ
て
は
、
保
管
人
に
破
産
手
続
開
始
ま
で
倒
産
企

業
の
業
務
を
継
続
す
る
権
限
が
あ
る
の
は
、
あ
た
か
も
当
然
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
し

(

�)

、
第
二
期
の
論
者
に
も
、
管
理
の
一
環
と
し
て
認

め
る
者
が
多
い

(

�)

。
た
だ
し
、
第
二
期
の
論
者
の
中
に
は
、
業
務
の
継
続
は
当
然
に
保
管
人
の
権
限
と
な
る
も
の
で
は
な
く
、
他
の
機
関

に
よ
る
授
権
が
必
要
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、
破
産
手
続
に
お
け
る
債
権
者
自
治
原
則
に
着
目
す
るK

och

は
、
保
管
人
に
業

務
継
続
の
権
限
を
付
与
す
る
た
め
に
は
、
原
則
と
し
て
仮
債
権
者
委
員
会
の
決
議

(

Ｋ
Ｏ
一
二
九
条
二
項
二
文
準
用)

、
そ
れ
が
選
任

さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
破
産
裁
判
所
の
命
令
を
要
す
る

(
Ｋ
Ｏ
一
二
九
条
二
項
一
文
を
準
用
し
な
い)

、
と
説
く

(

)

。

判
例
は
、
当
初
、
破
産
裁
判
所
は
保
管
人
に
破
産
管
財
人
と
同
程
度
の
業
務
継
続
権
限
を
付
与
で
き
な
い
と
し
て
い
た

(

�)

。
恐
ら
く
業

務
継
続
に
伴
う
財
産
処
分
・
債
務
負
担
が
債
務
者
財
産
の
現
状
を
変
更
す
る
こ
と
を
慮
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う

(

�)

。

し
か
し
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
近
時
、
建
設
会
社
倒
産
の
事
案
で
、
傍
論
で
は
あ
る
が
、
手
続
申
立
前
に
発
注
さ
れ
て
い
た
仕
事
を
進
行
ひ
い
て

は
完
成
さ
せ
る
こ
と
は
保
管
人
の
任
務
で
あ
る
と
し
て
い
る

(

�)

。
従
っ
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は

｢

債
務
者
財
産
の
通
常
の
用
法
に
従
っ
た
管
理｣

と
し
て
、
保
管
人
が
業
務
継
続
を
行
う
こ
と
を
認
め
る
趣
旨
と
思
わ
れ
る
。
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要
で
あ
る
と
す
る

(

�)

。

第
二
款

財
産
換
価

(�
���

����
�
�)

・
売
却

(�
���

�
�
���

�
�)

財
団
の
価
値
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
迅
速
な
財
産
換
価
が
妥
当
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
特
に
、
保
管
人
は
破
産
手
続
に
お
い
て

破
産
管
財
人
に
も
選
任
さ
れ
る
の
が
通
常
で
、
後
に
破
産
管
財
人
と
し
て
財
産
を
管
理
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
保
管
人
と
し
て

の
任
務
を
遂
行
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
保
管
中
に
債
務
者
財
産
換
価
の
好
機
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
利
用
す
る
と
い
う
の
は
、
あ
る
意
味
で

は
自
然
な
発
想
で
は
あ
る

(

�)

。
問
題
は
、
保
管
人
の
下
で
財
産
換
価
を
行
う
こ
と
の
許
容
性
と
そ
の
範
囲
で
あ
る
。
財
産
保
全
・
維
持
を

基
本
的
任
務
と
す
る
保
管
人
が
、
ど
の
程
度
、
い
か
な
る
要
件
の
下
で
財
産
換
価
に
関
与
で
き
る
か
で
あ
る
。

一

学
説

１

第
一
期
の
論
者
は
、
必
要
に
応
じ
て
財
産
換
価
を
認
め
る
。
例
え
ばK

ilger

に
よ
れ
ば
、
通
常
の
用
法
に
従
っ
た

(ordnungsgem
�
�
)

管
理
に
必
要
で
あ
れ
ば
、
保
管
人
は
債
務
者
の
財
産
を
換
価
す
る
義
務
が
あ
る
と
し
、
弁
済
期
の
到
来
し
た

債
権
を
取
り
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(

�)

と
し
、
更
に
、
債
務
者
の
固
定
資
産
も
換
価
す
る
義
務
が
あ
り
得
る
と
す
る
。
固
定
資
産
を
換

価
す
べ
き
場
合
と
は
、
例
え
ば
債
務
者
の
経
営
が
既
に
保
管
人
選
任
時
に
停
止
さ
れ
て
い
る
か
ま
た
は
保
管
人
に
よ
っ
て
停
止
せ
ざ
る

を
得
な
い
場
合
で
、(

ａ)

当
該
資
産
が
減
損
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は

(

ｂ)

そ
の
維
持
に
著
し
い
費
用
が
か
か
る
よ
う
な
場

合

(

例
え
ば
、
お
互
い
に
遠
く
離
れ
た
あ
ち
こ
ち
の
建
設
現
場
に
大
小
の
機
械
が
散
在
し
、
事
業
停
止
後
は
も
は
や
そ
の
監
視
が
で
き

ず
、
さ
り
と
て
一
カ
所
に
集
め
よ
う
と
し
た
り
そ
の
場
所
に
貯
蔵
し
て
お
こ
う
と
す
れ
ば
多
く
の
費
用
が
か
か
る
場
合)

、
で
あ
る

(

�)

。

更
に
、
好
条
件
を
提
示
す
る
買
受
人
が
現
れ
た
な
ら
、
営
業
財
産
全
体
に
つ
い
て
も
換
価
す
る
権
限
が
あ
る
と
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、

破
産
開
始
の
裁
判
が
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
と
き
で
も
、
そ
の
こ
と
で
経
済
的
に
有
意
義
な
換
価
が
否
定
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
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鎖
す
る
権
限
が
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
と
い
う
。
即
ち
、(

一)

例
え
ば
弁
済
期
に
あ
る
賃
金
を
支
払
う

だ
け
の
資
金
を
捻
出
で
き
な
い
よ
う
な
切
迫
し
た
事
情
が
あ
る
場
合
、(

二)

従
前
か
ら
明
白
な
赤
字
経
営
で
あ
り
、
業
務
を
継
続
し

て
も
損
失
の
発
生
の
み
が
予
想
さ
れ
、
営
業
譲
渡
の
見
込
み
が
な
い
場
合
で
あ
る

(

�)

。
こ
の
よ
う
に
、K

ilger

は
、
破
産
手
続
に
お
け

る
債
権
者
自
治
原
則
に
配
慮
し
つ
つ
も
、
現
実
の
経
済
的
見
地
か
ら
業
務
継
続
が
適
切
で
は
な
い
場
合
に
、
業
務
停
止
を
認
め
る
わ
け

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
財
団
の
保
全
と
い
う
保
全
処
分
の
本
来
の
目
的
か
ら
演
繹
的
に
導
い
た
も
の
で
あ
ろ
う

(

�)

。

し
か
しG

erhardt
は
、
保
管
人
に
清
算
の
権
限
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
、K

ilger

説
の
よ
う
な
資
金
欠
乏
あ
る
い
は
損
失
発
生

と
い
っ
た
経
済
的
見
地
の
み
で
は
、
保
管
人
の
業
務
閉
鎖
権
限
を
肯
定
で
き
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
債
務
者
の
同
意
を
要
件
に
業
務
閉

鎖
を
認
め
る
可
能
性
に
関
し
て
も
、
清
算
措
置
に
関
し
て
債
権
者
委
員
会
や
債
権
者
集
会
と
い
っ
た
債
権
者
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め

の
シ
ス
テ
ム
が
手
続
内
で
確
立
さ
れ
て
い
る
以
上
、
そ
れ
を
債
務
者
の
同
意
で
代
替
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る

(

�)

。
こ
れ
は
、

K
ilger

よ
り
も
、
債
権
者
自
治
原
則
に
配
慮
し
た
結
果
に
よ
る
消
極
説
で
あ
る
。

K
och

も
、
業
務
閉
鎖
の
よ
う
な
重
要
で
そ
の
後
の
全
て
の
手
続
を
形
成
す
る
よ
う
な
判
断
に
際
し
て
は
、
債
権
者
の
関
与
及
び
債

務
者
の
保
護
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
債
権
者
自
治
原
則
に
配
慮
す
る
。
そ
の
観
点
か
ら
、
仮
債
権
者
委
員
会
の
決
議

(

Ｋ
Ｏ
一
二
九
条
二
項
二
文
準
用)

が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
も
っ
と
も
、
一
二
九
条
二
項
一
文
は
債
権
者
集
会
の
決
議
が
あ
る
ま
で

破
産
管
財
人
に
自
己
の
裁
量
で
業
務
を
閉
鎖
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で
、
保
管
人
は
、
仮
債
権
者
委
員
会
が
選
任
さ
れ
て
い
な
い

場
合
で
あ
っ
て
も
、
破
産
裁
判
所
の
許
可
を
得
れ
ば
で
き
る
と
す
る

(

�)

。
結
論
的
に
、K

och

と
同
様
に
、
破
産
裁
判
所
の
特
別
の
許
可

を
業
務
閉
鎖
の
要
件
と
す
る
見
解
も
散
見
さ
れ
る

(

	)

。

こ
れ
に
対
しK

leiner

は
、
法
一
二
九
条
二
項
一
文
が
債
権
者
集
会
決
議
前
に
破
産
管
財
人
が
自
己
の
裁
量
で
業
務
閉
鎖
・
継
続
を

行
う
こ
と
を
認
め
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
業
務
閉
鎖
は
債
権
者
の
関
与
を
要
し
な
い
緊
急
措
置
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、

K
och

の
見
解
を
批
判
す
る

(


)

。
し
か
し
、
業
務
閉
鎖
が
重
大
な
効
果
を
伴
う
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
業
務
閉
鎖
に
は
債
務
者
の
同
意
が
必
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意
に
よ
っ
て
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る

(

�)｣

。
そ
し
て
、
保
管
人
自
身
に
よ
る
換
価
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。｢
保
管
人
に
は

原
則
と
し
て
債
務
者
財
産
を
換
価
す
る
権
限
が
な
い
。
…
…
債
務
者
財
産
の
換
価
は
、
Ｋ
Ｏ
一
一
七
条
一
項
の
明
確
な
文
言
に
よ
れ
ば
、

破
産
管
財
人
の
中
心
的
任
務
で
あ
る
。
仮
に
保
管
人
に
包
括
的
換
価
権
を
認
め
れ
ば
、
保
管
は
事
実
上
一
種
の

『

事
前
破
産』

(V
orkonkurs)

と
な
っ
て
し
ま
う

(

�)｣

。
も
っ
と
も
、
そ
れ
に
続
け
て

｢

た
だ
し
そ
の
こ
と
は
、
個
々
の
事
案
に
お
い
て
、
保
管
人
が

そ
の
保
全
任
務
の
枠
内
で
、
傷
み
や
す
い
物

(verderbliche
W
are)

を
売
却
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
否
定

す
る
も
の
で
は
な
い｣

と
し
、｢

保
管
人
は
、
緊
急
を
要
す
る
措
置

(eilbed
� rftige

M
a
�
nahm

e)

の
際
に
、
売
却
に
同
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
保
管
に
お
い
て
、
通
常
の
管
理
の
枠
内
で
債
務
者
が
保
管
人
の
同
意
を
得
て
完
成
品
を
売
却
で
き
る
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
見
解
が
一
致
す
る
。
同
様
の
こ
と
は
、
傷
み
や
す
い
物
の
緊
急
売
却
、
著
し
い
減
価
の
恐
れ
が
あ
る
固
定
資
産
・
流
動

資
産
の
緊
急
売
却
に
も
当
て
は
ま
る
。
た
だ
し
、
原
則
と
し
て
保
管
人
は
、
営
業
財
産
の
価
値
を
維
持
す
る
た
め
に
緊
急
措
置

(N
otm
a
�
nahm

e)

が
必
要
な
場
合
、
も
し
く
は
売
却
が
債
権
者
集
団
に
と
っ
て
よ
り
有
利

(g
� nstiger)

で
あ
る
と
き
に
限
り
、

営
業
財
産
の
換
価
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
る

(

�)｣

と
述
べ
る
。

す
な
わ
ちU

hlenbruck

に
よ
れ
ば
、
通
常
の
営
業
過
程
で
の
完
成
品
売
却
、
及
び
傷
み
や
す
い
物
も
し
く
は
著
し
い
減
価
の
恐
れ

の
あ
る
固
定
資
産
・
流
動
資
産
の
緊
急
売
却
に
つ
い
て
は
、
債
務
者
が
保
管
人
の
同
意
を
得
た
上
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る

(

こ
れ
ら
の
場
合
に
も
債
務
者
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
必
要
と
す
る
点
で
は
、G

erhardt

と
異
な
る)

。
更
に
、
緊
急
措
置
の
場
合
、

ま
た
は
債
権
者
集
団
に
と
っ
て
よ
り
有
利
で
あ
る
場
合
に
は
、
保
管
人
が
単
独
で
換
価
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
す
る

(

�)

。
最
後
の

｢

債

権
者
集
団
に
と
っ
て
よ
り
有
利
で
あ
る
場
合｣

に
、
ど
の
よ
う
な
場
合
が
含
ま
れ
る
の
か

(K
ilger

に
い
う
経
済
的
に
有
意
義
な
場

合
を
含
む
の
か)

は
、
明
ら
か
で
は
な
い
。

第
三
にK

och

は
、G

erhardt

と
類
似
し
た
考
え
方
を
示
す
が
、
債
務
者
の
同
意
は
顧
慮
せ
ず
債
権
者
自
治
原
則
を
重
視
す
る
。

彼
は
、
大
要
以
下
の
よ
う
に
説
く
。
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あ
る
と
い
う

(

�)

。
つ
ま
り
、
さ
し
当
た
り
減
損
や
費
用
の
問
題
が
な
い
財
産
で
あ
っ
て
も
、
今
換
価
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
有
利
で
あ
る

と
い
う
よ
う
な
場
合
に
は
、
保
管
人
の
下
で
の
換
価
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

２

こ
れ
に
対
し
、
第
二
期
の
論
者
は
、
本
来
破
産
管
財
人
の
権
限
で
あ
る
財
産
の
換
価
を
保
管
人
に
認
め
る
に
つ
い
て
、
一
定
の

要
件
を
課
す
。

ま
ずG

erhardt
(

本
章
第
四
節
二
款
一
参
照)

は
、
保
管
人
に
は
破
産
管
財
人
の
よ
う
な
清
算
の
権
限
は
な
い
の
だ
か
ら
、
財
産

の
換
価
に
つ
い
て
も
、
債
務
者
の
同
意
を
得
ず
に
は
で
き
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
債
権
者
自
治
に
委
ね
ら
れ
る
よ
う
な
事
項
に
つ
い
て

は
、
債
務
者
の
同
意
を
得
て
も
で
き
な
い
と
す
る
。
た
だ
し
、
例
外
が
あ
る
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る

(

�)

。
ま
ず
、
債
務
者
が
既

に
事
業
縮
小
、
ま
た
は
特
定
の
固
定
資
産
売
却
を
開
始
し
て
い
た
、
も
し
く
は
具
体
的
に
計
画
し
て
い
た
と
き
に
は
、
許
容
さ
れ
る

(

�)

。

そ
れ
以
外
に
も
、
例
え
ば
、
余
剰
在
庫
の
処
分

(A
bsto

�
en

� berfl� ssigen
G
utes)

、
減
価
物
や
不
完
全
換
価

(nicht
m
ehr

voll
verw

ertbar)

物
の
順
番
の
売
却(turnusgem

�
�
e
V
er� u

�
erung)

、
あ
る
い
は
緊
急
売
却(N

otverkauf (

�))

を
認
め
る
。

そ
の
理
由
は
、
そ
れ
ら
が
、
通
常
の
用
法
に
従
っ
た
管
理
の
枠
内
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。

要
す
る
に
、
債
務
者
の
同
意
が
あ
る
場
合
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
場
合
、
あ
る
い
は
債
務
者
の
同
意
が
な
い
場
合
で
も
通
常
の
用

法
に
従
っ
た
管
理
に
当
た
る
場
合
に
は
、
財
産
の
売
却
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。｢

通
常
の
用
法
に
従
っ
た
管
理｣

の
フ
レ
ー
ズ
は

K
ilger

と
共
通
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、K

ilger
よ
り
も
限
定
的
で
あ
る
。
即
ちG

erhardt

は
、K

ilger

が
い
う
よ
う

な
経
済
的
に
有
意
義
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
、
財
産
の
換
価
は
正
当
化
で
き
な
い
と
し
て
い
る

(

	)

。

次
にU

hlenbruck

は
、
原
則
と
し
て
、
換
価
の
主
体
は
債
務
者
で
あ
り
、
保
管
人
は
そ
れ
に
同
意
を
与
え
る
の
み
で
あ
る
と
す
る

立
場
で
あ
る
。
彼
は
、
以
下
の
よ
う
に
説
く
。｢

特
に
業
務
閉
鎖
の
際
に
財
団
を
減
少
さ
せ
る
費
用
を
削
減
す
る
た
め
、
個
々
の
場
合

に
お
い
て
、
債
務
者
財
産
の
個
々
の
構
成
部
分
の
売
却
が
正
当
化
さ
れ
る
と
き
が
あ
る
。
一
時
的
な
業
務
継
続
の
費
用
は
営
業
財
産
の

売
却
に
よ
っ
て
の
み
調
達
し
う
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
特
に
、
在
庫
品
も
し
く
は
保
管
中
に
完
成
し
た
製
品
を
、
保
管
人
の
同

論 説
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[

事
案
の
概
要]

Ａ
建
設
会
社
は
一
九
八
七
年
三
月
な
い
し
五
月
の
間
に
支
払
困
難
に
陥
っ
た
の
で
、
Ｂ
社
と
の
間
で
未
完
成
工
事
、

建
設
機
械
・
器
具
、
及
び
労
働
力
の
譲
渡
交
渉
を
行
っ
た
。
交
渉
は
同
年
七
月
一
五
日
ま
で
続
け
ら
れ
た
が
、
奏
功
し
な
か
っ
た
。
Ａ

社
が
七
月
一
五
日
に
破
産
を
申
し
立
て
た
の
を
受
け
て
、
破
産
裁
判
所
は
同
日
、
一
般
的
譲
渡
禁
止
及
び
保
管
を
発
令
し
、
Ｙ
を
保
管

人
に
選
任
し
た
。
Ｙ
は
財
団
の
維
持
保
全
に
必
要
な
全
て
の
措
置
を
な
す
権
限
を
付
与
さ
れ
た
。
Ａ
社
は
Ｙ
の
同
意
の
下
、
七
月
一
五

日
に
未
完
成
工
事

(

当
該
工
事
に
従
事
し
て
い
た
従
業
員
を
も
込
み
で
引
受
け)

を
二
〇
二
一
二
一
マ
ル
ク
で
、
七
月
三
〇
日
に
事
務

所
・
営
業
設
備
を
二
八
〇
〇
〇
マ
ル
ク
で
、
及
び
八
月
二
六
日
に
建
設
機
械
を
六
六
九
四
二
〇
マ
ル
ク
で
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｂ
社
な
い
し
そ

の
一
〇
〇
％
子
会
社
に
売
却
し
た
。
以
上
の
売
却
で
売
上
税
債
権
約
一
二
万
マ
ル
ク
が
生
じ
た
が
、
破
産
手
続

(

八
七
年
九
月
一
日
開

始
、
管
財
人
Ｙ)

に
お
い
て
Ｙ
は
Ｋ
Ｏ
六
一
条
一
項
二
号
の
順
位
の
破
産
債
権
と
し
て
処
遇
し
た
。
Ｘ

(

州)

は
、
Ｙ
が
保
管
人
と
し

て
の
義
務
に
違
反
し
て
破
産
手
続
前
の
財
産
売
却
に
同
意
し
た
こ
と
で
、
本
来
管
財
人
に
よ
っ
て
換
価
さ
れ
て
い
れ
ば
財
団
債
権
と
な
っ

た
は
ず
の
売
上
税
債
権
が
破
産
債
権
と
な
り

(

破
産
手
続
開
始
前
に
発
生
し
た
売
上
税
が
破
産
債
権
と
し
て
処
遇
さ
れ
る
の
は
確
定
し

た
判
例
で
あ
る)

、
損
害
を
被
っ
た
と
し
て
、
Ｋ
Ｏ
八
二
条
及
び
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
二
六
条
に
基
づ
き
Ｙ
に
対
し
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
。

[

判
旨]

Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
Ｘ
の
請
求
を
退
け
た
一
審
判
決
を
支
持
し
た

(

�)

。

｢

Ｋ
Ｏ
一
〇
六
条
一
項
二
文
は
将
来
の
破
産
財
団
の
保
全
を
目
的
と
す
る
。
破
産
者
や
個
々
の
債
権
者
の
行
為
に
よ
り
、
全
債
権
者
の
法
に
従
っ

た
満
足
が
挫
折
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
特
に
全
破
産
債
権
者
の
公
平
な
満
足
が
破
産
の
中
核
と
し
て
保
護
さ
れ
る
。
通
常
の

管
理
に
対
す
る
全
債
権
者
の
共
同
の
利
益
、
及
び
債
務
者
の
利
益
の
他
、
保
管
人
は
、
個
々
の
債
権
者
の
特
別
の
利
益
を
、
そ
の
担
保
さ
れ
か
つ

保
護
に
値
す
る
法
的
地
位
に
関
係
す
る
限
り
で
、
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
方
で
法
一
〇
六
条
は
、
保
管
人
の
行
為
と
関
係
な
く
そ
の
た

め
の
法
的
要
件
が
発
生
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
破
産
債
権
で
な
く
財
団
債
権
と
し
て
発
生
さ
せ
る
と
い
う
形
で
個
々
の
債
権
者

を
他
に
優
先
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
を
、
目
的
と
す
べ
き
で
な
い
。
何
人
も
、
そ
れ
が
自
己
に
と
っ
て
よ
り
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
す
と
か
、
あ
る

い
は
そ
こ
か
ら
の
租
税
上
の
結
果
が
彼
に
有
利
で
あ
る
と
か
の
理
由
か
ら
、
管
財
人
に
よ
る

即
ち
よ
り
遅
い
段
階
で
の

売
却
取
引
の
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換
価
は
破
産
管
財
人
の
専
権
に
属
し
、
し
か
も
最
終
的
性
格
を
有
す
る
措
置
で
、
保
管
の
趣
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
業
務

の
継
続
の
過
程
で
行
わ
れ
る
換
価
、
例
え
ば
傷
み
や
す
い
物
品

(verderbliche
W
aren)

、
及
び
保
存
に
コ
ス
ト
の
か
か
る
物
品
の
換
価
、
あ

る
い
保
管
中
の
製
造
に
よ
る
製
品
の
売
却
で
あ
れ
ば
、
保
管
の
趣
旨
に
反
し
な
い
の
で
、
自
ら
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
以
外
に
保
管
人
が
換

価
で
き
る
場
合
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ま
ず
Ｋ
Ｏ
一
三
三
条
の
対
象
物
件

(

売
却
が
通
常
の
営
業
に
属
さ
ず
、
か
つ
売
却
を
先
延
ば
し
す

る
こ
と
が
財
団
に
不
利
益
を
及
ぼ
さ
な
い
物)

の
売
却
は
、
債
務
者
財
産
の
現
状
を
そ
れ
ほ
ど
変
更
す
る
も
の
で
は
な
く
、
債
務
者
の
利
益
を
害

さ
な
い
の
で
、
仮
債
権
者
委
員
会

(

Ｋ
Ｏ
一
三
五
条
類
推)

、
そ
れ
が
な
い
と
き
は
破
産
裁
判
所
の
許
可
に
よ
り
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
、

Ｋ
Ｏ
一
三
四
条
一
項
の
物
件

(

不
動
産
、
営
業
・
商
品
倉
庫
一
括
譲
渡
、
定
期
的
収
入
に
関
す
る
権
利)

の
売
却
は
、
債
務
者
財
産
の
現
状
へ
の

著
し
い
介
入
で
あ
り
、
最
終
的
性
格
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
開
始
後
の
債
権
者
集
会
の
意
思
決
定
に
留
保
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
保
管
人

が
売
却
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

(

�)
。

こ
こ
で
も
、K

ilger

の
説
く
経
済
的
に
有
意
義
な
換
価
は
否
定
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

二

判
例

B
G
H
ZIP

1993,
48

、
及
びB

G
H
ZIP

1993,
687

は
、
い
ず
れ
も
債
務
者
会
社
が
保
管
人
の
同
意
を
得
た
上
で
在
庫
品
及
び
営

業
設
備
を
売
却
し
た
と
い
う
事
案
で
あ
る

(

い
ず
れ
の
判
決
も
、
財
産
売
却
は
保
全
措
置
に
当
た
ら
ず
保
管
人
に
財
産
売
却
へ
の
同
意

権
は
な
い
と
し
て
保
管
人
の
責
任
を
認
め
た
原
審
判
決
を
、
破
棄
し
た

(

�))

。
こ
こ
で
は
、
当
該
物
件
の
売
却
か
ら
生
ず
る
売
上
税
債
権

に
つ
い
て
破
産
配
当
に
甘
ん
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
州
政
府(

連
邦
政
府
か
ら
売
上
税
債
権
の
一
部
を
配
分
さ
れ
た
こ
と
で
当
事
者
と
な
っ

て
い
る)

が
、
売
上
税
額
と
実
際
に
得
た
額
と
の
差
額
に
つ
い
て
、
保
管
人
に
対
し
損
害
賠
償
を
請
求
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
保
管
人

に
よ
る
財
産
売
却
の
問
題
に
つ
い
て
扱
っ
た
、
近
時
の
最
も
重
要
な
判
例
で
あ
る
。
以
下
で
はB

G
H
ZIP

1993,
48

に
つ
い
て
の
み

み
る

(

�)

。
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則
に
従
っ
て
財
団
を
清
算
す
る
と
い
う
公
益
に
も
合
致
す
る
。
そ
れ
と
対
立
す
る
個
々
の
債
権
者
の
特
定
の
利
益
は
、
そ
の
利
益
が
法
律
で
特
に

保
障
さ
れ
て
い
な
い
限
り
は
、
軽
視
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
六
一
条
一
項
二
号
以
上
の
処
遇
を
得
る
と
い
う
租
税
債
権
者
と
し
て
の
国
家
の
利

益
に
つ
い
て
も
、
当
て
は
ま
る
。｣

判
旨
は
、
第
一
段
で
、
財
団
減
少
の
阻
止
と
い
う
全
債
権
者
の
利
益
の
観
点

(

本
章
第
三
節
第
三
款
参
照)

か
ら
は
、
売
却
を
手
続

開
始
後
ま
で
引
き
延
ば
す
べ
き
で
な
く
、
そ
の
よ
う
に
し
て
財
団
債
務
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
は
Ｋ
Ｏ
一
〇
六
条
の
趣
旨
に
反
す
る
こ
と

を
示
唆
す
る
。
従
っ
て
、
保
管
人
が
自
己
の
財
産
処
分
権
の
枠
内
で
、
積
極
的
に
手
続
開
始
前
に
財
産
売
却
に
関
与
す
る
こ
と
は
、

｢

財
団
の
保
全｣

と
い
う
一
〇
六
条
の
趣
旨
に
合
致
す
る
の
み
な
ら
ず
、
義
務
で
も
あ
る
と
言
え
る
わ
け
で
あ
る

(

�)

。
続
い
て
第
二
段
で
、

｢

財
産
売
却
が
破
産
手
続
開
始
後
に
行
わ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
財
団
債
権
者
と
し
て
の
地
位
を
得
る
こ
と｣

と
い
う
租
税
債
権
者
の
利

益
は
、
Ｋ
Ｏ
一
〇
六
条
、
八
二
条
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
利
益
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

注
目
す
べ
き
は
第
三
段
で
あ
る
。
即
ち
、
仮
に
Ｋ
Ｏ
一
〇
六
条
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
な
い
行
為
で
あ
っ
て
、
保
管
人
の
処
分
権
を

踰
越
す
る
結
果
と
な
っ
て
も
、
売
却
が
か
え
っ
て
財
団
の
減
少
を
も
た
ら
す
も
の
で
な
い
限
り
、
保
管
人
の
売
却
を
財
団
増
殖
＝
全
債

権
者
の
共
同
の
利
益
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
、
租
税
債
権
者
の
利
益
に
優
先
す
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
保
管
人
が
自
己
の
財
産

処
分
権
の
枠
を
超
え
て
財
産
売
却
を
行
っ
て
も
、
そ
れ
が
Ｋ
Ｏ
一
〇
六
条
の
目
的
に
合
致
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
租
税

債
権
者
と
の
関
係
で
は
、
違
法
の
評
価
を
受
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
権
限
を
超
え
る
保
管
人
の
財
産
売
却
が
適
法

と
さ
れ
る
の
は
、
正
当
な
利
益
を
有
し
な
い
債
権
者
の

｢

利
益｣

を
否
定
し
破
産
債
権
者
全
体
の
利
益
を
保
全
し
た
か
ら
で
あ
っ
て
、

仮
に
破
産
債
権
者
全
体
の
利
益
を
侵
害
す
る
の
で
あ
れ
ば
や
は
り
違
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る

(

�)

。

た
だ
し
、
判
旨
は
、
本
件
の
Ｙ
の
売
却
行
為
が
保
管
人
と
し
て
の
権
限
の
枠
内
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、(

権
限
踰
越
を

示
唆
し
つ
つ
も)

直
接
判
断
を
し
て
い
な
い

(

�)

。
つ
ま
り
判
旨
は
、
Ｘ
の
損
害
賠
償
請
求
が
認
容
で
き
る
も
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
Ｘ

の
権
利
侵
害
の
有
無
及
び
Ｙ
の
売
却
行
為
の
違
法
性
を
検
討
し
て
い
る
が
、
売
却
の
有
効
無
効
を
判
断
し
て
い
な
い
。
二
審
判
決
が
Ｙ
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締
結
を
要
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
か
か
る
願
望
は
、
結
果
と
し
て
他
の
全
て
の
破
産
債
権
者
の
負
担
に
お
い
て
財
団
を
減
少
さ
せ
、
法
一
〇

六
条
の
目
的
に
ま
さ
に
反
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。｣

｢
Ｘ
は
、
破
産
開
始
後
で
な
く
破
産
開
始
前
で
あ
る
と
い
う
自
ら
に
と
っ
て
不
利
で
あ
る
契
約
締
結
の
時
点
を
と
が
め
る
理
由
と
し
て
、
補
足

的
に
、
Ｙ
が
後
に
破
産
管
財
人
と
し
て
行
う
べ
き
内
容
的
に
同
一
の
売
却
の
効
果
を
主
張
す
る
。
…
…
仮
に
保
管
人
の
先
行
す
る
行
為
が
そ
れ

[

自
ら
に
と
っ
て
不
利
な
時
点
で
の
契
約
締
結
＝
筆
者
注]

の
原
因
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
単
な
る
収
益

[

破
産
債
権
者
で
な
く
財

団
債
権
者
と
し
て
の
地
位
を
得
る
こ
と
に
よ
る
＝
筆
者
注]

の
見
込
み
は
法
一
〇
六
条
、
八
二
条
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
地
位
で
は
な
い
。
そ
れ

は
現
行
法
の
他
の
規
定
に
よ
っ
て
も
担
保
さ
れ
て
い
な
い
。
法
五
八
条
二
号
、
五
九
条
一
項
一
号
、
六
一
条
一
項
二
号
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
直
接
の

適
用
範
囲
を
超
え
て
、
財
団
債
権
者
と
な
る
こ
と
の
確
固
た
る
期
待
権
を
租
税
債
権
者
に
保
障
す
る
も
の
で
は
な
い
。
特
に
財
団
に
対
す
る
売
上

税
債
権
は
、
管
財
人
が
売
却
取
引
を
行
う
と
き
に
初
め
て
生
ず
る
。
か
か
る
行
為
は
管
財
人
の
裁
量
で
あ
る
。
管
財
人
が
そ
れ
を
怠
っ
て
も
、
租

税
債
権
者
は
Ｋ
Ｏ
八
二
条
に
よ
っ
て
、
売
却
が
行
わ
れ
て
い
れ
ば
お
か
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
状
態
を
追
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
保
管
人
に
よ

る
売
却
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
当
て
は
ま
る
。
売
却
に
よ
っ
て
法
的
に
確
定
さ
れ
た
租
税
上
の
効
果
が
生
ず
る
。
保
管
人
に
よ
る
売
却
に
よ
っ

て
、
後
の
管
財
人
が
内
容
的
に
同
一
の
取
引
を
怠
っ
た
の
と
同
じ
結
果
に
間
接
的
に
至
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
も
な
お
租
税
債
権
者
の

保
護
さ
れ
た
法
的
地
位
が
侵
害
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
後
に
売
却
が
な
さ
れ
た
の
と
同
じ
状
態
に
せ
よ
と
の
要
求
は
、
法
一
〇
六
条
、
八
二
条

の
保
護
範
囲
に
は
含
ま
れ
な
い
。｣

｢

Ｘ
の
請
求
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
二
六
条
に
よ
っ
て
も
導
か
れ
な
い
。
保
管
人
に
よ
る
換
価
行
為
の
主
な
目
的
が
破
産
財
団
を
売
上
税
債
務
か
ら
解

放
す
る
こ
と

(K
ilger,

K
T
S
1975,

142,
159

参
照)

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
で
直
ち
に
租
税
債
権
者
の
良
俗
違
反
の
侵
害
と
な
る

も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
そ
の
行
為
が
決
し
て
Ｋ
Ｏ
一
〇
六
条
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
も
の
で
な
い
場
合
に
も
、
同
様
で
あ
る
。
同
条
は
、

前
述
し
た
よ
う
に
全
債
権
者
の
共
同
の
利
益
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。
将
来
の
破
産
財
団
の
増
殖
と
い
う
目
的
に
よ
っ
て
、
保
管
人
が
そ
の
処
分

権
を
踰
越
し
た
と
し
て
も
、
実
質
的
に
は
彼
は
法
の
目
的
を
促
進
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
で
同
時
に
、
全
債
権
者
の
平
等
取
扱
い
の
原
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述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
ド
イ
ツ
で
は
更
に
、
保
管
人
自
身
が
破
産
手
続
開
始
前
に
行
う
営
業
譲
渡
の
可
否
が
議
論
さ
れ
て
い

る
。｢

保
管
人
に
よ
る
営
業
譲
渡｣

は
、
恐
ら
く
立
法
者
も
伝
統
的
破
産
法
学
も
想
定
し
て
い
な
い
事
態
で
あ
ろ
う
。
立
法
者
の
描
く

保
全
処
分
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
財
団
保
全
に
限
ら
れ
た
消
極
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
財
団
保
全
ど
こ
ろ
か
破
産
手
続
の
か
な
り
の
段
階

ま
で
処
理
を
進
め
て
し
ま
う
営
業
譲
渡
は
、
お
よ
そ
立
法
者
の
意
思
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
保
全
処
分
の
暫
定
性
、

即
ち
保
全
処
分
の
内
容
が
最
終
的
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
、
業
務
の
閉
鎖
を
不
適
法
と
す
る
か
つ
て
の
通
説
か

ら
す
れ
ば
、
営
業
譲
渡
は
保
全
処
分
の
暫
定
性
に
反
す
る
と
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、(

二)

で
み
た
財
産
換
価
を
適
法
と
す

る
見
解
に
お
い
て
も
、
営
業
譲
渡
は

｢

通
常
の
用
法
に
従
っ
た
管
理｣

に
当
た
る
も
の
と
は
言
い
難
い
と
こ
ろ
か
ら
、
や
は
り
そ
の
適

法
性
が
問
題
と
な
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
保
管
人
の
営
業
譲
渡
に
関
し
て
は
、
そ
の
適
法
性
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
適
法
と
し
た
場
合
の
効
果
に
つ
い
て
も
問
題

と
な
っ
た
。
即
ち
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
一
九
条
・
Ｈ
Ｇ
Ｂ
二
五
条
一
項

(

財
産
譲
渡
人
の
債
務
に
関
す
る
財
産
譲
受
人
の
連
帯
責
任)

、
あ
る

い
は
Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
一
三
条
ａ

(

営
業
譲
受
人
は
譲
渡
時
に
存
す
る
労
働
関
係
か
ら
生
ず
る
義
務
を
承
継
す
る
旨
の
規
定)

と
い
っ
た
譲
受

人
へ
の
責
任
承
継
規
定
の
適
用
の
有
無
で
あ
る
。
こ
の
点
は
破
産
管
財
人
に
よ
る
営
業
譲
渡
に
関
し
て
も
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
場
合
に
は
後
に
見
る
よ
う
に
こ
れ
ら
の
規
定
の
不
適
用
な
い
し
適
用
制
限
を
肯
定
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｈ
判
例
が
確
定
し
て
い
る
。
こ
の
判

例
の
射
程
が
、
債
務
者
が
保
管
人
の
同
意
を
得
て
破
産
開
始
前
に
営
業
譲
渡
を
行
っ
た
場
合
に
及
ぶ
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
り
、

ひ
い
て
は
保
管
人
に
よ
る
営
業
譲
渡
そ
の
も
の
の
可
否
が
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る

(

�)

。

二

学
説

G
erhardt

は
、
営
業
譲
渡
そ
の
も
の
に
つ
い
て
明
示
的
に
言
及
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
債
務
者
の
営
業
の
清
算
、
あ
る
い
は
業

務
の
閉
鎖
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
お
り
、
ま
た
債
権
者
自
治
の
対
象
で
あ
る
事
項
は
債
務
者
の
権
利
で
代
替
で
き
な
い
と
し
て
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の
売
却
の
一
部

(

未
完
成
工
事
の
売
却)

に
つ
い
て
は
有
効
、
一
部

(

営
業
設
備
・
建
設
機
械
の
売
却)

に
つ
い
て
は
無
効
と
し
て
い

た
の
で

(

�)

、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
判
断
が
注
目
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
判
断
は
示
さ
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

た
だ
判
旨
に
よ
れ
ば
、
本
件
の
よ
う
に
重
要
な
営
業
財
産
で
そ
の
売
却
が
業
務
継
続
か
ら
生
ず
る
と
は
言
え
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

当
然
に
は
有
効
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
い
か
な
る
条
件
を
満
た
せ
ば
有
効
と
な
る
の
か
、

少
な
く
と
も
こ
の
判
旨
か
ら
は
明
ら
か
で
は
な
い

(

�)

。

第
三
款

営
業
譲
渡

一

は
じ
め
に

破
産
法
は
、
営
業
譲
渡
を
、
破
産
財
団
換
価
の
一
方
法
と
し
て
許
容
し
て
い
る

(

Ｋ
Ｏ
一
三
四
条
一
号
。
債
権
者
委
員
会
ま
た
は
債

権
者
集
会
の
同
意
事
項)

。
こ
の
、
破
産
財
団
か
ら
企
業
を
一
括
し
て
ま
た
は
そ
の
収
益
力
の
あ
る
部
門
を
切
り
離
し
て
、
第
三
者
に

譲
渡
す
る
と
い
う
手
法

(

い
わ
ゆ
る
譲
渡
に
よ
る
企
業
更
生� bertragende

Sanierung)

は
、
和
議
手
続
よ
り
も
有
効
な
企
業
維

持
の
手
段
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る

(

�)

。

営
業
を
一
体
と
し
て
換
価
で
き
れ
ば
、
営
業
資
産
を
個
々
に
換
価
す
る
よ
り
も
破
産
財
団
に
多
く
の
収
益
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。

典
型
的
な
財
団
不
足
事
件
に
お
い
て
は
、
め
ぼ
し
い
財
産
に
は
ほ
と
ん
ど
全
て
担
保
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
暖
簾
や

顧
客
関
係
、
熟
練
し
た
従
業
員
と
い
っ
た
個
々
の
財
産
に
還
元
さ
れ
な
い
価
値
を
実
現
し
て
財
団
に
も
た
ら
す
営
業
譲
渡
は
、
有
益
な

換
価
手
段
と
い
え
る
。
あ
る
い
は
、
従
業
員
の
職
場
確
保
の
観
点
か
ら
も
営
業
譲
渡
が
望
ま
し
い
と
い
う
考
え
方
も
あ
ろ
う

(

�)

。
そ
の
一

方
で
、
譲
渡
に
よ
る
企
業
更
生
は
、
元
の
破
産
企
業
の
債
権
者
に
企
業
の
解
体
価
値
か
ら
の
割
合
弁
済
に
甘
ん
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、

債
権
者
を
企
業
再
建
の
成
果
か
ら
切
断
し
、
企
業
を
債
権
者
の
犠
牲
に
お
い
て
維
持
す
る
手
段
で
あ
る
と
の
批
判
も
な
さ
れ
て
い
る

(

�)

。

と
も
あ
れ
、
破
産
手
続
内
で
の
営
業
譲
渡
の
可
能
性
が
、
保
管
人
の
業
務
継
続
の
適
法
性
肯
定
の
一
根
拠
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
前
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る
、
整
序
さ
れ
裁
判
所
に
よ
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
手
続
に
お
い
て
譲
渡
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
一
九
条
の
制
限
を
理
由

づ
け
る
、
と

(

�)

。

こ
れ
に
対
し
、
保
管
人
に
よ
る
営
業
譲
渡
の
場
合
に
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
下
級
審
判
例
に
は
、
保
管
人
に
よ
る
財
産
譲

渡
が
債
務
者
の
同
意
を
得
て
行
わ
れ
た
と
き
に
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
一
九
条
を
適
用
し
な
い
と
判
示
し
た
も
の
が
あ
る

(

�)

。
し
か
し
、
以
下
の

Ｂ
Ｇ
Ｈ
判
決
は
、
Ｈ
Ｇ
Ｂ
二
五
条
一
項
及
び
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
一
九
条
の
適
用
を
肯
定
す
る
。

(

ａ)
B
G
H
U
rt.
v.
11.4.1988,

B
G
H
Z
104,

151

＝K
T
S
1988,

516

＝ZIP
1988,

727 (

�)

[

事
案
の
概
要]

Ａ
合
資
会
社
に
つ
き
破
産
手
続
が
申
し
立
て
ら
れ
た
と
こ
ろ
、
一
九
八
五
年
一
〇
月
一
一
日
に
保
管
が
発
令
さ
れ
、

Ｄ
が
保
管
人
に
選
任
さ
れ
た
。
Ｙ
有
限
会
社

(

八
五
年
一
二
月
一
四
日
設
立
、
八
六
年
一
月
二
一
日
登
記)

は
、
八
六
年
一
月
五
日
に

Ｄ
か
ら
Ａ
社
の
在
庫
及
び
機
械
を
約
二
六
〇
〇
〇
マ
ル
ク
で
購
入
し
た
。
Ｙ
社
は
、
Ａ
社
か
ら
数
名
の
従
業
員
を
引
き
継
ぎ
、
従
来
の

事
務
所
の
一
部
を
利
用
し
て
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
事
務
所
の
所
有
者
は
、
Ａ
社
の
か
つ
て
の
業
務
執
行
者
で
か
つ
無
限
責
任
社
員
で

あ
っ
た
Ｂ
で
あ
る
。
Ｂ
は
Ｙ
社
の
設
立
者
で
、
当
初
の
業
務
執
行
者
で
も
あ
っ
た
。
現
在
は
Ｂ
の
息
子
で
学
生
で
あ
る
Ｃ
が
、
Ｙ
社
の

業
務
執
行
者
で
か
つ
単
独
社
員
で
あ
る
。
Ｂ
は
現
在
は
Ｙ
社
の
支
配
人
で
あ
る
。
Ｙ
社
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
Ｙ
社
は
Ａ
社
の
営
業
も
商

号
も
引
き
継
い
で
お
ら
ず
、
Ａ
社
の
営
業
財
産
の
ほ
ん
の
一
部

(

総
額
約
一
六
万
マ
ル
ク)

を
引
き
継
ぎ
、
Ａ
社
の
残
り
の
財
産
は
保

管
人
が
他
の
方
法
で
換
価
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
Ａ
社
に
関
す
る
破
産
申
立
て
は
、
八
六
年
二
月
一
七
日
、
財
団
不
足
を
理
由
に
棄

却
さ
れ
た
。
Ａ
社
の
取
引
業
者
で
あ
っ
た
Ｘ
は
、
Ａ
社
に
対
す
る
売
掛
債
権
約
六
〇
〇
〇
マ
ル
ク
に
つ
き
、
財
産
引
受

(

Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
一

九
条)

及
び
商
号
継
続

(

Ｈ
Ｇ
Ｂ
二
五
条)

を
根
拠
に
Ｙ
に
対
し
請
求
し
た
。
一
審
請
求
認
容
、
原
審
は
原
判
決
取
消
、
請
求
棄
却
。

Ｘ
上
告
。

[

判
旨]

原
判
決
破
棄
、
差
戻
し
。

｢

破
産
管
財
人
に
よ
る
企
業
譲
渡
の
際
に
Ｈ
Ｇ
Ｂ
二
五
条
及
び
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
一
九
条
の
不
適
用
を
正
当
化
す
る
、
こ
の
よ
う
な

[

債
務
者
財
産
換
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い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
債
務
者
の
同
意
を
得
て
も
営
業
譲
渡
を
で
き
な
い
と
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る

(

�)

。

K
och

も
、
Ｋ
Ｏ
一
三
四
条
所
定
の
財
産
の
売
却
は
、
債
務
者
財
産
の
現
状
へ
の
著
し
い
介
入
で
あ
り
、
債
務
者
の
保
護
の
必
要
を

超
え
暫
定
性
を
逸
脱
す
る
こ
と
、
及
び
、
手
続
開
始
後
に
お
け
る
債
権
者
集
会
に
よ
る
関
与
を
潜
脱
す
る
も
の
と
し
て
、
不
適
法
で
あ

る
と
す
る

(
本
章
第
四
節
第
二
款
四
参
照)

。
従
っ
て
、
債
務
者
の

｢

業
務
の
全
体
と
し
て
の

(G
esch

� ft
im
ganzen)

譲
渡

(

�)｣

つ

ま
り
営
業
の
全
部
譲
渡
は
、
保
管
人
に
は
で
き
な
い
と
す
る

(

�)

。
こ
の
他
に
も
、
否
定
説
と
見
ら
れ
る
論
者
は
多
い

(

�)

。

こ
の
よ
う
に
、
否
定
説
の
方
が
有
力
と
思
わ
れ
る
が
、
後
述
の
Ｂ
Ｇ
Ｈ
判
決
が
出
た
後
は
、
肯
定
説
も
出
て
き
て
い
る
。
例
え
ば

R
eichold

は
、｢

開
始
手
続
中
の
包
括
譲
渡
に
よ
る
財
団
換
価
は
、
そ
れ
が
不
意
打
ち
と
な
ら
ず
、
し
か
も
事
前
の
債
権
者
関
与
の
も

と
で
行
わ
れ
た
場
合
の
み
、
正
当
化
さ
れ
る｣

と
説
く

(

�)

。
基
本
的
視
点
はK

och

と
同
じ
で
あ
る
が
、｢

事
前
の
債
権
者
関
与｣

が
あ

れ
ば
譲
渡
が
正
当
化
さ
れ
る
と
い
う

(
	)

。
た
だ
、｢

事
前
の
債
権
者
関
与｣

と
い
う
の
を
ど
の
よ
う
な
形
で
求
め
る
か

(

例
え
ば
、
債
権

者
委
員
会
を
設
置
さ
せ
る
の
か)

と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
い
。

三

判
例

Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
判
例
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
一
九
条
・
Ｈ
Ｇ
Ｂ
二
五
条
一
項
・
Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
一
三
条
ａ
の
適
用
の
可
否
を
扱
う
過
程
で
、
保
管
人
に

よ
る
営
業
譲
渡
の
可
否
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
ま
ず
、
破
産
管
財
人
に
よ
る
営
業
譲
渡
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
一
九
条
、
Ｈ
Ｇ
Ｂ
二
五
条
一
項
の
適
用
を
否
定

す
る
。
そ
の
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
財
団
所
属
財
産
を
換
価
し
、
債
権
者
に
で
き
る
だ
け
最
高
の
配
当
を
行
う
と
い
う
破
産
管

財
人
の
任
務
に
は
、
Ｈ
Ｇ
Ｂ
二
五
条
一
項
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
一
九
条
の
適
用
は
そ
ぐ
わ
な
い
、
蓋
し
、
仮
に
破
産
を
も
た
ら
し
た
債
務
を
営

業
譲
受
人
が
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
実
際
上
破
産
管
財
人
は
、
営
業
を
解
体
し
個
々
の
財
産
ご
と
に
換
価
す
る
こ

と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
債
権
者
平
等
弁
済
を
目
的
と
し
、
全
て
の
債
務
及
び
全
て
の
債
権
者
の
完
全
な
包
括
を
保
障
す
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配
当
原
資
創
出
の
た
め
の
財
産
売
却
は
で
き
ず
、
ま
た
営
業
を
清
算
・
譲
渡
す
る
権
限
も
な
い
と
す
る
。
た
だ
し
判
旨
は
、
破
産
手
続

開
始
が
確
実
に
予
測
さ
れ
、
か
つ
債
務
者
財
産
保
全
の
観
点
か
ら
絶
対
的
に
必
要
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
も
保
管
人
の
営
業
譲
渡
権
限

を
否
定
す
べ
き
か
に
つ
い
て
留
保
し
て
い
る
。
更
に
判
旨
は
、
保
管
人
が
権
限
な
く
し
て
行
っ
た
営
業
譲
渡
も
債
務
者
の
同
意
に
よ
っ

て
有
効
と
な
り
う
る
と
し
た
う
え
で
、
か
か
る
場
合
の
保
管
人
に
よ
る
譲
渡
は
債
務
者
に
よ
る
そ
れ
と
同
視
で
き
る

(

特
に
破
産
申
立

て
が
退
け
ら
れ
た
と
き
に
は
一
層
当
て
は
ま
る)

と
し
て
、
管
財
人
に
よ
る
譲
渡
と
別
異
に
取
り
扱
う
理
由
と
す
る
。

判
旨
に
よ
れ
ば
、
保
管
人
が
権
限
な
く
し
て
営
業
譲
渡
を
行
っ
た
と
き
で
も
、
債
務
者
の
同
意
が
あ
れ
ば
有
効
と
な
り
う
る
。
判
旨

か
ら
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
恐
ら
く
、
本
件
が
こ
の
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
、
即
ち
保
管
人
Ｄ
に
よ
る
営
業
譲
渡
が
Ａ
の
同
意
を
得

て
行
わ
れ
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

(

�)

。
こ
の
場
合
に
は
、
保
管
人
が
債
務
者
の
同
意
を
得
て
営
業
譲
渡
を
行
っ
た
場
合

に
は
、
そ
れ
を
債
務
者
自
身
に
よ
る
譲
渡
と
同
視
で
き
る
と
し
、
特
に
本
件
の
よ
う
に
破
産
手
続
が
開
始
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
一
層

そ
の
こ
と
が
当
て
は
ま
る
と
す
る
。
そ
れ
に
基
づ
き
、
判
旨
は
、
Ｈ
Ｇ
Ｂ
二
五
条
・
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
一
九
条
の
適
用
を
肯
定
し

(

�)

た

(

�)

。

判
旨
は
、
債
務
者
自
身
に
よ
る
譲
渡
と
同
視
で
き
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
破
産
開
始
前
の
営
業
譲
渡
の
適
法
性
そ
れ
自
体
は
問
題

と
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
保
全
処
分
段
階
で
行
わ
れ
る
営
業
譲
渡
を
、
通
常
の
状
況
下
で
の
債
務
者
の
譲
渡
と
同
視
し

て
良
い
の
か
。
そ
れ
は
、
保
全
処
分
の
暫
定
性
と
の
相
克
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
判
旨
は
、
債
務
者
の
同
意
が
あ
れ
ば
、
保
全
処
分
の

暫
定
性
を
克
服
で
き
る
と
解
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
な
く
も
な
い
。

次
に
判
旨
は
、
破
産
手
続
開
始
が
確
実
に
予
測
さ
れ
、
か
つ
債
務
者
財
産
保
全
の
観
点
か
ら
絶
対
的
に
必
要
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て

は
、
例
外
的
に
、
債
務
者
の
同
意
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
保
管
人
の
営
業
譲
渡
が
適
法
と
な
る
余
地
が
あ
る
と
の
口
吻
を
示
す
。
判
旨

は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
当
事
者
の
主
張
が
な
く
、
本
件
で
は
検
討
す
る
必
要
が
な
い
と
し
た
。
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
以
下
の

二
点
で
あ
る
。

第
一
に
、
仮
に
こ
の
場
合
に
営
業
譲
渡
が
適
法
と
な
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
場
合
に
も
Ｈ
Ｇ
Ｂ
二
五
条
一
項
・
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
一
九
条
が
適
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価
の
際
に
配
当
を
見
据
え
て
債
権
者
の
た
め
に
で
き
る
だ
け
高
額
の
収
益
を
追
求
す
る
こ
と
が
管
財
人
の
任
務
で
あ
る
と
い
う]

観
点
は
、
保
管

人
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
…
…
債
権
者
へ
の
配
当
に
充
て
る
べ
き
金
員
の
確
保
の
た
め
に
債
務
者
の
財
産
を
売
却
す
る
こ
と
は
、
保
管
人
の
権

利
で
も
な
け
れ
ば
義
務
で
も
な
い
。
か
か
る
任
務
は
、
Ｋ
Ｏ
一
一
七
条
の
明
確
な
権
限
付
与
に
よ
り
、
管
財
人
に
の
み
留
保
さ
れ
て
い
る
。
…
…

保
管
人
は
一
時
的
な
保
全
・
維
持
措
置
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
管
人
は
原
則
と
し
て
債
務
者
に
属
す
る
企
業
の
清
算
、
従
っ
て
企
業

の
譲
渡
の
権
限
も
有
し
な
い
。｣

｢

破
産
手
続
開
始
が
確
実
に
予
測
さ
れ
る
際
、
企
業
譲
渡
が
債
務
者
財
産
の
保
全
の
観
点
か
ら
絶
対
に
必
要

(zw
ingend

gebieten)

で
あ
る

場
合

た
だ
し
企
業
が
損
失
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い

に
、
企
業
譲
渡
が
例
外
的
に
正
当
化
さ
れ
る
か
否

か
は
、
こ
こ
で
は
措
く
こ
と
が
で
き
る
、
け
だ
し
本
件
で
は
そ
の
こ
と
は
主
張
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。｣

｢

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
行
わ
れ
た
企
業
譲
渡
で
あ
っ
て
も
、
あ
る
い
は
、
権
利
主
体
で
あ
り

保
管
と
共
に
発
令
さ
れ
る
一
般
的
譲
渡
禁
止

に
よ
っ
て
権
限
行
使
が
一
時
的
に
限
定
さ
れ
て
は
い
る
が

処
分
権
者
で
も
あ
る
債
務
者
の
同
意
に
よ
っ
て
、
有
効
と
な
ら
な
く
も
な
い
。

そ
の
際
、
破
産
開
始
前
保
管
中
に
行
わ
れ
る
企
業
譲
渡
は
、
法
的
に
は
、
Ｋ
Ｏ
一
一
七
条
に
よ
り
付
与
さ
れ
た
任
務
の
行
使
と
し
て
の
破
産
管
財

人
の
譲
渡
よ
り
も
、
債
務
者
に
よ
る
譲
渡
に
近
似
す
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
債
務
者
の
同
意
を
得
て
保
管
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
企
業
譲

渡
は
、
Ｈ
Ｇ
Ｂ
二
五
条
一
項
及
び
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
一
九
条
の
観
点
の
下
で
は
、
破
産
管
財
人
に
よ
る
譲
渡
と
同
視
す
る
内
的
正
当
化
に
欠
け
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
こ
と
は
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
件
の
よ
う
に
、
破
産
要
件
の
欠
缺
ま
た
は
十
分
な
財
団
の
不
存
在
の
た
め
に
、
破
産
手
続
開
始
に
至
ら

な
か
っ
た
場
合
に
当
て
は
ま
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
保
管
財
産
は
、
費
用
を
控
除
し
た
後
に
債
務
者
の
自
由
な
処
分
の
下
に
戻
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
生
じ
た
状
況
は
、
特
に
債
権
者
の
立
場
を
も
考
慮
す
れ
ば
、
破
産
手
続
外
の
債
務
者
に
よ
る
企
業
譲
渡
に
お
け
る
状
況
に
相
応

す
る
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
Ｈ
Ｇ
Ｂ
二
五
条
一
項
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
一
九
条
を
適
用
し
な
い
理
由
は
な
い
。｣

本
件
の
事
案
で
は
判
旨
に
先
例
的
価
値
を
持
た
せ
得
る
か
疑
問
で
は
あ
る
が

(
�)

、
そ
の
点
は
さ
て
お
き
、
判
旨
の
理
論
構
成
を
分
析
し

て
み
よ
う
。
判
旨
は
ま
ず
、
保
管
人
は
債
務
者
財
産
を
維
持
保
全
す
る
機
能
の
み
を
有
し
包
括
的
管
理
処
分
権
を
有
さ
ず
、
そ
の
結
果
、
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管
人
が
譲
渡
に
合
意
し
た
時
点
で
は
債
務
者
が
既
に
操
業
を
停
止
し
て
い
た
、
と
い
っ
た
事
情
は
、
ま
さ
に
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
示
唆
す
る
例
外

的
事
案
に
該
当
す
る
と
説
く
。
そ
し
て
か
か
る
事
情
の
下
で
は
、
近
々
の
破
産
開
始
が
予
見
さ
れ
る
段
階
で
の
営
業
譲
渡
は
、｢
経
済

的
合
理
性
が
あ
り
、
破
産
債
権
者
の
た
め
に
ま
さ
に
絶
対
に
必
要
な
債
務
者
財
産
保
全
措
置

(eine
w
irtschaftlich

vern
� ntige,

im
Interesse

der
K
onkursgl� ubiger

geradezu
zw
ingend

gebotene
M
a
�
nahm

e
zur
Sicherung

des
Schuldnerver-

m
� gens)｣

で
あ
る
と
判
示
す
る

(

�)(

�)

。

本
判
決
で
は
、
債
務
者
の
同
意
以
外
の
正
当
化
要
件
と
し
て
、｢

経
済
的
合
理
性
が
あ
り
、
破
産
債
権
者
の
た
め
に
ま
さ
に
絶
対
に

必
要
な
債
務
者
財
産
保
全
措
置
で
あ
る
こ
と｣

を
提
示
し
た
。(

ア)

な
い
し

(

ウ)

は
、
保
管
人
の
下
で
の
営
業
譲
渡
が
経
済
的
合

理
性
を
満
た
す
た
め
の
要
素
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。(

ア)

は
、
当
該
措
置
が
破
産
手
続
後
に
破
産
管
財
人
に
よ
っ
て
行
わ

れ
る
と
し
た
と
き
よ
り
も
多
く
の
利
益
を
財
団
に
も
た
ら
す
と
い
う
、
積
極
財
産
の
側
か
ら
見
た
要
素
で
あ
る
。(

イ)

は
、
早
期
の

営
業
譲
渡
に
よ
っ
て
破
産
財
団
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
る
債
務
が
縮
減
さ
れ
る
と
い
う
、
消
極
財
産
の
側
か
ら
見
た
要
素
で
あ
る
。(

ウ)

は
、
や
や
趣
を
異
に
し
、
保
全
の
必
要
性
が
高
度
で
あ
る
こ
と
を
示
す
要
素
で
あ
る
。
各
々
の
要
素
は
等
価
値
で
は
な
く
、
判
旨
は

(

ア)

を
重
視
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
七
節

小
括

本
章
で
は
、
保
全
処
分
と
し
て
の
保
管
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
保
管
人
の
法
的
地
位
・
権
限
に
関
す
る
議
論
を
検
討
し
た
。
そ
れ
を
簡

単
に
俯
瞰
す
れ
ば
以
下
の
通
り
に
な
る
。

保
管
と
は
、
裁
判
所
の
信
頼
の
置
け
る
人
物
に
よ
る
、
財
産
の
保
管

(V
erw
ahrung)

・
管
理
の
こ
と
で
あ
る
。
Ｋ
Ｏ
一
〇
六
条

に
基
づ
く
保
管
は
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
九
三
八
条
に
お
け
る
民
事
保
全
処
分
と
し
て
の
保
管
を
名
を
借
り
な
が
ら
、
そ
の
内
容
は
破
産
法
独
自
の

視
点
に
お
い
て
定
め
ら
れ
る
。
保
管
の
主
た
る
機
能
は
、
債
務
者
の
業
務
の
継
続
等
を
通
じ
、
破
産
手
続
の
開
始
ま
た
は
遂
行
を
可
能

ドイツ倒産法における ｢仮管財人｣ の権限 (一)
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用
さ
れ
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。G

runsky

は
、
そ
の
よ
う
な
場
合
保
管
人
は
破
産
債
権
者
の
利
益

企
業
を
で
き
る
だ
け
利
潤

の
あ
が
る
形
で
換
価
す
る
こ
と
に
対
す
る
利
益

を
考
慮
し
て
活
動
す
る
の
で
あ
り
、
利
益
状
況
と
し
て
は
手
続
開
始
後
に
管
財

人
が
換
価
す
る
の
と
何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
破
産
債
権
者
は
や
は
り
破
産
リ
ス
ク
を
負
担
す
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
す
る

(

�)

。

第
二
に
、

順
序
が
前
後
す
る
が

、
こ
の
よ
う
な
例
外
が
そ
も
そ
も
認
め
ら
れ
る
か
否
か
で
あ
る
。
判
旨
は
、
い
か
な
る

場
合
が

｢

手
続
開
始
が
確
実
な
も
の
と
予
見
さ
れ
か
つ
債
務
者
財
産
保
全
の
た
め
に
絶
対
に
必
要
な
場
合｣

に
当
た
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
た
だ
、｢

手
続
開
始
が
確
実
な
も
の
と
予
見
さ
れ｣

る
と
き
は
、
破
産
開
始
に
よ
る
債
務
者
の
管
理
処

分
権
の
喪
失
が
確
実
で
、
財
産
に
対
す
る
債
務
者
の
利
益
を
格
別
に
考
慮
す
る
必
要
が
な
い
場
合
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
だ
と

す
れ
ば
、
か
か
る
場
合
に
は
債
務
者
の
同
意
が
あ
る
の
と
同
視
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う

(

�)

。
そ
の
意
味
で
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
保
全
処
分

と
し
て
の
保
管
が
破
産
開
始
に
結
び
つ
く
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

(

�)

。
も
っ
と
も
判
旨
は
、
手
続
開
始
の
確
実
性
を
も
っ

て
、
完
全
に
債
務
者
の
同
意
に
代
替
で
き
る
も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
蓋
し
、
債
務
者
財
産
保
全
の
観
点
か
ら

『

絶
対

に
必
要』

で
あ
る
こ
と
を
併
せ
て
要
件
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
保
全
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
債
務
者
の
同
意
が
存
在
す

る
場
合
に
お
け
る
よ
り
も
、
高
度
な
も
の
が
要
求
さ
れ
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
ろ
う

(

�)

。

こ
の
点
、
下
級
審
判
例
で
あ
る
が
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
に
い
う

｢
例
外｣

に
当
た
る
と
判
断
さ
れ
た
事
案
が
あ
る
。
事
案
は
、
債
務
者
会
社
の

機
械
上
の
譲
渡
担
保
権
を
主
張
す
る
Ｘ
が
、
破
産
管
財
人
Ｙ
が
保
管
人
当
時
に
行
っ
た
営
業
譲
渡
へ
の
同
意
に
よ
っ
て
損
害
を
被
っ
た

と
し
て
、
Ｙ
の
保
管
人
と
し
て
の
義
務
違
反
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
請
求
を
求
め
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
判
旨
は
結
論
と
し
て
Ｙ

に
義
務
違
反
は
な
か
っ
た
と
し
て
Ｘ
の
請
求
を
棄
却
し
た
。
判
旨
は
理
由
と
し
て
、
保
管
人
が
債
務
者
に
よ
る
営
業
設
備

(B
etriebseinrichtung)

の
譲
渡
に
同
意
し
た
こ
と
で
、(

ア)

競
売
手
続
に
よ
っ
た
場
合
に
予
想
さ
れ
る
額
の
約
五
倍
を
上
回
る

売
得
金
が
破
産
財
団
に
も
た
ら
さ
れ
た
、(

イ)

営
業
譲
受
人
が
賃
貸
借
契
約
を
引
き
受
け
る
こ
と
で
財
団
が
少
な
く
と
も
一
五
〇
〇

〇
マ
ル
ク
の
賃
料
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
、
更
に
在
庫
品
の
冷
蔵
に
必
要
な
電
気
料
金
の
負
担
か
ら
も
解
放
さ
れ
た
、
そ
し
て

(

ウ)

保
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注

(

８)

一
八
七
七
年
二
月
一
〇
日
に
制
定
さ
れ
た
ド
イ
ツ
帝
国
破
産
法

(K
onkursordnung

f� r
das
D
eutsche

R
eich)

は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
施
行
の

た
め
変
更
・
補
充
の
必
要
が
生
じ
た
の
で
、
一
八
九
八
年
に
改
正
さ
れ
た
。
そ
れ
以
後
、
一
九
九
八
年
末
ま
で
通
用
し
て
い
た
の
が
、
一
八
九

八
年
五
月
二
〇
日
の
公
布
条
文
の
文
言
に
お
け
る
一
八
七
七
年
二
月
一
〇
日
の
破
産
法

(K
onkursordnung

vom
10.
F
ebruar

1877

( R
G
B
l.
S.
351)

in
der
F
assung

der
B
ekanntm

achung
vom

20.
M
ai
1898

(R
G
B
l.
S.
612))

で
あ
る
。

(

９)

条
文
の
翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
、
斎
藤
常
三
郎

(

中
野
貞
一
郎
補
遺)

『

独
逸
民
事
訴
訟
法
Ⅵ
破
産
法
・
和
議
法』

(

現
代
外
国
法
典
叢
書
⑬)

(

有
斐
閣
、
一
九
五
六)

を
参
考
に
し
た
。

(

�)
K
ilger,

Sequestration
im
K
onkurser� ffnungsverfahren,

E
inhundert

Jahre
K
onkursordnung

1877-1977
[1977],

S.

189,
194
[

以
下K

ilger,
E
inhundert

Jahre

と
し
て
引
用
す
る];

U
hlenbruck,

Insolvenzrecht
[1979],

R
dnr.

68.

(

�)
Jaeger/W

eber,
K
onkursordnung,

8
A
ufl.
[1973]

§
106
A
nm
.
12.

(

�)

保
管
の
沿
革
に
関
し
て
は
、C
astendiek,

P
roblem

e
der
durch

einstw
eilige

V
erf� gung

und
im
K
onkurser� ff-

nungsverfahren
angeordneten

Sequestration,
D
issertation,

S.
20ff.

(C
astendiek,

D
issertation

と
し
て
引
用)

に
よ
っ
た
。

(

�)

プ
ロ
イ
セ
ン
法
の
場
合
、
プ
ロ
イ
セ
ン
普
通
法

(A
llgem

eines
L
andrecht

f� r
die
preu

�
ischen

Staaten,
A
L
R
)

第
一
部
第
一
四

編

｢

所
有
権
及
び
権
利
の
維
持
に
つ
い
て｣

(V
on
E
rhaltung

des
E
igenthum

s
und
der
R
echte)

第
九
二
条
以
下
に
規
定
が
あ
る
。

九
二
条
な
い
し
一
〇
二
条
は
裁
判
所
の
保
管

(G
erichtliche

V
erw
ahrung)

に
関
す
る
規
定
、
一
〇
三
条
な
い
し
一
〇
八
条
は
保
管

(Sequestration)

に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
後
者
は
、
生
き
て
い
る
動
産

(lebendige
bew
egliche

Sache)

あ
る
い
は
土
地
に
つ
い
て

の
特
則
で
あ
り
、
法
的
性
質
は
前
者
と
同
じ
で
あ
る
。
裁
判
所
の
保
管
の
定
義
規
定
は
、｢

物
に
関
す
る
所
有
権
ま
た
は
特
定
の
権
利
に
争
い

が
あ
る
と
き
、
紛
争
の
解
決
時
ま
で
、
勝
訴
者
の
保
全
の
た
め
に
裁
判
所
の
保
管
の
下
に
お
く
こ
と
が
で
き
る｣

と
い
う
も
の
で
あ
る

(

九
二

条)

。
講
学
上
は
、
裁
判
所
の
保
管
・Sequestration

の
双
方
と
も
保
管

(Sequestration)

と
呼
ば
れ
て
い
る
と
い
う

(C
astendiek,

D
issertation

(N
.
12),
S.
13.)

。

な
お
、
Ａ
Ｌ
Ｒ
の
条
文
は
、H

attenauer
(H
rsg.),A

llgem
eines

L
andrecht

f� r
die
P
reu

�
ischen

Staaten
von
1794,2.A

ufl.

[1994]

に
よ
っ
た
。
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に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

債
務
者
に
一
般
的
譲
渡
禁
止
が
発
令
さ
れ
た
際
の
保
管
人
の
権
限
に
つ
い
て
は
、
当
初
は
単
純
に
債
務
者
財
産
の
管
理
処
分
権
で
あ

る
と
解
す
る
見
解
が
多
か
っ
た
が
、
近
時
は
破
産
管
財
人
の
管
理
処
分
権
と
対
比
し
て
保
管
人
の
権
限
の
内
容
を
精
緻
化
し
た
議
論
が

な
さ
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、
破
産
管
財
人
ほ
ど
の
包
括
的
な
管
理
処
分
権
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が

あ
る
。
そ
し
て
具
体
的
な
権
限
内
容
と
し
て
は
、
①
保
管
人
固
有
の
権
限
と
し
て
な
し
得
る
措
置
、
②
何
ら
か
の
正
当
化
要
件
を
満
た

す
こ
と
で
な
し
得
る
措
置
、
及
び
③
そ
の
よ
う
な
正
当
化
要
件
を
満
た
し
て
も
な
し
得
な
い
措
置
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。

判
例
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
判
例
の
一
般
理
論
は
、
保
管
人
の
権
限
に
つ
い
て
、｢

保
管
の
目
的
の
枠
内
で
、
債
務
者
財
産
の

維
持
、
保
持
、
及
び
通
常
の
用
法
に
従
っ
た
管
理
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
権
限
が
あ
り
、
そ
の
目
的
の
範
囲
内
で
債
務
者
の
処
分
権

が
保
管
人
に
移
転
す
る｣

と
す
る
。

具
体
的
措
置
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
議
論
が
あ
る
。
ま
ず
、
①
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、
債
務
者
の
業
務
の
継
続
、
債
務
者
の
業

務
の
通
常
の
過
程
に
従
っ
た
財
産
の
売
却
、
傷
み
易
い
物
の
緊
急
売
却
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
②
に
属
す
る
か
が
検
討
さ
れ
て
い

る
も
の
と
し
て
は
、
債
務
者
の
業
務
の
閉
鎖
、
売
却
が
急
を
要
さ
ず
し
か
も
債
務
者
の
業
務
の
通
常
の
過
程
で
な
い
よ
う
な
物
の
売
却
、

営
業
譲
渡
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
に
属
す
る
措
置
を
行
う
た
め
の
正
当
化
要
件
と
し
て
学
説
・
判
例
で
よ
く
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
債
務
者
の
同
意
、
あ
る
い
は

破
産
裁
判
所
の
許
可
で
あ
る

(

債
権
者
の
関
与
を
説
く
有
力
説
も
あ
る)

。
い
ず
れ
を
要
件
と
す
る
か
は
、
破
産
申
立
後
開
始
前
と
い

う
手
続
的
段
階
に
お
け
る
利
害
関
係
人
の
利
益
を
ど
の
程
度
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
斟
酌
す
る
か
と
い
う
点
に
関
す
る
、
論
者
の
立
場

に
よ
っ
て
異
な
る
。
更
に
、
経
済
的
に
有
意
義
な
措
置
で
あ
る
こ
と
も
、
正
当
化
要
件
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

最
後
に
②
と
③
の
限
界
を
画
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
債
権
者
自
治
を
考
慮
す
る
有
力
説
が
あ
る
。
そ
し
て
、
破
産
保
全
処
分
の
内
在

的
制
約

(

最
終
的
状
態
を
も
た
ら
す
も
の
で
な
い
こ
と)

も
意
識
さ
れ
て
い
る
。

論 説
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故
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
第
八
編
第
五
章
の
規
定
は
若
干
の
点
に
お
い
て
準
用
さ
れ
る
も
の
の
、
多
く
の
関
係
に
お
い
て
は
、
破
産
手
続
・
事
前
手
続
と
二

当
事
者
間
の
訴
訟
と
の
差
異
に
よ
っ
て
、
準
用
が
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
債
務
者
は
保
全
処
分
を
担
保
提
供

(

Ｃ
Ｐ
Ｏ
草
案
七
四
八
条

[

Ｚ
Ｐ

Ｏ
九
二
三
条]

、
七
五
八
条

[

Ｚ
Ｐ
Ｏ
九
三
四
条])

に
よ
っ
て
取
り
消
す
こ
と
は
で
き
な
い
、
措
置
の
取
消
は
破
産
開
始
の
申
立
の
棄
却
と
同

時
に
の
み
な
し
得
る

(

Ｋ
Ｏ
九
八
条
二
項
参
照)

、
と
い
っ
た
点
で
あ
る
。M

otive
zu
dem

E
ntw
urf
einer

K
onkursordnung,

S.

299ff.

M
otive

は
、H

ahn,
D
ie
gesam
ten
M
aterialien

zu
den
R
eichsjustizgesetzen,

B
d.
4,
M
aterialien

der
K
onkursordnung

und
des
A
nfechtungsgesetzes

[1881
(1983

復
刻)]

に
よ
る
。

(

�)
M
eyer/Schiederm

air/B
leyer,

D
ie
K
onkursordnung

f� r
das
D
eutsche

R
eich,

3.
A
ufl.

[1928],
§
106
K
O
A
nm
.
1c.;

E
ndem

ann,D
eutsche

K
onkursverfahren

[1889],S.85;W
ilm
ow
ski,D

eutsche
R
eichs-K

onkursordnung,5.A
ufl.[1896],

A
nm
.
1;
Jaeger,

K
onkursordnung,

1.
A
ufl.
[1902],

§
106
A
nm
.
1;
M
entzel,

K
om
m
entar

zur
R
eichskonkursordnung,

2.
A
ufl.
[1926],

§
106
R
dnr.

2;
B
� hle-Stam

schr� der,
K
onkursordnung,

5.
A
ufl.
[1958],

§
106
K
O
A
nm
.
2.

(

�)
B
aum
bach/L

auterbach/H
artm
ann,

Zivilproze�
ordnung,

50.
A
ufl.
[1992],

938
A
nm
.
2B
.

は
、
営
業
自
体
が
強
制
執
行
に

服
し
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
保
管
の
対
象
に
も
な
ら
な
い
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、Jauernig

は
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
営
業
自
体
が
保
管

の
対
象
と
な
る
と
す
る
。
仮
処
分
に
お
い
て
は
権
利
を
将
来
に
実
現
す
る
こ
と
の
み
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
権
利
の
対
象
が
将
来
の
強
制
執
行

に
服
す
る
か
ど
う
か
の
問
題
で
は
な
い
。
営
業
譲
渡
の
際
は
買
主
の
移
転
請
求
権
は
包
括
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
請
求
権
を
包
括
的
に

保
全
す
る
た
め
に
は
、
営
業
全
体
の
保
管
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
更
に
、
破
産
手
続
や
和
議
手
続
に
お
い
て
営
業
全
体
が
網
羅
さ
れ
る

こ
と
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
九
三
五
条
に
基
づ
く
保
管
は
裁
判
上
命
じ
ら
れ
る
管
理
の
一
形
態
に
過
ぎ
な
い
こ
と
も
、
こ
こ
で
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
、
と

(Jauernig,
D
er
zul� ssige

Inhalt
einstw

eiliger
V
erf� gungen,

ZZP
79
(1966),

321,
327f.)

。
近
時
は
、Jauernig

を
支
持
す

る
見
解
が
有
力
で
あ
る
。Stein/Jonas/G

runsky,
ZP
O
(N
.
17),

§
938
R
dnr.

23;
B
aur/St� rner,

Zw
angsvollstreckungs-,

K
onkurs-

und
V
ergleichsrecht,

B
and

Ⅰ
,
E
inzelvollstreckungsrecht

[1995],
53
F
n.
31;
C
astendiek

(N
.
12),

D
isserta-

tion,
S.
32f.

(

�)
Stieglitz,K

onkursordnung
[1879],§

98
A
nm
.I
2;W
illm
ow
ski,D

eutsche
R
eichs-K

onkursordnung,5.A
ufl.[1896],
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(

�)

プ
ロ
イ
セ
ン
法
で
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
普
通
裁
判
所
法

(A
llgem

eine
G
erichtsordnung

f� r
die
preussischen

Staaten,
A
G
O
)

第
一
部
第
二
四
編
一
一
六
条
以
下
にSequestration

の
規
定
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
物

(

土
地)

の
収
益
に
対
す
る
差
押
だ
け
で
は
債

権
者
の
満
足
に
十
分
で
な
い
と
き
に
、
裁
判
所
が
保
管
を
命
じ
る
と
、
債
務
者
は
物
に
関
す
る
利
用
・
処
分
を
排
除
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
保
管

人
が
物
の
管
理
を
行
い
、
そ
こ
か
ら
の
収
益
を
債
権
者
の
満
足
に
充
て
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
Ａ
Ｇ
Ｏ
の
条
文
に
つ
い
て
は
、Schubert,

A
llgem

eine
G
erichtsordnung

f� r
die
preussischen

Staaten
[1822]

(1994

復
刻),

B
and
I

に
よ
っ
た
。

(

�)
C
astendiek,

D
issertation

(N
.
12),
S.
15.

(

�)

例
え
ば
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
四
八
、
八
五
五
条
に
も

｢

保
管
人｣

の
文
言
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
八
四
八
条
は
我
が
国
旧
旧
民
事
訴
訟
法
六
一
七
条

に
、
八
五
五
条
は
同
じ
く
六
二
五
条
に
該
当
す
る
。
八
四
八
条
は
、
金
銭
債
権
の
債
務
者
が
第
三
債
務
者
に
対
し
不
動
産
に
関
す
る
請
求
権
を

有
す
る
と
き
に
、
債
権
者
が
執
行
を
す
る
準
備
と
し
て
、
不
動
産
に
関
す
る
請
求
権
を
実
現
す
る
た
め
の
措
置
で
あ
る
。
八
五
五
条
は
、
か
か

る
不
動
産
に
関
す
る
請
求
権
へ
の
差
押
え
が
競
合
し
た
場
合
に
、
第
三
債
務
者
の
た
め
の
保
管
人
選
任
を
認
め
る
規
定
で
あ
る
。
八
四
八
条
の

場
合
、
選
任
さ
れ
た
保
管
人
は
、
不
動
産
引
渡
し
の
対
象
も
し
く
は
物
権
的
合
意
の
当
事
者
と
な
り
、
ま
た
債
権
者
の
た
め
に
保
全
抵
当
権
の

登
記
に
同
意
す
る
。
第
三
債
務
者
が
引
渡
し
ま
た
は
物
権
的
合
意
に
応
じ
な
い
場
合
、
債
権
者
が
第
三
債
務
者
を
相
手
取
り
保
管
人
へ
の
引
渡

し
を
訴
求
す
る
。
こ
の
保
管
人
に
目
的
不
動
産
の
管
理
権
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
文
で
掲
げ
た
保
管
の
定
義
に
は
該
当
す
る
も
の
の
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
九
三
八
条
、
も
し
く
は
Ｋ
Ｏ
一
〇
六
条
の
想
定
す
る
保

管
と
は
異
質
の
も
の
で
あ
る
。vgl.

C
astendiek,

D
issertation

(N
.
12),
S.
20ff.

(

�)
Stein/Jonas/G

runsky,
Zivilproze�

ordnung,
21.
A
ufl.,

B
d.
7
[1996],

§
938
R
dnr.

21.

以
下
の
説
明
に
つ
い
て
も
、
同

書
に
拠
っ
た
。

な
お
、V

erw
ahrung

とSequestration

の
訳
語
は
、
前
者
を
保
管
ま
た
は
寄
託
、
後
者
を
保
管
と
す
る
の
が
通
常
の
よ
う
で
あ
る

(

山

田
晟
・
ド
イ
ツ
法
律
用
語
辞
典

(

改
訂
増
補
版
、
一
九
九
一)

五
七
三
、
六
八
六
頁
参
照)

。
本
稿
で
は
、｢

保
管｣

と
はSequestration

を

指
す
こ
と
と
し
、V

erw
ahrung

に
つ
い
て
は

｢

保
管

(V
erw
ahrung)｣

と
掲
記
す
る
こ
と
に
す
る
。

(

�)

破
産
法
理
由
書
で
は
以
下
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。
全
て
の
許
容
さ
れ
る
保
全
処
分
は
、
仮
差
押
え
と
仮
処
分
の
概
念
の
下
に
組
み
込
ま
れ
る
。

も
っ
と
も
保
全
処
分
は
、
個
々
の
債
権
の
保
全
で
は
な
く
、
存
在
す
る
全
て
の
破
産
債
権
の
保
全
を
目
的
と
す
る
点
に
、
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
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M
ohrbutter

は
ま
た
、
破
産
裁
判
所
が
将
来
破
産
管
財
人
に
予
定
し
て
い
る
者
を
保
管
人
と
し
て
選
任
し
、
そ
の
者
に
手
続
費
用
を
賄
う

だ
け
の
財
団
の
存
否

(

Ｋ
Ｏ
一
〇
七
条
参
照)

を
調
査
さ
せ
る
こ
と
で
、
現
存
財
産
の
換
価
可
能
性
に
つ
い
て
現
実
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
せ

る
こ
と
が
で
き
る
と
も
指
摘
し
て
い
る
。M

ohrbutter/H
aarm

an,
a.a.O

.

(

�)
K
ilger

は
そ
の
証
左
と
し
て
、
一
九
五
三
年
に
出
版
さ
れ
たB

� hle-Stam
schr� der,

K
O
,
3.
A
ufl.

の
一
三
〇
条

[

管
財
人
が
業
務
を

閉
鎖
す
る
場
合
の
、
破
産
者
に
対
す
る
通
知
義
務]

、
一
三
二
条

[

債
権
者
集
会
の
決
議
事
項
＝
扶
助
料
、
業
務
閉
鎖
ま
た
は
継
続
な
ど]

、
一

一
七
条

[

一
項
＝
財
団
の
占
有
・
管
理
・
換
価
、
二
項
＝
破
産
者
の
営
業
帳
簿
の
譲
渡
は
そ
れ
が
営
業
続
行
に
必
要
な
場
合
の
み
、
営
業
譲
渡

と
共
に
許
さ
れ
る]

の
注
釈
に
お
い
て
、
業
務
継
続
と
そ
れ
に
続
く
営
業
譲
渡
に
関
す
る
記
述
が
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
解
体
清
算
が
倒

産
処
理
の
原
則
的
形
態
と
考
え
ら
れ
て
い
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
理
由
をK

ilger

は

｢

全
て
の
債
務
に
対
す
る
債
務
者
の
責
任
の
実
現｣

と
い

う
全
て
の
倒
産
手
続
の
目
的
に
求
め
る
。
即
ち
、
当
時
の
倒
産
実
務
に
お
い
て
は
、
債
務
者
の
個
々
の
財
産
の
換
価
こ
そ
が
責
任
実
現
方
法
で

あ
り
、
業
務
継
続

(

及
び
そ
れ
に
続
く
営
業
譲
渡)

と
い
う
の
は
そ
れ
に
そ
ぐ
わ
な
い
、
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
よ
う
な
考
え
方
が
生
ま
れ
た
背
景
に
、
一
八
七
七
年
に
、
債
務
者
の
再
建
の
余
地
を
認
め
て
い
た
従
前
の
破
産
法

(G
em
einschuldordnung)

に
代
わ
り
、
破
産
法

(K
onkursordnung)

の
み
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、

営
業
譲
渡
は
む
し
ろ
再
建
の
手
段
で
あ
り
、
解
体
清
算
の
た
め
の
手
続
で
あ
る
破
産
手
続
の
趣
旨
に
合
致
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
右
の
よ
う
な
状
況
は
、
和
議
法
制
定
後
も
変
化
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
以
上
、K

ilger,
�
ber
die
M
� glichkeit

der
G
esch

� ftsfortf� hrung
insolventer

U
nternehm

en
unter

dem
geltenden

R
echt
und
nach

dem
D
iskussionsentw

urf

einer
Insolvenzordnung,

K
T
S
1989,

495f.

(

�)
B
erges

の
説
明
に
つ
き
、
後
掲
注
�
参
照
。

(

�)
Jaeger/W

eber,
K
O
§
106
(N
.
11),
A
nm
.
12.

こ
れ
を
支
持
す
る
も
の
と
し
て
、C

astendiek,
D
issertation

(N
.
12),
S.
83f.;

M
entzel/K

uhn,
K
O
,
7.
A
ufl.
[1962],

§
106
A
nm
.
6.

W
eber

は
そ
の
一
九
五
九
年
の
論
文
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
な
強
制
清
算
回
避
の
た
め
の
手
続
を
前
置
す
る
倒
産
制
度

に
示
唆
を
得
て
新
た
な
統
一
的
倒
産
法
を
構
想
し
て
い
る
が
、
そ
の
立
論
の
過
程
で
、
イ
ギ
リ
ス
のofficial

receivership

類
似
の
機
能
が

ド
イ
ツ
破
産
法
一
〇
六
条
に
基
づ
く
一
般
的
譲
渡
禁
止
及
び
保
管
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
財
産
を
保
全
し
、
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§
98
A
nm
.
1.

例
え
ば
、Stieglitz

は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。｢

保
全
処
分
は
、
財
団
保
全
の
た
め
に
の
み
発
令
す
る
こ
と
が
で
き
、
暫

定
的
性
格
を
越
え
て
は
な
ら
な
い
。
か
か
る
理
由
か
ら
、
こ
の
段
階
で
は
債
務
者
の
業
務
は
閉
鎖
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
許
さ
れ
な

い
術
策

(M
anipulation)

の
疑
い
が
明
白
で
あ
る
と
き
は
、
債
務
者
に
業
務
の
継
続
を
禁
止
し

(

特
別
の
譲
渡
禁
止)

、
保
管
人
と
し
て
の

第
三
者
に
そ
れ
を
委
ね
る
こ
と
が
で
き
る(

Ｃ
Ｐ
Ｏ
八
一
七
条
二
項)｣

。
Ｃ
Ｐ
Ｏ
八
一
七
条
二
項
は
、
現
在
の
Ｚ
Ｐ
Ｏ
九
三
八
条
二
項
で
あ
る
。

立
法
史
的
に
は
、
一
八
五
五
年
プ
ロ
イ
セ
ン
破
産
法
が
、
債
務
者
の
業
務
の
継
続
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
、
破
産
開
始
前
に
も
講
ず
る

余
地
を
認
め
て
い
る

(

一
三
七
条
二
項
、
一
四
四
条)

。
た
だ
し
、
前
記
文
献
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
破
産
法
に
つ
い
て
は
特
に
言
及
し
て
い
な
い
。

(

�)
Jaeger,

K
om
m
entar

zur
K
onkursordnung,

6.
u.
7.
A
ufl.,

2.
B
and

[1936],
106
A
nm
.
12.

(

�)

た
だ
し
、
保
管
人
の
営
業
継
続
の
権
限
の
有
無
、
そ
の
際
に
保
管
人
に
許
さ
れ
る
措
置
の
限
界
に
つ
い
て
は
、
第
四
節
以
下
で
見
る
よ
う
に

議
論
が
あ
る
。

(

�)

例
え
ば
、C

astendiek
は
、
仮
処
分
と
し
て
の
保
管
と
破
産
保
全
処
分
と
し
て
の
保
管
と
の
関
係
に
関
し
、
大
要
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

Ｋ
Ｏ
一
〇
六
条
の
保
管
に
も
Ｚ
Ｐ
Ｏ
九
三
八
条
の
保
管
に
関
す
る
規
則
を
当
て
は
め
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
有
益
な
結
論
を
求
め
る
際

に
考
慮
す
べ
き
本
質
、
目
的
、
要
件
の
差
異
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｋ
Ｏ
一
〇
六
条
の
保
管
に
関
し
て
は
、
破
産
財
団
が

対
象
で
あ
る
こ
と
、
包
括
執
行
の
保
全
で
あ
る
こ
と
、
職
権
で
発
令
さ
れ
る
こ
と
、
全
利
害
関
係
人
の
意
思
に
反
し
て
も
で
き
る
こ
と
、
及
び

保
管
対
象
物
の
帰
属
に
関
し
て
必
ず
し
も
紛
争
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
一
〇
六
条
の
保
管
が
破
産
手

続
中
の
措
置
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
九
三
八
条
の
保
管
で
あ
れ
ば
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
破
産
法
の
規
定
の
準
用
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
れ
で
も
、
問
題
状
況
の
似
て
い
る
状
況
も
よ
く
あ
る
の
で
、
個
々
の
問
題
の
処
理
に
際
し
て
Ｚ
Ｐ
Ｏ
九
三
八
条
に
当
て
は
ま
る
説

明
を
援
用
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
、
と

(C
astendiek,

D
issertation

(N
.
12),
S.
80f.)

。

(

�)
M
ohrbutter,Zur

kontinuierlichen
W
eiterf� hrung

eines
L
ohnbetriebes

im
K
onkursverfahren,D

er
B
etrieb

1954,343;

M
ohrbutter/H

aarm
an,
Zusam

m
enarbeit

zw
ischen

K
onkursgericht

und
K
onkursverw

alter,
K
T
S
1956,

177f.

こ
れ
を

支
持
す
る
も
の
と
し
て
、N

oack,
D
er
vollstreckungsrechtliche

Sequester
als
verw
altender

T
reuh

� nder,
K
T
S
1957,

73,
75;

B
� hle-Stam

schr� der,
K
O
,
5.
A
ufl.
[1958],

§
106
A
nm
.
1.
N
oack

は
、M

ohrbutter

の
い
う

｢

信
頼
の
置
け
る
人
物｣

す
な
わ

ち
保
管
人
が
、
破
産
裁
判
所
の
保
管
決
定
に
お
け
る
詳
細
な
授
権
に
基
づ
き
そ
の
監
督
を
受
け
て
活
動
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
す
る
。
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顧
客
、
従
業
員
の
流
出
を
防
止
す
る
た
め
に
、
破
産
開
始
ま
で
事
業
を
停
止
さ
せ
ず
に
継
続
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
勿
論
、
事
業
を
継
続

し
て
も
更
な
る
損
失
し
か
見
込
ま
れ
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
早
急
に
事
業
を
停
止
す
べ
き
で
あ
る
。
だ
が
、
組
織
そ
の
も
の
は
健
全
な
事
業
で

あ
っ
て
も
、
過
小
資
本

(U
nterkapitalisierung)

、
企
業
主
の
乱
脈
経
営
、
あ
る
い
は
重
要
な
取
引
先
の
倒
産
に
よ
っ
て
倒
産
に
追
い
込

ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
か
か
る
場
合
に
は
個
々
の
財
産
の
解
体
処
分
よ
り
は
、
組
織
価
値
の
処
分
の
方
が
多
く
の
収
益
を
も
た
ら
す
可
能
性
が

あ
る
。
事
業
継
続
の
任
を
負
わ
せ
る
の
は
、
保
管
人
が
適
当
で
あ
る
。
破
産
を
早
期
に
開
始
し
て
破
産
管
財
人
に
事
業
継
続
さ
せ
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
が

(

Ｋ
Ｏ
一
二
九
条
二
項
、
一
三
二
条)

、
拙
速
な
破
産
開
始
の
恐
れ
が
あ
る
。
債
務
者
独
り
で
は
、
事
業
資
金
も
信
用
も
な
い
。

保
管
人
な
ら
ば
、
強
制
は
で
き
な
い
も
の
の
、
事
業
資
金
を
提
供
し
よ
う
と
い
う
債
権
者
が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
よ
う

な
債
権
者
が
財
団
価
値
の
維
持
に
利
益
を
有
し
、
か
つ
債
務
者
か
ら
履
行
を
受
け
る
こ
と
が
当
該
債
権
者
自
ら
の
債
務
の
履
行
に
も
係
っ
て
い

る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
、
と

(C
astendiek,

D
issertation

(N
.
12),
S.
85ff.)

。

(

�)
K
ilger,

D
er
K
onkurs

des
K
onkurs,

K
T
S
1975,

142ff.

も
っ
と
も
、
担
保
権
や
国
庫
の
請
求
権
な
ど
優
先
的
権
利
を
原
因
と
す
る

財
団
不
足
事
件
の
増
加
の
問
題
は
、
既
にW

eber

の
一
九
五
九
年
の
論
文
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
。W

eber,
a.a.O

.
(N
.
28),
K
T
S
1959,

80,
83ff.

(

�)
K
ilger,

E
inhundert

Jahre
(N
.
10),
S.
201f.

(

�)
K
ilger,

a.a.O
.
(N
.
31),
K
T
S
1975,

142,
158ff.;

ders,
E
inhundert

Jahre
(N
.
10),
S.
189,

201ff.
K
ilger

は
、
大
要
以
下

の
よ
う
に
説
く
。
保
管
人
が

(

自
ら
ま
た
は
債
務
者
と
協
力
し
て)

行
為
す
る
こ
と
で
、
将
来
債
務
が
財
団
債
務
と
し
て
発
生
す
る
の
を
防
止

す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
①

(

そ
の
た
め
の
資
金
が
な
い
か
ま
た
は
財
団
不
足
と
な
る
リ
ス
ク
が
非
常
に
大
き
い
た
め

に
破
産
手
続
に
お
け
る
完
成
が
確
実
に
は
見
込
め
な
い
よ
う
な)

未
完
成
建
物
を
既
に
注
文
者
に
引
き
渡
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
売
上
税
課
税
の

対
象
と
な
る
引
渡
し
の
事
実
を
生
ぜ
し
め
て
し
ま
う
。
す
る
と
売
上
税
は
、
破
産
開
始
後
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
た
場
合
と
異
な
り
、
破

産
債
権
と
し
て
生
ず
る
。
同
様
に
、
②
債
権
者
に
担
保
の
た
め
に
譲
渡
さ
れ
、
そ
の
余
剰
が
財
団
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
が
確
実
に
は
期
待
で

き
な
い
よ
う
な
財
産
価
値
を
、
保
管
人
が
今
換
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
生
じ
た
売
上
税
が
財
団
費
用
で
は
な
く
、
破
産
債

権
と
し
て
生
ず
る
。
そ
の
よ
う
な
措
置
に
よ
っ
て
、
売
上
税
の
領
域
か
ら
破
産
財
団
に
生
ず
る
よ
う
な
財
団
費
用
を
、
縮
減
で
き
る
。
同
様
の

こ
と
は
、
財
団
債
務
の
相
当
部
分
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
と
り
わ
け
、
継
続
的
債
務
関
係
か
ら
生
じ
、
Ｋ
Ｏ
五
九
条
二
号
二
段
に
基
づ
き
財
団
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破
産
原
因
を
解
明
し
、
強
制
和
議
を
可
能
に
す
る
こ
と
が
イ
ギ
リ
ス
のofficial

receivership

の
任
務
で
あ
る
と
認
識
し
た
う
え
で
、
ド
イ

ツ
破
産
法
に
お
け
る
一
般
的
譲
渡
禁
止
及
び
保
管
に
よ
っ
て
も
強
制
清
算
の
回
避
・
財
産
状
態
の
解
明
が
可
能
に
な
る
と
説
い
て
い
る
。
強
制

清
算
の
回
避
と
は
、
債
務
者
に
代
わ
っ
て
保
管
人
が
業
務
を
引
き
継
ぎ
継
続
す
る
こ
と
で
業
績
を
回
復
し
、
支
払
不
能
状
態
を
除
去
す
る
こ
と

を
指
す
。
財
産
状
態
の
解
明
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
拙
速
な
破
産
開
始
を
阻
止
す
る
こ
と
に
な
り
、
ひ
い
て
は
破
産
裁
判
官
に
関
す
る

国
家
責
任
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
彼
は
一
般
的
譲
渡
禁
止
・
保
管
の
効
用
を
認
め
つ
つ
、
そ
れ
と
同
時
に
、
特
に
費
用
負
担
の
問
題
に
付
き
不
明
確
さ
が
残
っ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
す
る

(W
eber,

F
ragen

der
G
estaltung

des
K
onkursverfahrens

in
rechtspolitischer

und

rechtsvergleichender
Sicht,

K
T
S
1959,

80,
87)

。

(

�)
vgl.K

och,D
ie
Sequestration

im
K
onkurser� ffnungsverfahren,D

iss.[1982]
[

以
下K

och,D
issertation

と
し
て
引
用]

S.87.

(

�)

こ
の
よ
う
な
議
論
が
現
れ
た
時
代
的
背
景
を
、
以
下
のB

erges

の
叙
述

(

要
約)

か
ら
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。｢

今
日
の
調
査
結
果

か
ら
は
、
通
貨
切
換(W

� hrungsum
stellung)

後
に
他
人
資
本
で
設
立
さ
れ
た
自
己
資
本
不
足
の(unterkapitalisierte)

企
業
に
は
、

債
権
者
の
満
足
に
供
す
べ
き
負
担
な
き
財
産

(freie
V
erm

� gensst� cke)

が
も
は
や
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

唯
一
、
捕
捉
困
難
な
執
行
対
象
で
あ
る
、｢
暖
簾｣

す
な
わ
ち
企
業
そ
の
も
の
に
備
わ
る
組
織
価
値

(O
rganisationsw

ert)

の
み
が
残
っ
て

い
る
。
こ
の
組
織
価
値
は
一
般
に
貸
借
対
照
表
へ
の
計
上
が
で
き
ず
、
そ
れ
故
物
権
的
な
特
定
性
原
則
が
支
配
す
る
わ
が
強
制
執
行
制
度
に
お

い
て
は
、
個
別
執
行
の
方
法
に
よ
る
債
務
弁
済
に
は
用
い
得
な
い
。
執
行
は
、
組
織
構
造
を
維
持
し
つ
つ
営
業
を
全
体
と
し
て
譲
渡
す
る
か
、

ま
た
は
業
務
継
続
に
よ
る
企
業
一
体
性

(U
nternehm

ensgesam
theit)

の
収
益
を
弁
済
に
充
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
な
し
う
る｣

(B
erges,

G
esch

� ftsfortf� hrung
in
der
V
ollstreckung,

K
T
S
1956,

113)

。

C
astendiek

は
、M

ohrbutter,
W
eber,

B
erges

の
見
解
を
踏
ま
え
、
業
務
継
続
と
い
う
保
管
の
機
能
を
大
要
以
下
の
よ
う
に
説
明
し

て
い
る
。
企
業
そ
の
も
の
に
備
わ
る
組
織
価
値(

取
引
関
係
、
熟
練
の
従
業
員
、
社
名)

が
重
要
な
財
産
を
構
成
し
て
い
る
よ
う
な
企
業(

サ
ー

ビ
ス
業)

の
場
合
に
は
、
破
産
配
当
の
実
現
は
、
現
存
す
る
組
織
価
値
を
破
産
財
団
の
た
め
に
維
持
し
、
利
用
す
る
こ
と
に
か
か
る
。
利
用
の

手
段
と
し
て
は
、
組
織
的
構
造
を
維
持
し
つ
つ
企
業
を
一
括
譲
渡
す
る
か
、
あ
る
い
は
事
業
の
成
果
を
財
団
の
た
め
に
利
用
し
つ
つ
事
業
を
一

定
期
間
継
続
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
換
価
の
た
め
に
は
、
破
産
開
始
時
点
で
組
織
価
値
が
現
存
す
る
こ
と
が
条
件
だ
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
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Insolvenzverfahren
und
E
inzelzw

angvollstreckung,
E
inhundert

Jahre
K
onkursordnung

[1977],
S.
111,

116.)
。

(

�)
H
enckel,

M
asselosigkeit

und
M
asseschulden,

E
inhundert

Jahre
K
onkursordnung

[1977],
S.
169,

177.
vgl.
K
uhn/

U
hlenbruck,

K
O
,
11.
A
ufl.
[1994],

§
106
R
dr.
6
(S.
1466).

(

�)
vgl.
H
enckel,

B
uchbesprechungen

zu
F
estschrift

f� r
W
erner

F
lum
e
zum

70.
G
eburtstag,

ZZP
94
[1981],

347,
349.

(

�)
O
.
K
leiner,

B
edeutung

und
P
roblem

e
der
Sicherungsm

a
�
nahm

en
w
� hrend

des
K
onkurser� ffnungsverfahrens-

(§
106
K
O
)-,
S.
12
[1993]

(K
leiner,

D
issertation

と
し
て
引
用);

K
och,

D
issertation

(N
.
29),

S.
22ff.;

F
euerborn,

R
echtliche

P
roblem

e
der
U
nternehm

ensfortf� hrung
durch

den
Sequester

und
den
vorl� ufigen

Insolvenzverw
alter,

K
T
S
1997,

171,
172.

H
eilm
ann/Sm

id,
(N
.
104),

S.
101f.

は
保
管
の
機
能
を(

一)

財
団
を
債
務
者
の
事
実
上
の
費
消
行
為
か
ら
守
る
こ
と(

保
全
機
能)

、

(

二)

鑑
定
に
よ
っ
て
破
産
開
始
に
関
す
る
倒
産
裁
判
所
の
裁
判
を
準
備
す
る
こ
と

(

解
明
も
し
く
は
鑑
定
機
能)

、
及
び

(

三)

適
切
な
措
置

に
よ
っ
て
財
団
を
維
持
す
る
こ
と

(

維
持
機
能
。
そ
の
内
容
は
、
経
営
の
継
続
に
よ
り
企
業
の
価
値
を
維
持
す
る
と
い
う
こ
と)

の
三
つ
に
分

類
し
て
い
る
。

(

�)

こ
の
よ
う
な
解
釈
論
そ
し
て
実
務
が
成
立
す
る
に
つ
い
て
、
当
然
の
前
提
は
、
破
産
申
立
に
関
す
る
裁
判
が
行
わ
れ
る
手
続
的
段
階

(

開
始

手
続)

が
あ
る
程
度
の
期
間
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
後
半
の
マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
研
究
所
の
実
態
調
査
に
よ
る
と
、
開
始

手
続
の
期
間
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
結
果
が
出
て
い
る
。
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[

開
始
さ
れ
た
手
続
の
終
結
態
様]

〈
開
始
さ
れ
た
手
続
〉

〈
開
始
さ
れ
な
か
っ
た
手
続
〉

〈
終
結
決
定
〉

〈
廃

止
〉

〈
強
制
和
議
〉

平
均
値

(

週)

五
・
一

九
・
一

四
・
三

六
・
一

四
・
一

最

大

(

週)

四
八
・
〇

九
〇
・
〇

四
〇
・
〇

四
八
・
〇

一
二
・
〇

件

数

(

件)

四
五
二

一
二
九
七

二
二
四

二
〇
〇

二
七

の
負
担
と
な
る
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
で
あ
る
。
特
に
、
③
破
産
申
立
て
が
手
続
開
始
・
企
業
清
算
を
目
的
と
す
る
こ
と
か
ら
、
破
産
申
立
て

そ
の
も
の
が

｢

計
画
さ
れ
た
事
業
変
更｣

(

経
営
組
織
法
一
一
一
条)

で
あ
り
、
債
務
者
に
そ
の
段
階
で
社
会
計
画
の
作
成
を
義
務
づ
け
る
。

そ
の
こ
と
で
、
手
続
の
実
施
を
通
常
不
可
能
と
す
る
よ
う
な
非
常
に
巨
額
の
財
団
債
務
の
発
生
に
、
対
処
で
き
る
。
こ
う
し
て
、
一
〇
六
条
に

基
づ
く
保
全
処
分
の
発
令
は
、
倒
産
企
業
を
開
始
手
続
中
に
維
持
し
、
将
来
生
じ
る
財
団
債
務
そ
の
も
の
を
縮
小
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る

可
能
性
を
開
く
、
と(K

ilger,
a.a.O

.
(N
.
31),

K
T
S
1975,

142,
159f.

同
旨
、C

astendiek,
D
ie
V
erhinderung

k
� nstlicher

M
asseschulden

und
M
assekosten

durch
M
a
�
nahm

en
im
K
onkurser� ffnungverfahren,

K
T
S
1978,

9,
14f.)

。

①
は
、
請
負
仕
事
中
に
建
築
請
負
会
社
が
破
産
し
た
場
合
の
売
上
税
の
処
遇
に
関
す
る
連
邦
財
政
裁
判
所

(

Ｂ
Ｆ
Ｈ)

の
判
決
を
基
礎
と
し

て
い
る
。
売
上
税
課
税
の
基
礎
で
あ
る
仕
事
完
成
物
引
渡
が
な
さ
れ
た
と
い
え
る
の
は
目
的
物
に
つ
い
て
の
処
分
権
が
注
文
者
に
付
与
さ
れ
た

と
き
で
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
判
決
に
よ
れ
ば
、
双
方
未
履
行
で
管
財
人
が
履
行
拒
絶
し
た
と
き
は
そ
の
意
思
表
示
に
よ
り
注
文
者
に
処
分
権
が

付
与
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
、
破
産
開
始
前
の
前
払
金
も
課
税
対
象
と
な
り
、
し
か
も
課
税
事
実
が
破
産
開
始
後
で
あ
る
の
で
財
団
費
用

(

Ｋ
Ｏ
五
八
条
二
号)

と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

(K
ilger,

a.a.O
.
(N
.
31),
K
T
S
1975,

155)

。
②
は
、
譲
渡
担
保
目
的
物
の
換
価
の

際
の
売
上
税
負
担
に
関
す
る
Ｂ
Ｆ
Ｈ
の
判
例
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
そ
の
判
例
に
よ
る
と
、
破
産
管
財
人
が
目
的
物
を
譲
渡
担
保
権
者
に
引
き

渡
し
た
か
あ
る
い
は
目
的
物
が
破
産
開
始
時
に
担
保
権
者
に
既
に
引
き
渡
さ
れ
て
い
る
場
合
で
、
か
つ
担
保
権
者
が
破
産
手
続
中
に
換
価
し
た

と
き
は
、
換
価
収
益
に
か
か
る
売
上
税
に
つ
い
て
は
破
産
管
財
人
に
納
付
の
義
務
が
生
ず
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の
売
上
税
債
務
は
Ｋ
Ｏ
五

八
条
二
号
の
財
団
費
用
に
な
る
こ
と
に
な
る

(K
ilger,

a.a.O
.
(N
.
31),
K
T
S
1975,

150f.)

。
③
は
、
破
産
管
財
人
の
締
結
し
た
社
会
計

画
に
基
づ
く
債
権

(

経
営
組
織
法
一
一
一
、
一
一
二
条)
、
補
償
請
求
権

(

一
一
三
条)

が
、
財
団
債
務
に
な
る
と
い
う
連
邦
労
働
裁
判
所
の

判
例
を
基
礎
と
し
て
い
る

(K
ilger,

a.a.O
.
(N
.
31),
K
T
S
1975,

153)

。

(

�)
G
erhardt

も
、
大
要
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
近
時
の
法
的
・
経
済
的
発
展
、
特
に
社
会
計
画
に
関
す
る
連
邦
労
働
裁
判
所
の
判
例
や
、

破
産
手
続
に
お
け
る
措
置
と
租
税
の
関
係
に
関
す
る
連
邦
財
政
裁
判
所
の
見
解
に
照
ら
せ
ば
、
破
産
手
続
に
先
行
す
る
保
管
手
続
は
非
常
に
有

意
義
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
破
産
開
始
前
段
階
に
お
け
る
措
置
は
、
財
団
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
私
に
は
正
当
で
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
退
け
ら
れ
る
べ
き
法
潜
脱
の
試
み

(U
m
gehungsversuche)

で
は
な
く
、
破
産
処
理
に
冷
淡
な

(konkurs-

frem
d)

判
例
を

｢

シ
ス
テ
ム
内
在
的
に｣

(system
im
m
anent)

食
い
止
め
る(abfangen)

努
力
で
あ
る
、
と

(G
erhardt,

論 説

(名城 '08) 57－4－110



Insolvenzrecht,
12.
A
ufl.
[1990],

R
n.
7.
39;
K
och,

D
issertation

(N
.
29),
S.
74;
H
� sem

eyer,
Insolvenzrecht

[1992],
S.

148;

保
管
人
が
債
務
者
の
財
産
を
そ
の
占
有
下
に
お
く
こ
と
は
、
権
限
に
と
ど
ま
ら
ず
、
義
務
と
捉
え
る
見
解
も
あ
る
。K

ilger,

E
inhundert

Jahre
(N
.
10),
S.
195.;

K
leiner,

D
issertation

(N
.
37),
S.
31ff.

反
対
、K

uhn/U
hlenbruck,

a.a.O
.
(N
.
35),

§
106
R
n.
8,
13.

＝
保
管
人
は
破
産
管
財
人
と
異
な
り
当
然
に
債
務
者
財
産
を
占
有
す
る
権
限
を
有
す
る
の
で
は
な
く
、
個
々
の
事
案
に
お

け
る
保
管
の
目
的
を
斟
酌
し
て
、
そ
れ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
の
み
、
保
管
人
に
よ
る
財
産
の
占
有
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
と
い

う)

。財
産
の
引
渡
を
拒
む
債
務
者
に
対
し
て
は
、
保
管
人
は
保
管
命
令
を

(

Ｚ
Ｐ
Ｏ
七
九
四
条
三
号
の)

執
行
名
義
と
し
て
、
物
の
引
渡
を
求
め

る
強
制
執
行
に
関
す
る
規
定

(

Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
八
三
条
以
下)

に
従
い
強
制
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
す
る
の
が
通
説
で
あ
る

(N
oack,

a.a.O
.
(N
.
25),

K
T
S
1957,

73,
75f.;

B
aur/St� rner,

a.a.O
.;
K
uhn/U

hlenbruck,
a.a.O

.
(N
.
35),

§
106
R
n.
8;
K
leiner,

a.a.O
.;
L
ohkem

per,
D
ie
Zw
angsvollstreckung

w
� hrend

der
Sequestration,

ZIP
1995,

1641,
1642ff.

反
対
、

Jaeger/W
eber,

a.a.O
(N
.
11),

§
106
R
n.
12.

＝
物
の
引
渡
の
執
行
の
た
め
の
裁
判
所
の
決
定
を
改
め
て
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す

る
。
ま
たK

och,
D
issertation

(N
.
29),
S.
79

は
、
不
動
産
の
明
渡
に
つ
い
て
は
保
管
命
令
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
改
め
て
明
渡
命
令
を

裁
判
所
が
発
令
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。)

。
か
か
る
手
段
も
破
産
管
財
人
と
同
様
で
あ
る
。

(

�)
C
astendiek

は
、
保
管
人
に
は
将
来
破
産
財
団
と
な
る
べ
き
債
務
者
の
財
産
を
管
理

(V
erw
alten)

す
る
権
限
が
あ
る
と
す
る
。

C
astendiek,

D
issertation

(N
.
12),
S.
93f.

そ
の
管
理
権
限
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
直
接
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
保
管
人

の
管
理
権
限
に
関
し
て
は
、
一
般
に
Ｚ
Ｐ
Ｏ
九
三
八
条
の
保
管
に
つ
い
て
述
べ
た
と
こ
ろ
が
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
と
し
て
い
る
の
で
、
Ｚ
Ｐ

Ｏ
九
三
八
条
の
保
管
人
の
管
理
権
限
に
関
す
る
彼
の
叙
述
を
以
下
に
要
約
す
る
。

通
説
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
お
い
て
、
保
管
人
に
物
件
の
保
持
及
び
通
常
の

(ordnungsgem
ass)

管
理
を
な
す
任
務
が
あ
る
と
す

る
。
こ
れ
に
対
し
、
保
管
は
保
持

(V
erw
ahrung)

の
み
で
、
管
理
を
伴
わ
な
い
と
い
う
見
解
は
過
去
の
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
管

理
権
限
の
存
在
は
保
管
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
管
理
権
限
を
行
使
さ
せ
る
か
ど
う
か
は
事
案
に
よ
り
、
裁
判
所
は
場
合

に
よ
っ
て
は
保
管
人
の
権
限
を
よ
り
厳
格
で
な
い
も
の
、
例
え
ば
物
の
保
持
だ
け
に
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
操
業
中
の
営

業
の
保
全
を
命
ず
る
場
合
の
よ
う
に
、
任
務
遂
行
の
た
め
に
明
白
か
つ
疑
問
の
余
地
な
く
管
理
権
限
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
事
案
も
あ
る
。
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報
告
書
は
、
以
上
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
、
概
ね
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
付
し
て
い
る
。

開
始
審
理
の
期
間
は
、
破
産
手
続
の
実
施
不
可
能
性
の
傾
向
と
共
に
、
明
ら
か
に
増
加
す
る
。
即
ち
、
手
続
が
開
始
し
た
場
合
に
比
べ
、

申
立
棄
却
に
よ
り
手
続
が
開
始
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
の
審
理
手
続
の
期
間
は
遙
か
に
長
い
。
こ
の
よ
う
な
、
破
産
手
続
の
実
施
不
可
能
性

の
傾
向
と
共
に
開
始
手
続
の
平
均
期
間
が
明
ら
か
に
増
加
す
る
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
さ
し
当
た
り
二
通
り
の
説
明
が
可
能
で
あ
る
。

第
一
の
説
明
は
、
裁
判
所
が
、
未
だ
経
済
的
な
解
決
可
能
性
と
破
産
手
続
の
実
施
可
能
性
を
期
待
さ
せ
る
よ
う
な
事
案
に
つ
い
て
、
債
務

者
企
業
の
経
営
へ
の
処
置
及
び
鑑
定
人
・
保
管
人
の
選
任
を
優
先
さ
せ
て
い
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
の
説
明
可
能
性
は
、
資
料
が

存
在
し
な
い
ま
た
は
不
十
分
で
、
経
営
パ
ー
ト
ナ
ー
の
指
摘
が
無
く
、
特
に
経
営
が
既
に
破
産
申
立
の
遙
か
以
前
に
停
止
し
て
い
る
等
の

理
由
で
、
財
団
欠
乏
ま
た
は
財
団
不
足
の
事
案
に
お
け
る
判
断
が
、
現
実
に
は
困
難
か
つ
長
期
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
、
上
記
調
査
結
果
は
、
第
一
・
第
二
い
ず
れ
の
説
明
に
も
有
利
に
働
く
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
結
局
第
三
の
説
明
が
考
え

ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
開
始
手
続
に
お
け
る
長
期
の
審
理
期
間
と
、
破
産
の
財
団
欠
乏
と
が
、
同
様
の
理
由
に
基
づ
く
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

即
ち
、
多
数
の
担
保
の
た
め
に
、
現
存
す
る
財
産
価
値
か
ら
最
終
的
に
ど
れ
だ
け
破
産
財
団
に
組
み
込
ま
れ
る
か
の
見
通
し
が
容
易
に
立

た
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
デ
ー
タ
及
び
コ
メ
ン
ト
は
、G

essner/R
hode/Strate/Ziegert,

D
ie
P
raxis

der
K
onkursabw

icklung
in
der

B
undesrepublik

D
eutschland,

1978,
S.
138-9.

に
よ
る
。

(

�)

な
お
以
下
で
は
、
特
に
断
り
の
な
い
限
り
、
一
般
的
譲
渡
禁
止
と
保
管
の
各
保
全
処
分
が
同
時
に
発
令
さ
れ
た
場
合
を
念
頭
に
置
い
て
議
論

す
る
。
保
管
人
の
法
的
地
位
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
議
論
も
、
両
保
全
処
分
が
発
令
さ
れ
た
場
合
を
前
提
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

(

�)
C
astendiek

は
、
現
行
実
定
法
上
の
保
管
を
定
義
付
け
、
保
管
と
は

｢

特
別
の
命
令
の
実
施
と
し
て
、
目
的
物
を
裁
判
所
の
選
任
す
る
受
託

者
に
移
転
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
債
権
者
の
満
足
を
目
的
と
せ
ず
、
単
に
後
の
、
主
た
る
請
求
権
の
強
制
執
行
を
準
備
し
、
保
全
す
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
受
託
者
に
は
財
産
管
理
権
が
認
め
ら
れ
る｣

で
あ
る
と
説
く

(C
astendiek,

D
issertation

(N
.
12),
S.
23ff.

同
旨
、

K
ilger,

E
inhundert

Jahre
K
O
(N
.
10),
S.
193.)

。

な
お
、
保
管
人
は
、
破
産
管
財
人
と
同
様

(

Ｋ
Ｏ
一
一
七
条
参
照)

、(

将
来
の
破
産
財
団
に
属
す
べ
き)

債
務
者
の
財
産
を
そ
の
占
有
下
に

お
く
権
限
が
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る

(B
aur/St� rner,

Zw
angsvollstreckungs-,

K
onkurs-

und
V
ergleichsrecht,

B
and
Ⅱ
,

論 説

(名城 '08) 57－4－112



(

�)

も
っ
と
も
、
論
者
に
よ
っ
て
は
、
破
産
裁
判
所
の
明
示
的
命
令
に
よ
る
権
限
の
補
完
が
必
要
と
な
る
余
地
を
認
め
る
が
如
き
口
吻
を
示
す
も

の
が
あ
る
。
例
え
ばC

astendiek

は
、
そ
のD

issertation

公
表
か
ら
一
〇
年
後
に
、
恐
ら
くK

ilger

の
主
張
に
触
発
さ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
が
、
保
管
人
に
よ
る

｢

財
団
債
務
回
避
策｣

を
擁
護
す
る
論
稿
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
立
論
の
過
程
で
、
保
管
人
の
権
限
に
つ
き
以
下

の
よ
う
に
述
べ
る
。

保
管
の
唯
一
の
目
的
は
財
団
保
全
、
す
な
わ
ち
破
産
開
始
手
続
中
の
債
務
者
財
産
の
縮
減
か
ら
債
権
者
を
保
護
す
る
こ
と
に
あ
る
。
私
見

で
は
、
保
管
人
は
、
そ
の
選
任
に
伴
い
、
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
措
置
を
無
条
件
に

(ohne
w
eiteres)

行
う
こ
と
の
で
き
る
包
括
的
な
管
理

権
を
有
す
る
。
し
か
し
、
裁
判
所
は
少
な
く
と
も
、
必
要
と
あ
れ
ば
追
加
的
命
令

(E
rg

� nzungsanordnung)

に
よ
っ
て
、
必
要
と
思

わ
れ
る
全
て
の
措
置
を
行
う
権
限
を
彼
に
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
般
に
、
開
始
段
階
で
は
破
産
開
始
後
よ
り
も
、
受

託
者
と
裁
判
所
と
の
緊
密
な
共
同
作
業
が
必
要
で
あ
る
。
保
管
人
は
、
更
に
、
紛
争
を
回
避
す
る
た
め
に
、
特
に
重
要
な
措
置
に
つ
い
て
将

来
の
破
産
者
の
意
見
を
聞
き
、
で
き
る
だ
け
そ
の
同
意
を
取
り
付
け
て
お
く
べ
き
で
あ
る

(C
astendiek,

D
ie
V
erhinderung

k
� nstlicher

M
asseschulden

und
M
assekosten,

K
T
S
1978,

9,
14)

。

こ
れ
に
よ
る
と
、
保
管
人
は

｢

必
要
な
あ
ら
ゆ
る
措
置
を
無
条
件
に
行
え
る
包
括
的
な
管
理
権｣

を
有
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
裁
判
所

の

｢

追
加
的
命
令｣

に
よ
っ
て
授
権
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
紛
争
回
避
の
た
め
に

｢

特
に
重
要
な
措
置｣

に
つ
い
て
破

産
者
の
意
見
を
聞
い
て
お
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
い
か
な
る
場
合
に

｢

追
加
的
命
令｣

が
必
要
な
の
か
、｢

追
加
的
命
令｣

が
あ

れ
ば
管
財
人
固
有
の
権
限
に
つ
い
て
も
な
し
得
る
の
か
、
何
が

｢

特
に
重
要
な
措
置｣

な
の
か
の
説
明
は
、
引
用
箇
所
以
降
の
叙
述
に
も
見
出

す
こ
と
が
で
き
な
い
。

(

�)
vgl.
K
leiner,

D
issertation

(N
.
37),
S.
10f.

(

�)
G
erhardt,

Inhalt
und
U
m
fang

der
Sequestrationsanordnungen,

ZIP
1982,

1,
4.

(

�)
G
erhardt,

a.a.O
.
(N
.
48),

ZIP
1982,

1,
7.

(

�)

こ
れ
は
例
え
ば
整
理
解
雇
で
あ
れ
ば
、
債
務
者
が
解
雇
に
よ
る
経
営
立
直
し

(gesundschrum
pfen)

を
既
に
行
っ
て
い
た
場
合
を
指
し
、

債
務
者
財
産
換
価
行
為
で
あ
れ
ば
、
債
務
者
が
既
に
事
業
縮
小
、
ま
た
は
特
定
の
固
定
資
産
売
却
を
開
始
し
て
い
た
、
も
し
く
は
具
体
的
に
計

画
し
て
い
た
場
合
を
指
す
。G

erhardt,
a.a.O

.
(N
.
48),

ZIP
1982,

1,
7.
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保
管
人
の
管
理
権
限
は
、
そ
れ
が
目
的
物
の
通
常
の
管
理
に
必
要
な
限
り
で
、
必
然
的
に
処
分
権
限
を
包
含
す
る
。
多
く
の
事
案
で
は
、

例
え
ば
路
線
バ
ス
事
業
の
保
管
の
よ
う
に
、
処
分
権
限
の
な
い
保
管
人
で
も
間
に
合
う
。
し
か
し
、
営
業

(G
ew
erbeunternehm

en)

の
保
管
で
は
、
保
管
人
に
通
常
の
営
業
過
程
に
お
い
て
物
品
を
売
却
す
る
権
限
が
な
け
れ
ば
通
常
の
管
理
は
不
可
能
で
あ
る
。
保
管
人
の

権
限
の
限
界
に
つ
い
て
は
、
保
管
に
準
用
さ
れ
る
べ
き
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
八
二
一
条
以
下

[

後
見]

に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る

(C
astendiek,

D
issertation

(N
.
12),
S.
36ff.)

。

ち
な
み
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
八
二
一
条
は
土
地
・
船
舶
等
の
取
引
に
つ
き
、
一
八
二
二
条
は
そ
の
他
の
重
要
な
法
律
行
為

(

営
業
の
有
償
取
得
ま

た
は
譲
渡
、
賃
貸
借
そ
の
他
反
復
給
付
義
務
を
負
う
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
、
被
後
見
人
の
信
用
に
よ
り
金
銭
を
受
領
す
る
こ
と
、
他
人
の
債

務
の
引
受
等)

に
つ
き
、
一
八
二
三
条
は
営
業
の
開
始
ま
た
は
廃
止
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
後
見
裁
判
所
の
許
可
を
必
要
と
す
る
旨
の
規
定
で
あ

る
。

C
astendiek

は
更
に
、
保
管
人
と
破
産
裁
判
所
の
関
係
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
破
産
管
財
人
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
債
権
者
の

自
治
機
関

(

債
権
者
集
会
・
債
権
者
委
員
会)

が
こ
れ
を
補
助
す
る
が
、
保
管
人
に
は
そ
れ
は
存
し
な
い
。
ま
た
Ｚ
Ｐ
Ｏ
九
三
八
条
の
保
管
人

と
異
な
り
、
Ｋ
Ｏ
一
〇
六
条
の
保
管
人
は
、
経
済
的
に
健
全
で
な
い
、
通
常
は
支
払
不
能
の
企
業
を
管
理
す
る
と
い
う
非
常
に
困
難
な
任
務
を

負
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
Ｋ
Ｏ
一
〇
六
条
の
保
管
人
に
は
、
少
な
く
と
も
最
も
重
要
な
判
断

(w
ichtigste

E
ntscheidungen)

に
つ
い
て

は
確
実
な
援
護

(D
eckung)

を
確
保
す
る
た
め
に
、
破
産
裁
判
所
と
の
特
に
緊
密
な
共
同
作
業
が
必
要
と
な
る

(C
astendiek,

D
issertation

(N
.
12),
S.
100f.)

。
た
だ
し
、｢
最
も
重
要
な
判
断｣

が
何
を
指
す
の
か
、
ま
た

｢

共
同
作
業｣

と
は
何
を
意
味
す
る
の
か

の
具
体
的
な
説
明
は
な
い
。

(

�)
Jaeger,

K
O
,
6-7.
A
ufl.
[1936],

§
106
A
nm
.
12.

(

�)
K
ilger,

E
inhundert

Jahre
(N
.
10),

S.
189,

194ff.
そ
の
具
体
的
内
容
と
し
て
、
固
定
資
産
の
売
却
、
全
て
の
営
業
部
門

(B
etriebsteile)

の
譲
渡
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

(

�)
K
ilger,

E
inhundert

Jahre
(N
.
10),
S.
192f.

(

	)
Sch

� nke/B
auer,

Zw
angsvollstreckungs-,

K
onkurs-

und
V
ergleichsrecht,

10.
A
ufl.
[1978],

§
54
Ⅵ
.
vgl.
F
ricke,

Zur

P
roze�

f� hrungsbefugnis
des
Sequesters

gem
�
�
§
106
K
O
,
M
D
R
1978,

99,
100.
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る
規
定
が
準
用
さ
れ
る

(

同
条
二
項)

。
保
全
処
分
と
し
て
処
分
制
限
が
債
務
者
に
課
さ
れ
る
場
合
、
仮
管
財
人
に
は
和
議
管
財
人
と
同
様
の

権
限
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

(

同
一
二
条
、
五
九
条
な
い
し
六
五
条)

。
処
分
制
限
は
、
債
務
者
の
全
財
産
に
関
す
る
譲
渡
禁
止

(

一
般

譲
渡
禁
止)

、
ま
た
は
特
定
財
産
に
関
す
る
譲
渡
禁
止

(

特
別
譲
渡
禁
止)

を
内
容
と
す
る

(

同
五
九
条
、
六
二
条
、
六
三
条)

。
譲
渡
禁
止
の

対
象
た
る
処
分
に
つ
い
て
も
、
仮
管
財
人
が
同
意
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
有
効
と
な
る

(

同
六
四
条)

。
我
が
国
旧
和
議
法
の
整
理
委
員
に
相
当

す
る
が
、
整
理
委
員
に
つ
い
て
は

(

少
な
く
と
も
明
文
規
定
上
は)

処
分
制
限
を
課
さ
れ
た
債
務
者
の
処
分
行
為
へ
の
同
意
権
は
予
定
さ
れ
て

い
な
い
の
に
対
し
、
ド
イ
ツ
和
議
法
上
の
仮
管
財
人
に
は
そ
の
よ
う
な
同
意
権
が
明
文
で
規
定
さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

(

�)

本
文
に
掲
げ
た
見
解
の
公
表
後
に
、H

enckel

は
、
破
産
管
財
人
が
保
管
人
の
行
為
を
否
認
で
き
る
と
い
う
Ｂ
Ｇ
Ｈ
判
決

(

後
掲
注
�
参
照)

に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
批
判
を
行
っ
て
い
る
。｢

保
管
人
の
任
務
の
範
囲
は
、『

破
産
目
的
達
成
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る』

と
い
う
保
管

人
の
権
限
を
広
く
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
日
の
倒
産
手
続
の
現
実
と
合
致
し
う
る
。
保
管
人
が
債
務
者
の
企
業
を
継
続
す
る
場
合
に
は
、

そ
れ
が
望
ま
し
い
。
破
産
手
続
内
で
の
企
業
を
全
体
と
し
て
譲
渡
す
る
見
込
み
を
確
保
す
る
た
め
だ
ろ
う
と
、
生
産
活
動
を
経
済
的
に
有
利
な

形
で
終
了
さ
せ
る
た
め
で
あ
ろ
う
と
、
債
務
者
に
企
業
経
営
を
委
ね
る
こ
と
な
く
債
務
者
企
業
の
継
続
を
保
全
す
る
目
的
で
保
管
が
主
に
発
令

さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
債
権
者
の
利
益
に
適
合
し
た
財
団
換
価
準
備
と
い
う
保
管
の
目
的
は
、
保
管
人
に
広
く
管
理
処
分
権
を
委
ね
て
こ
そ

満
た
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
保
管
人
の
管
理
処
分
権
の
範
囲
は
、
管
財
人
に
よ
る
保
管
人
の
行
為
の
否
認
可
能
性
を
認
め
る
根
拠
と
な
る
ほ
ど
、

保
管
人
の
法
的
地
位
と
管
財
人
と
の
そ
れ
と
を
分
か
つ
も
の
で
は
な
い
。｣

(H
enckel,

A
nm
erkung

zu
B
G
H
,
U
rt.
v.
30.
1.
1986,
JZ

1986,
694.)

こ
こ
で
は
、
保
管
人
に
は
同
意
権
限
の
み
が
帰
属
す
る
と
い
う
本
文
に
掲
げ
た
見
解
は
、
放
棄
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
保
管
人
に
は
、
破

産
管
財
人
に
接
近
す
る
、
管
理
処
分
権
が
帰
属
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

(

�)
U
hlenbruck

は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
保
管
人
の
法
的
地
位
は
破
産
管
財
人
と
強
制
管
理
人
の
中
間
に
位
置
し
て
い
る
。
そ
の
任
務
は

保
全
及
び
管
理
に
限
定
さ
れ
る
が
、
管
理
は
債
務
者
が
そ
れ
を
で
き
な
い
か
ま
た
は
保
全
目
的
が
そ
れ
を
必
要
と
し
て
い
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。

保
管
人
の
権
限
の
態
様
及
び
範
囲
は
、
破
産
裁
判
所
に
よ
る
特
別
の
指
定
を
必
要
と
せ
ず
、
一
〇
六
条
か
ら
直
接
明
ら
か
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
破
産
裁
判
所
の
保
管
命
令
に
よ
っ
て
債
務
者
な
い
し
債
務
者
の
機
関
が
業
務
執
行
か
ら
排
除
さ
れ
保
管
人
が
そ
れ
に
代
わ
る
と
い
う

の
は
疑
問
で
あ
る
。
債
務
者
が
保
管
人
の
同
意
を
得
た
と
き
に
、
直
接
義
務
を
負
い
権
限
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
法
人
の
組
織
上
の
代
表
者

ドイツ倒産法における ｢仮管財人｣ の権限 (一)
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(

�)
G
erhardt

は
、
そ
れ
以
前
の
論
稿
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。
保
管
手
続
に
お
い
て
は
、
保
管
人
の
処
分
権
が
、
維
持
・

管
理
機
能

(bew
ahrende

und
verw
altende

F
unktion)

の
背
後
に
隠
れ
て
い
る
。
必
要
な
処
分
は
、
個
々
の
措
置
に
限
ら
れ
、
い
わ
ば

即
時
救
済
的
性
格

(Soforthilfecharakter)

を
持
つ
も
の
で
あ
る

(G
erhardt,

E
inhundert

Jahre
K
O
(N
.
34),
S.
111,

125)

。

一
見
、｢

即
時
救
済
的
性
格｣

を
有
す
る
処
分
で
あ
れ
ば
、
債
務
者
の
同
意
が
な
く
と
も
な
し
得
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。G

erhardt

が
こ

の
従
前
の
自
説
を
ど
う
位
置
づ
け
る
の
か
は
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

(

�)

彼
に
よ
れ
ば
、
業
務
継
続
は

｢

保
管
の
典
型

(P
rototyp)

で
あ
り
、
そ
れ
は
、｢

企
業
ま
た
は
保
管
対
象
の
経
営
を
規
定
通
り
に

(bestim
m
ungsgem

�
�
)

継
続
す
る
法
的
権
限｣

を
意
味
し
、
保
管
人
の
行
動
範
囲
を
明
確
に
確
定
す
る
た
め
の
特
別
の
裁
判
所
の
授
権
を

必
要
と
し
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
。G

erhardt,
a.a.O

.
(N
.
48),

ZIP
1982,

1,
7.

(

�)

財
産
の
処
分
で
あ
っ
て
も
、
通
常
の
用
法
に
従
っ
た

(ordnungsgem
�
�
)

管
理
の
範
疇
に
入
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。

G
erhardt

の
挙
げ
る
例
と
し
て
は
、
業
務
継
続
に
は
過
剰
で
あ
る
労
働
者
の
解
雇
、
保
管
人
が
も
は
や
賃
金
を
支
払
え
な
い
よ
う
な
契
約
を

解
消
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
解
約
、
あ
る
い
は
、
余
剰
在
庫
の
処
分

(A
bsto

�
en

� berfl� ssigen
G
utes)

、
減
価
物
・
不
完
全
換
価

(nicht
m
ehr
voll
verw

ertbar)
物
の
順
番
の
売
却

(turnusgem
�
�
e
V
er� u

�
erung)

、
そ
し
て
緊
急
売
却

(N
otverkauf)

で
あ

る
。G

erhardt,
a.a.O

.
(N
.
48),

ZIP
1982,

1,
7.

(

�)
G
erhardt,

a.a.O
.
(N
.
48),

ZIP
1982,

1,
7.

(

�)
H
enckel,

B
uchbesprechungen

zu
F
estschrift

f� r
W
erner

F
lum
e
zum

70.
G
eburtstag,

ZZP
94
[1981],

347,
349.

Ｂ

Ｇ
Ｂ
一
九
六
〇
条
は
、
我
が
国
民
法
九
五
二
条
に
相
当
す
る
。

な
お
、
債
務
者
は
対
外
的
に
は
譲
渡
禁
止
に
よ
っ
て
制
限
を
受
け
る
が
、
保
管
人
の
同
意
に
よ
っ
て
補
完
で
き
る
、
そ
れ
故
債
務
者
は
企
業

方
針
を
示
す
よ
う
な
処
分
可
能
性

(D
ie
unternehm

erische
richtungw

eisende
D
ispositionm

� glichkeit)

を
剥
奪
さ
れ
る
こ
と
は

な
く
、
和
議
債
務
者
の
法
的
地
位
よ
り
も
制
限
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
す
る
も
の
と
し
て
、W

essel,
D
as
insolvenzrechtliche

Sequestrationsverfahren
nach

§
106
K
O
,
B
B
1982,

1579,
1580.

(

55a)

ド
イ
ツ
一
九
三
五
年
和
議
法

(V
ergleichsordnung,

V
glO
)

上
の
仮
管
財
人

(ein
vorl� ufige

V
erw
alter)

は
、
和
議
手
続
の
申

立
後
に
裁
判
所
が
選
任
す
る
必
置
機
関
で
あ
り

(V
glO

一
一
条
一
項)

、
選
任
・
職
務
・
監
督
・
責
任
・
報
酬
等
に
つ
き
和
議
管
財
人
に
関
す
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即
ち
将
来
の
破
産
手
続
の
正
常
な
進
行
に
資
し
、
そ
れ
を
超
え
て
債
務
者
の
義
務
の
適
時
の
履
行
を
保
全
す
る
よ
う
な
措
置
の
み
を
な
す
権
限

が
あ
る
。
そ
れ
は
必
要
か
つ
延
期
不
可
能
な
、
い
わ
ば
即
時
救
済
の
性
質
を
有
す
る
措
置
の
み
で
あ
る
。｣

(U
rban,

P
roze�

f� h-

rungbefugnis
des
nach

§
106
K
O
bestellten

Sequesters,
M
D
R
1982,

441)

。

(

�)

た
だ
し
、
債
権
回
収
や
個
々
の
財
産
譲
渡
が
最
終
的
効
果
を
有
す
る
措
置
と
し
て
禁
止
さ
れ
、
そ
れ
故
破
産
裁
判
所
に
よ
っ
て
命
令
さ
れ
得

な
い
と
解
す
る
の
は
、
誤
っ
て
い
る
と
い
う
。

(

�)
U
rban,

a.a.O
.
(N
.
62),
M
D
R
1982,

441,
442f.

(

�)
K
och,

D
issertation

(N
.
29),
S.
56f.

和
議
法
は
、
債
務
者
に
一
般
的
譲
渡
禁
止
を
課
し
つ
つ
、
和
議
管
財
人
・
仮
和
議
管
財
人
に
管

理
処
分
権
を
付
与
せ
ず
、
債
務
者
の
処
分
に
対
す
る
同
意
権
の
み
を
付
与
す
る(V

glO

一
一
条
以
下
、
五
八
条
以
下
、
六
四
条)

。
注
55a
参
照
。

(

�)
K
och,

D
issertation

(N
.
29),
S.
26-28.

(

�)
K
och,

D
issertation

(N
.
29),
S.
29.

(

67a)
K
och

は
手
続
開
始
前
に

｢

仮
債
権
者
委
員
会｣

を
選
任
す
る
余
地
を
認
め
る
。K

och,
D
issertation

(N
.
29),
S.
30f.

(

�)

Ｋ
Ｏ
一
三
四
条
は
、
以
下
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。

第
一
三
四
条

管
財
人
は
、
次
の
場
合
に
お
い
て
は
債
権
者
委
員
会
の
同
意
を
、
債
権
者
委
員
会
を
置
い
て
い
な
い
場
合
に
は
債
権
者
集
会

の
同
意
を
得
る
こ
と
を
要
す
る：

一

.

不
動
産
を
任
意
に
譲
渡
し
、
ま
た
は
破
産
者
の
業
務
も
し
く
は
倉
庫
商
品
を
全
体
と
し
て
、
ま
た
は
定
期
収
入
に
関
す
る
権
利
を
譲
渡

す
べ
き
と
き；

二

.

消
費
貸
借
を
し
、
他
人
の
債
務
を
引
き
受
け
、
財
団
に
属
す
る
財
産
を
担
保
に
供
し
、
ま
た
は
土
地
を
競
売
す
る
と
き
。

(

�)

一
二
九
条
は
、
以
下
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る

(

項
番
号
は
便
宜
的
に
付
し
た)

。

第
一
二
九
条

(

一)

管
財
人
は
、
債
権
者
集
会
の
決
議
が
あ
る
ま
で
、
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
、
ま
た
は
裁
判
所
が
債
権
者
委
員
会
を
置
い

た
と
き
は
そ
の
同
意
を
得
て
、
破
産
者
及
び
そ
の
家
族
に
必
要
な
扶
助
料
を
破
産
財
団
か
ら
給
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

二)

管
財
人
は
、
債
権
者
集
会
の
決
議
が
あ
る
ま
で
、
自
己
の
裁
量
に
よ
り
、
破
産
者
の
業
務
を
閉
鎖
ま
た
は
継
続
し
、
か
つ
裁
判
所
の

命
令
に
よ
り
、
貨
幣
・
有
価
証
券
及
び
高
価
品
を
供
託
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
裁
判
所
が
債
権
者
委
員
会
を
置
い
た
と
き
は
、
債
権
者
委

ドイツ倒産法における ｢仮管財人｣ の権限 (一)
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が
保
管
人
の
同
意
を
得
て
負
担
し
た
債
務
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
保
管
人
は
、
未
だ
存
在
し
な
い
責
任
財
産
の
代
表
者
で
も
、
事
前
破
産

管
財
人
で
も
な
い

(U
hlenbruck,

P
roblem

e
der
Sequestration

nach
106
K
O
,
K
T
S
1982,

201,
205)

。

そ
れ
以
前
に
も
、U

hlenbruck

は
、
保
管
人
を

｢

事
前
破
産
管
財
人｣

と
解
す
る
こ
と
は
、
そ
の
法
的
根
拠
が
な
く
、
広
範
に
失
す
る
と

指
摘
し
て
い
た

(M
entzel/K

uhn/U
hlenbruck,

K
O
,
9.
A
ufl.
[1979],

§
106
R
dnr.

6
(S.
676).)

。U
hlenbruck

に
は
、
実
務
に

お
い
て
破
産
裁
判
所
が
保
管
人
に
広
範
な
権
限
を
付
与
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
保
管
人
が
破
産
管
財
人
並
の
措
置
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、

相
当
の
警
戒
感
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。vgl.

U
hlenbruck,

a.a.O
.
(N
.
57),
K
T
S
1982,

201.

(

�)
U
hlenbruck,

a.a.O
.
(N
.
57),
K
T
S
1982,

201,
205.

債
務
者
が
そ
の
よ
う
な
状
態
の
と
き
に
、
保
管
人
が
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
事
務
管
理

(

Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
七
七
条)

の
観
点
、
も
し
く
は
Ｚ
Ｖ
Ｇ
一
五
二
条
の
準
用
に
よ
る
と
い
う
。
Ｚ
Ｖ
Ｇ
一
五
二
条
は
、
強
制

管
理
人
が
、
土
地
の
経
済
的
状
態
を
維
持
し
、
通
常
の
用
法
に
従
っ
て
利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
全
て
の
行
為
を
す
る
権
利
を
有
し
義
務
を
負

う
旨
の
規
定
で
あ
る
。

(

	)
U
hlenbruck,

a.a.O
.
(N
.
57),
K
T
S
1982,

201,
207.

(


)
U
hlenbruck,

a.a.O
.
(N
.
57),
K
T
S
1982,

201,
204.

た
だ
し
、
そ
れ
以
前
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
叙
述
を
し
て
い
た
。
保
管
人
は
、

自
動
的
に

｢

業
務
執
行
者｣

(G
esch

� ftsf� hrer)

に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
確
か
に
、
個
々
の
場
合
に
お
い
て
は
、
保
全
目
的
か
ら
債
務
者

企
業
の
信
託
的
続
行
が
必
要
と
な
り
う
る
。
し
か
し
、
保
管
人
の
権
限
範
囲
を
明
確
に
確
定
す
る
裁
判
所
の
決
定
が
必
要
で
あ
る

(M
entzel/K

uhn/U
hlenbruck,

a.a.O
.
(N
.
57),

§
106
R
dnr.

6
(S.
676))

。
恐
ら
く
、
こ
の
注
釈
書
出
版
の
後
に
公
表
さ
れ
た

H
enckel

やG
erhardt

の
論
稿
に
示
唆
を
受
け
て
、
債
務
者
の
意
思
を
よ
り
重
視
す
る
方
向
に
切
り
替
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

(

�)
M
entzel/K

uhn/U
hlenbruck,

a.a.O
.
(N
.
57),

§
106
R
dnr.

6
(S.
676).

(

�)
U
rban

は
、
裁
判
所
に
よ
る
権
限
付
与
の
な
い
場
合
の
保
管
人
の
権
限
を
、
事
務
管
理
者
の
管
理
義
務
に
関
す
る
規
定
か
ら
類
推
す
べ
き
と

し
て
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。｢

か
か
る
特
別
の
権
限
付
与
が
な
い
と
き
、
保
管
人
の
行
為
の
正
当
化
根
拠
は
Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
七
九
条

[

事
務

執
行
が
な
け
れ
ば
公
益
に
属
す
る
本
人
の
義
務
も
し
く
は
法
律
上
の
扶
養
義
務
が
適
時
に
履
行
さ
れ
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
事
務
執
行
に
反

す
る
本
人
の
意
思
は
考
慮
し
な
い]

、
六
七
七
条

[

他
人
の
事
務
を
受
け
な
い
で
他
人
の
た
め
に
事
務
の
管
理
を
な
す
者
は
本
人
の
利
益
に
適

す
る
よ
う
に
事
務
の
管
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い]

に
求
め
る
し
か
な
い
。
同
条
に
よ
れ
ば
、
保
管
人
は
、
そ
の
実
施
が
公
益
に
属
す
る
、

論 説
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務
継
続
が
破
産
裁
判
所
の
命
令
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
相
続
人
の
意
思
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
本
文
掲
記

の
よ
う
な
判
示
を
行
っ
た
わ
け
で
あ
る
。vgl.

K
och,

D
issertation

(N
.
29),
S.
88ff.

(

�)
B
G
H
U
rt.
v.
22.
12.
1982,

Ⅱ
ZR
214/81,

B
G
H
Z
86,
190

＝ZIP
1983,

191.

(

�)
B
G
H
Z
86,
190,

195f.

事
案
は
、
同
一
人
物
が
保
管
人
と
し
て
行
っ
た
電
話
料
金
の
支
払
を
、
手
続
開
始
後
に
破
産
管
財
人
と
し
て
否
認

す
る
こ
と
の
可
否
が
争
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
判
旨
は
本
文
掲
記
の
よ
う
に
述
べ
て
管
財
人
と
保
管
人
の
法
的
地
位
の
差
異
を
強
調
し
、
保
管

人
の
行
為
を
否
認
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。
後
掲
注
�
参
照
。

(

�)
B
G
H
Z
86,
190,

196.

(

�)
B
G
H
,
U
rt.
v.
11.
4.
1988,

Ⅱ
ZR
313/87,

B
G
H
Z
104,

151.

(

�)
B
G
H
Z
104,

151,
155.

(

�)
B
G
H
Z
104,

151,
156.

(

�)
B
G
H
Z,
a.a.O

.

(

	)
B
G
H
,
U
rt.
v.
29.
9.
1988,

B
G
H
Z
105,

230

＝JZ
1989,

396
m
.
A
nm
.
G
erhardt

(w
ozu
A
nm
.
v.
L
� ke,

E
W
iR
1988,

1113.

(


)

判
旨
に
よ
れ
ば
、｢

公
に
選
任
さ
れ
た
他
人
財
産
の
管
理
人
は
、
財
産
管
理
の
委
託
に
基
づ
く
特
別
の
義
務
を
負
う
べ
き
全
て
の
者
に
対
し
、

義
務
を
整
然
と
履
行
す
る
責
任
が
あ
る｣

と
い
う
内
容
の
、
破
産
管
財
人
、
和
議
管
財
人
、
和
議
法
上
の
仮
管
財
人
及
び
強
制
管
理
人
に
当
て

は
ま
る
原
則
の
こ
と
。

(

�)
B
G
H
Z,
105,

230,
233f.

(

�)

従
っ
て
担
保
目
的
物
が
担
保
割
れ
の
た
め
財
団
に
利
益
を
も
た
ら
さ
な
い
よ
う
な
場
合
に
も
そ
の
物
の
管
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ

を
財
団
か
ら
放
棄
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
文
脈
で
あ
る
。B

G
H
Z
105,

230,
239.

(

)
K
leiner,

D
issertation

(N
.
37),
S.
27.

(

�)
B
G
H
Z
118,

374

＝N
JW
1992,

2483

＝ZIP
1992,

1005.

(

�)
B
G
H
Z
118,

374,
379

＝N
JW
1992,

2483,
2484.

(

�)

こ
の
こ
と
は
、
破
産
裁
判
所
の
許
可
に
よ
っ
て
保
管
人
の
財
産
処
分
権
の
内
容
が
拡
大
す
る
余
地
を
肯
定
し
た
も
の
と
評
価
で
き
よ
う
。
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員
会
は
、
業
務
の
閉
鎖
ま
た
は
そ
の
継
続
、
貨
幣
・
有
価
証
券
及
び
高
価
品
の
供
託
に
つ
き
、
こ
れ
を
決
議
す
る
。

(
�)

一
三
三
条
は
、
以
下
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。

第
一
三
三
条

管
財
人
は
、債
権
者
委
員
会
が
置
か
れ
た
場
合
に
は
、以
下
に
掲
げ
た
行
為
を
な
す
に
は
そ
の
同
意
を
得
る
こ
と
を
要
す
る：

一

.

そ
の
売
却
が
財
団
に
対
し
て
明
ら
か
な
損
害
を
生
ず
る
こ
と
な
く
延
期
で
き
か
つ
そ
の
売
却
が
業
務
の
継
続
の
過
程
で
行
わ
れ
る
も
の

で
な
い
よ
う
な
財
産
を
、
一
般
の
債
権
調
査
期
日
前
が
開
催
さ
れ
る
前
に
、
ま
た
は
一
般
の
債
権
調
査
期
日
終
了
前
に
申
し
出
た
強
制
和

議
案
が
処
理
さ
れ
る
前
に
、
売
却
す
べ
き
と
き；

二

.

破
産
者
の
法
律
行
為
の
履
行
を
請
求
し
、
訴
訟
を
継
続
さ
せ
、
そ
の
受
継
を
拒
絶
し
、
和
解
ま
た
は
仲
裁
契
約
を
締
結
し
、
取
戻
権
・

別
除
権
ま
た
は
財
団
債
権
を
承
認
し
、
質
物
を
受
け
戻
し
ま
た
は
債
権
を
譲
渡
す
べ
き
と
き
、
た
だ
し
三
〇
〇
マ
ル
ク
以
上
の
価
額
あ
る

財
産
に
関
す
る
と
き
に
限
る
。

(

�)
K
och,

D
issertation

(N
.
29),
S.
31.

(

�)

た
だ
、
債
務
者
の
意
見
主
張
の
機
会
は
与
え
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
即
ち
、
一
二
九
条
、
一
三
三
条
、
一
三
四
条
の
措
置
が
破
産
開
始
手

続
に
お
い
て
命
じ
ら
れ
る
と
き
に
は
、
一
三
〇
条
、
一
三
五
条
を
準
用
し
、
債
務
者
に
対
す
る
事
前
の
通
知
を
要
求
し
、
か
つ
債
務
者
の
申
立

を
受
け
て
裁
判
所
が
保
管
人
の
措
置
を
差
止
め
る
機
会
を
保
障
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。K

och,
D
issertation

(N
.
29),
S.
32.

(

�)

な
お
、
保
管
命
令
の
み
に
よ
っ
て
当
然
に
債
務
者
の
管
理
処
分
権
が
剥
奪
さ
れ
保
管
人
に
移
転
す
る
と
の
見
解
も
主
張
さ
れ
て
い
る
が

(H
erbert,

D
ie
Sequestration

im
K
onkursantragsverfahren,

D
issertation,

1988,
S.
92)

、
賛
同
者
を
見
て
い
な
い
。

(

�)
B
G
H
U
rt.
v.
27.
3.
1961,

Ⅱ
ZR
294/59,

B
G
H
Z
35,
13

＝N
JW
1961,

1305.

(

�)
B
G
H
Z
35,
13,
17.

(

�)

本
件
は
、
Ｈ
Ｇ
Ｂ
二
七
条
に
基
づ
く
相
続
人
の
責
任
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
で
あ
る
。
Ｈ
Ｇ
Ｂ
二
七
条
に
よ
れ
ば
、
遺
産
に
属
す
る
商
事
会

社
を
相
続
人
が
継
続
し
た
と
き
、
相
続
人
は
従
前
の
取
引
債
務
に
つ
い
て
も
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る

(

一
項
、
二
五
条
一
項)

。
そ
の
際
、

相
続
人
が
遺
言
執
行
者
や
遺
産
管
理
人
に
業
務
を
継
続
さ
せ
た
場
合
に
は
、
相
続
人
が
責
任
を
負
う
の
は
、
遺
言
執
行
者
等
が
相
続
人
の
意
思

に
基
づ
き
相
続
人
名
義
で
行
っ
た
と
き
で
あ
る
と
す
る
の
が
判
例
で
あ
る
。
本
件
で
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
、
そ
の
判
例
を
保
管
に
も
及
ぼ
し
、
保
管
人
が

相
続
人
の
意
思
に
基
づ
き
そ
の
名
で
業
務
を
継
続
し
た
場
合
に
は
、
相
続
人
が
責
任
を
負
う
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
保
管
人
の
業

論 説
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im
K
onkurs,

ZG
R
1982,

498,
502;
K
leiner,

D
issertation

(N
.
37),
S.
40.

(

�)
vgl.
B
erges,

a.a.O
.
(N
.
30),
K
T
S
1956,

113.

(

�)
C
astendiek,D

issertation
(N
.
12),S.85ff.;K

ilger,E
inhundert

Jahre
K
O
(N
.
10),S.196;B

aur/St� rner,a.a.O
.(N
.

40),
R
dnr.

7.
39;
K
ilger/K

.
Schm

idt,
K
O
/V
glO
/G
esO
,
17.
A
ufl.
[1997],

§
106
K
O
A
nm
.
4.

(

�)
G
erhardt,ZIP

1982,1,7;U
hlenbruck,a.a.O

.(N
.57),K

T
S
1982,201,206;K

� bler,a.a.O
.(N
.98),ZG

R
1982,498,501;

H
erbert,

D
issertation

(N
.
73),
S.
122f.

U
hlenbruck

は
、
業
務
を
継
続
す
る
の
は
債
務
者
の
義
務
で
あ
り
、
保
管
人
は
債
務
者
の

処
分
を
監
督
し
そ
れ
に
同
意
を
与
え
る
に
と
ど
ま
る
、
と
い
う
の
を
原
則
と
す
る
が
、
業
務
の
継
続
は
責
任
財
産
の
価
値
下
落
防
止
の
た
め
の

措
置
で
あ
る
か
ら
、
債
務
者
の
意
思
に
基
づ
い
て
い
な
い
場
合
で
も
な
し
う
る
と
す
る
。vgl.U

hlenbruck,P
roblem

e
der
B
etriebsfortf

� hrung
im
R
ahm
en
eines

Insolvenzverfahrens,
F
estschrift

f� r
H
anisch

[1994],
S.
281,

284.

た
だ
し
、

K
uhn/U

hlenbruck,
a.a.O

.
(N
.
35),

§
106
R
n.
13a

は
、
業
務
継
続
は
保
全
目
的
を
超
え
る
の
で
当
然
に
保
管
人
の
権
限
と
な
る
わ
け

で
は
な
く
、
そ
れ
を
認
め
る
破
産
裁
判
所
の
特
別
の
決
定
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。

(

�)
K
och,

D
issertation

(N
.
29),
S.
86ff.

(88).

本
章
第
四
節
第
二
款
四
参
照
。

(

�)

前
掲
注
�B

G
H
Z
35,
13,
17.

判
旨
は
、｢

破
産
裁
判
所
は
Ｋ
Ｏ
一
〇
六
条
の
枠
内
で
は
保
全
措
置
の
み
を
な
す
こ
と
が
で
き
、
破
産
管

財
人
の
よ
う
な
業
務
継
続
・
清
算
の
権
限
を
保
管
人
に
付
与
す
る
こ
と
は
で
き
な
い｣

と
説
く
。
た
だ
し
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
右
判
示
部

分
は
傍
論
で
あ
る
。

(

�)
H
eilm
ann/Sm

id,
G
rundz� ge

des
Insolvenzrechts,

2.
A
ufl.
[1994],

S.
104
[H
eilm
ann/Sm

id,
G
rundz� ge

と
し
て
引
用]

は
、
以
下
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
Ｂ
Ｇ
Ｈ
は
一
見
一
〇
六
条
の
文
言
の
み
を
保
管
人
に
業
務
継
続
権
限
を
認
め
な
い
こ
と
の
根
拠
と
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
実
質
的
根
拠
は

｢

保
管
人
は
裁
判
所
の
保
全
処
分
の
枠
内
で
活
動
す
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
財
団
の
負
担
と
な
る
不
可

逆
的
行
為

(unum
kehrbare

H
andlung)

を
す
る
権
限
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い｣

と
い
う
こ
と
で
あ
る
、
と
。

(

�)
B
G
H
Z
86,
190ff.

(

前
掲
注
	
参
照)

。
事
案
は
、
債
務
者
企
業
の
破
産
申
立
て
を
知
っ
た
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
局

(

被
告)

が
電
話
料
金
の

前
払
い
を
し
な
け
れ
ば
電
話
接
続
を
解
除
す
る
と
の
通
告
を
し
て
き
た
の
で
、
や
む
な
く
保
管
人
が
前
払
い
し
た
と
こ
ろ
、
被
告
は
こ
の
金
員

の
一
部
を
破
産
申
立
前
の
滞
納
料
金
の
弁
済
に
充
当
し
た
の
で
、
管
財
人

(

保
管
人
と
同
一
人
。
原
告)

が
右
充
当
を
否
認
し
て
当
該
金
員
の

ドイツ倒産法における ｢仮管財人｣ の権限 (一)
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vgl.
B
G
H
ZIP

1992,
1005,

1007;
B
G
H
ZIP

1988,
1411.

こ
れ
ら
の
判
例
に
よ
れ
ば
、
破
産
裁
判
所
が
保
管
人
に
保
管
財
産
の
処
分
権

を
完
全
に
移
転
さ
せ
た
と
し
て
も
適
法
で
あ
る
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。

(

)

O
nusseit,

Zur
U
m
satzsteuerhaftung

des
Sequesters

w
egen

sequestrationsw
idriger

U
m
s� tze,

ZIP
1992,

1281,
1282.

(

�)
F
euerborn,

R
echtliche

P
roblem

e
der
U
nternehm

ensfortf� hrung
durch

den
Sequester

und
den
vorl� ufigen

Insol-

venzverw
alter,

K
T
S
1997,

171,
181.

(

�)
K
uhn/U

hlenbruck,
K
O
(N
.
35),

§
106
R
dnr.

12;
F
euerborn,

a.a.O
.
(N
.
93),

K
T
S
1997,

171,
175-183.

例
え
ば

U
hlenbruck

は
、
前
出
の
一
九
八
二
年
公
表
の
論
文
で
は
保
管
人
の
管
理
処
分
権
を
原
則
と
し
て
否
定
し
て
い
た
の
だ
が
、
近
時
に
お
い
て

は
、
破
産
裁
判
所
の
命
令
に
よ
っ
て
保
管
人
に
管
理
処
分
権
が
帰
属
す
る
可
能
性
を
認
め
て
い
る
。
彼
の
用
語
法
に
よ
れ
ば
、
破
産
裁
判
所
の

命
令
が
な
い
た
め
に
保
管
人
に
債
務
者
の
処
分
に
対
す
る
同
意
権
の
み
が
帰
属
す
る
保
管
形
態
は
保
全
保
管(Sicherungssequestration)

、

破
産
裁
判
所
の
命
令
に
よ
っ
て
保
管
人
に
管
理
処
分
権
が
帰
属
す
る
に
至
っ
た
保
管
形
態
は
管
財
保
管

(V
erw
altungssequestration)

と
し
て
区
別
さ
れ
、
特
に
税
法
上
の
地
位
に
差
異
が
出
て
く
る
と
い
う
。

(

)
｢

保
管
人
の
行
う
措
置｣

と
い
う
表
現
で
は
な
く
、｢

保
管
人
の
関
与
の
下
で
行
わ
れ
る
措
置｣

と
い
う
表
現
を
用
い
た
の
は
、
措
置
を
行
う

主
体
が
保
管
人
で
あ
る
場
合
と
債
務
者
で
あ
る
場
合
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
保
管
人
が
単
独
で
あ
る
い
は
債
務
者
等
の
同
意
を
得
て

行
う
と
い
う
場
合
と
、
債
務
者
が
保
管
人
の
同
意
を
得
て
行
う
と
い
う
場
合
と
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
特
に
、
判
例
の
事
案
に
お
い
て
は
、
後

者
の
場
合
が
多
い
。
ド
イ
ツ
の
議
論
に
お
い
て
は
、
そ
の
点
を
い
ち
い
ち
詮
索
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
い
ず
れ
が
主
体
で
あ
る
と
し
て
も
、

保
管
人
が
関
与
し
て
行
う
措
置
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、｢
保
管
人
の
関
与
の
下
で
行
わ
れ
る
措
置｣

に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
議
論
を
検
討
す
る

と
い
う
体
裁
を
採
っ
た
。
同
様
の
意
味
で
、｢

債
務
者
側
の
措
置｣

と
い
う
表
現
も
用
い
る
。

(

�)

Ｋ
Ｏ
一
二
九
条
、
一
三
二
条
等
で
はG

esch
� ftsfortf� hrung

、
倒
産
法
委
員
会
第
一
報
告
書
要
綱
一
、
二
、
三
や
新
倒
産
法
二
二
条
で

はU
nternehm

ensfortf� hrung

の
語
が
充
て
ら
れ
、
そ
の
他
文
献
で
はB

etriebsfortf� hrung

の
語
が
充
て
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

本
稿
で
は
現
代
外
国
法
典
叢
書(

一
三)

独
逸
民
事
訴
訟
法
Ⅳ
破
産
法
和
議
法
の
用
語
法
に
倣
い
、
業
務
継
続
の
訳
語
を
充
て
る
こ
と
に
し
た
。

(

�)
K
leiner,

D
issertation

(N
.
37),
S.
40.

(

�)
K
och,D

issertation(N
.
29),S.87;K

� bler,Sondersituationen
beiU
nternehm

ensfortf� hrung
und
U
nternehm

enskauf
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vgl.
B
G
H
,
N
JW
1961,

1304

＝B
G
H
Z
35,
13

は

｢

破
産
裁
判
所
は
、
一
〇
六
条
の
枠
内
で
は
保
全
措
置
の
み
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
、

こ
れ
に
対
し
て
業
務
を
継
続
し
か
つ
清
算
す
る
と
い
う
破
産
管
財
人
と
同
様
の
権
限
を
保
管
人
に
付
与
す
る
こ
と
は
で
き
な
い｣

と
判
示
す
る
。

｢

業
務
の
清
算｣

の
前
提
に
業
務
の
停
止
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
権
限
も
保
管
人
に
付
与
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

(

�)
K
ilger,

D
ie
F
inanzierung

von
U
nternehm

en
in
Insolvenzverfahren,

ZIP
1988,

409.

(

�)
K
ilger,

E
inhundert

Jahre
K
O
(N
.
10),

S.
189,

196ff.

同
旨
、C

astendiek,
D
ie
V
erhinderung

k
� nstlicher

M
asseschulden

und
M
assekosten

durch
M
a
�
nahm

en
im
K
onkurser� ffnungsverfahren,

K
T
S
1978,

9,
13f.;

K
ilger/

K
.Schm

idt,
K
O
/V
glO
/G
esO

(N
.
100),

§
106
K
O
A
nm
.
4.

(

�)

同
様
の
考
え
方
を
採
る
も
の
と
し
て
、K

uhn/U
hlenbruck,K

O
,(N
.
35), §

106
R
n.13a.;U

hlenbruck,a.a.O
.(N
.57),K

T
S
1982,

201,
206;
M
ohrbutter/M

ohrbutter/E
rnestus,

H
andbuch

(N
.
111),

R
dnr.

Ⅰ
.
27;
H
erbert,

D
issertation

(N
.
73),
S.
126.

(

�)
G
erhardt,

a.a.O
.
(N
.
48),

ZIP
1982,

1,
7.

(

�)
K
och,

D
issertation

(N
.
29),
S.
142f.

(

�)
U
hlenbruck/D

elhaes,K
onkurs-und

V
ergleichsverfahren,5.A

ufl.[1990],R
n.354;H

eilm
ann/Sm

id,G
r� ndzuge,(N

.

104),
S.
103.

こ
れ
に
対
し
、
Ｋ
Ｏ
一
三
二
条
の
存
在
を
根
拠
に
、
破
産
裁
判
所
の
許
可
で
業
務
閉
鎖
権
限
を
保
管
人
に
付
与
す
る
こ
と
は
不
当
で
あ
る
と

す
る
も
の
と
し
て
、E
ickm
ann,

A
ktuelle

P
roblem

e
(N
.
111),

S.
12.

(

�)
K
leiner,

D
issertation

(N
.
37),
S.
86.

(

�)

破
産
法
上
の
根
拠
と
し
て
は
、
業
務
閉
鎖
の
際
に
破
産
者
へ
の
処
分
方
法
の
通
知
を
破
産
管
財
人
に
義
務
づ
け
る
Ｋ
Ｏ
一
三
〇
条
一
項
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。K

leiner,D
issertation

(N
.
37),S.90.

た
だ
し
、
債
務
者
の
同
意
を
得
ず
に
保
管
人
が
業
務
閉
鎖
を
行
っ
た
場
合
で
も
、

そ
れ
は
保
管
人
の
責
任

(

Ｋ
Ｏ
八
二
条
類
推)

の
問
題
に
と
ど
ま
り
、
業
務
閉
鎖
の
効
力
に
影
響
は
な
い
と
す
る
。
こ
れ
は
、
業
務
閉
鎖
に
反

対
す
る
債
務
者
は
自
己
の
経
済
的
状
況
を
希
望
的
観
測
で
甘
く
判
断
し
が
ち
で
あ
る
、
と
い
う
考
慮
を
背
景
と
し
て
い
る
。
債
務
者
と
し
て
は
、

破
産
裁
判
所
に
対
し
業
務
閉
鎖
の
実
施
の
差
し
止
め
を
申
し
立
て
る
こ
と
に
よ
り

(

Ｋ
Ｏ
一
三
〇
条
二
項
類
推)

、
そ
の
利
益
の
保
護
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う

(K
leiner,

D
issertation

(N
.
37),
S.
85f.,

90ff)

。
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返
還
を
請
求
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
判
旨
は
、
電
話
料
金
の
前
払
い
が
保
管
人
に
と
っ
て
や
む
を
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を

説
明
す
る
過
程
で
、
大
要

｢

原
告
は
保
管
人
と
し
て
、
さ
し
当
た
り
業
務
を
維
持
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
た
。
債
務
者
企
業
の
建
設
現
場
を
、

少
な
く
と
も
過
渡
期
の
間
続
行
し

(fortf� hlen)

、
場
合
に
よ
っ
て
は
完
成
さ
せ
る

(abw
ickeln)

こ
と
も
、
右
義
務
に
含
ま
れ
て
い
た
。

そ
の
た
め
に
、
保
管
人
は
電
話
接
続
が
必
要
で
あ
っ
た｣

旨
説
い
て
い
る

(a.a.O
,
S.
197)

。

(

	)
vgl.
K
ilger,

E
inhundert

Jahre
K
O
(N
.
10),
S.
196.

K
och

は
ま
た
、
営
業
続
行
の
た
め
の
流
動
資
産
が
既
に
動
産
担
保
権
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
ド
イ
ツ
の
実
務
に
特
有
の
事
情
も
、
営
業
停
止
に
拍
車
を
か
け
る
と
い
う
。

(


)
vgl.G

essner/R
hode/Strate/Ziegert,D

ie
P
raxis

der
K
onkursabw

icklung
in
der
B
undesrepublik

D
eutschland,1978,

S.
218.

(N
.
38).

そ
れ
に
よ
る
と
、
破
産
管
財
人
・
和
議
管
財
人
経
験
者
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
手
続
内
で
業
務
を
継
続
し
た
こ
と

が

｢

全
く
な
い｣

(nie)
ま
た
は

｢

ほ
と
ん
ど
な
い｣

(selten)

と
回
答
し
た
者
は
、
破
産
手
続
で
は
八
四
％
、
和
議
管
財
人
で
も
七
一
％
に

上
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

(

�)
V
� lderndorff,

K
O
,
2.
A
ufl.
[1885],

§
98
A
nm
.c;
P
etersen/K

leinfeller,
K
O
,
3.
A
ufl.
[1892],

§
98
A
nm
.
2;
Sarw

ey/

B
ossert,K

O
,4.A

ufl.[1901],§
106
A
nm
.3;W

ilm
ow
ski/K

.u.A
.K
urlbaum

/K
� nne,K

O
,6.A

ufl.[1906],§
106
A
nm
.3;

E
ndem

ann,
D
as
D
eutsche

K
onkursverfahren

[1889],
S.
85;
M
eyer,

K
onkursordnung

[1899],
§
106
A
nm
.
Ⅱ
.

(

�)
vgl.
V
� lderndorff,

K
O
,
(N
.
108),

§
98
A
nm
.
c

(

)
Jaeger,

K
onkursordnung,

1.
A
ufl.
[1902],

§
106
A
nm
.
1;
W
olff,

K
onkursordnung,

2.
A
ufl.
[1921],

§
106
A
nm
.
4.

結
論
同
旨
、H

ellm
ann,

L
ehrbuch

des
deutschen

K
onkursrechts

[1907],
S.
426
F
n.
3;
M
eyer/Schiederm

air/B
lener,

K
onkursordnung,

3.
A
ufl.
[1928],

§
106
A
nm
.
1c.

(

�)
U
hlenbruck,K

T
S
1982,201,206;K

uhn/U
hlenbruck,K

O
,(N
.
35),§

106
R
n.13a.;M

ohrbutter/M
ohrbutter/E

rnestus,

H
andbuch

der
Insolvenzverw

altung,
7.
A
ufl.,

[1996],
R
dnr.

Ⅰ
.
27
(M
ohrbutter/M

ohrbutter/(

筆
者
名),

H
andbuch

と

し
て
引
用).;

E
ickm
ann,

A
ktuelle

P
roblem

e
des
Insolvenzverfahrens

aus
V
erw
alter-

und
G
l� ubigersicht,

3.
A
ufl.

[1985],S.11
(E
ickm
ann,A

ktuelle
P
roblem

e

と
し
て
引
用);H

erbert,D
issertation

(N
.
73),S.124;K

leiner,D
issertation

(N
.
37),
S.
85.
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(

�)
K
ilger,

E
inhundert

Jahre
(N
.
10),
S.
189,

196.

こ
れ
を
批
判
す
る
も
の
と
し
て
、U

hlenbruck,
Insolvenzrecht

(N
.
10),
S.

58.

保
管
は
専
ら
債
権
者
の
保
全
の
た
め
に
資
す
る
も
の
で
、
破
産
的
換
価
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
、
さ
も
な
け
れ
ば
全
て
の
破
産
手
続
が
保

管
段
階
に
シ
フ
ト
す
る
危
険
す
ら
あ
る
、
と
い
う
。

(

�)
G
erhardt,

a.a.O
.
(N
.
48),

ZIP
1982,

1,
7.

(

�)
vgl.
K
ilger/K

.Schm
idt,
K
O
/V
glO
/G
esO

(N
.
100),

S.
410;
L
G
B
onn

ZIP
91,
671

＝E
W
iR
91,
603
(O
nusseit).

(

�)
N
otverkauf

は
、Selbstverkauf

(

自
助
売
却)

と
同
義
で
あ
る
。
自
助
売
却
は
、
弁
済
の
目
的
物
で
あ
る
動
産
が
供
託
に
適
さ
な
い
場

合
で
、
か
つ
、
①
債
権
者
の
受
領
遅
滞
が
あ
る
と
き
、
ま
た
は
②
債
権
者
に
存
在
す
る
受
領
遅
滞
以
外
の
事
情
ま
た
は
債
務
者
の
過
失
に
よ
ら

な
い
債
権
者
不
確
知
の
た
め
債
務
者
が
そ
の
義
務
を
全
く
も
し
く
は
確
実
に
は
履
行
で
き
な
い
と
き
で
、
物
が
腐
敗
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
き
も

し
く
は
保
存
に
つ
き
過
分
の
費
用
を
要
す
る
と
き

(w
enn
der
V
erderb

der
Sache

zu
besorgen

oder
die
A
ufbew

ahrung
m
it

unverh
� ltnism

�
�
igen

K
osten

verbunden
ist)

、
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に
可
能
で
あ
る

(

Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
八
三
条

[

我
が

国
民
法
四
九
七
条
に
相
当]

一
項)

。
自
助
売
却
の
実
行
は
、
公
の
競
売

(

一
般
人
の
参
加
を
許
し
か
つ
競
売
権
限
の
あ
る
者
に
よ
っ
て
行
わ

れ
る
競
売)

に
よ
っ
て
行
う

(

同
条
三
項)

。
債
務
者
は
、
自
助
売
却
に
基
づ
く
売
得
金
を
供
託
す
る
こ
と
で
、
元
の
目
的
物
の
代
わ
り
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
商
事
売
買
の
場
合
に
は
、
目
的
物
が
供
託
に
適
す
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
可
能
で
あ
る

(

Ｈ
Ｇ
Ｂ
三
七
三
条
二
項)

。
以

上
の
説
明
は
、C

reifelds,
R
echtsw

� rterbuch,
10.
A
ufl.
[1990],

S.
1011

及
び
椿
寿
夫
＝
右
近
健
男
編
・
ド
イ
ツ
債
権
法
総
論

(

一

九
八
七
年)

三
一
〇
頁
以
下
に
よ
っ
た
。

保
管
人
が

｢

緊
急
売
却｣

を
行
う
と
い
っ
て
も
、
本
来
の
自
助
売
却
の
要
件
・
効
果
の
下
で
行
う
と
い
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
債
権
者
の

側
に
存
す
る
事
由
の
た
め
に
債
務
者
が
弁
済
で
き
な
い
と
い
う
、
供
託
・
自
助
売
却
の
要
件
が
存
す
る
場
合
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、

保
管
人
の

｢

緊
急
売
却｣

と
は
、
本
来
破
産
手
続
開
始
後
に
破
産
管
財
人
の
下
で
換
価
す
べ
き
と
こ
ろ
、｢

物
が
腐
敗
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
き

ま
た
は
保
存
に
つ
き
過
分
の
費
用
を
要
す
る｣

た
め
に
破
産
財
団
の
減
耗
を
防
ぐ
べ
く
緊
急
に
保
管
人
の
下
で
換
価
し
て
お
き
、
売
得
金
は
管

財
人
の
た
め
に
保
管
人
の
下
で
保
管
し
て
お
く
、
と
い
う
趣
旨
に
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(

�)
G
erhardt,

a.a.O
.
(N
.
48),

ZIP
1982,

1,
8.

つ
ま
り
、
債
権
者
自
治
の
対
象
と
な
る
よ
う
な
財
産
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
そ
れ
に
債
務

者
の
同
意
が
あ
り
、
か
つ
今
で
あ
れ
ば
有
利
な
価
格
で
売
却
で
き
る
と
い
う
場
合
で
も
、
保
管
人
の
下
で
の
換
価
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
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結
論
と
し
て
同
様
に
、
債
務
者
の
同
意
を
必
要
と
す
べ
き
だ
と
す
る
も
の
に
、E

ickm
ann,

A
ktuelle

P
roblem

e
(N
.
111),

S.
11,
13.

(
�)

Johlke,
E
W
iR
1990,

673
(N
.
157).

(
�)
保
管
人
に
は
、
弁
済
期
に
あ
る
債
務
者

(

将
来
の
破
産
者)

の
債
権
を
取
り
立
て
る
権
限
が
あ
り
、
同
時
に
そ
の
義
務
が
あ
る
と
解
す
る
の

が
通
説
で
あ
る(K

ilger,E
inhundert

Jahre
(N
.
10),S.189,195;K

leiner,D
issertation

(N
.
37),S.34f.;O

L
G
D
� sseldorf,

ZIP
1983,

342
(K
ilger

の
見
解
を
引
用
す
る).

た
だ
しK

uhn/U
hlenbruck,

K
O
,
(N
.
35),

§
106
R
n.
13d

は
、
保
管
命
令
が
あ
っ

て
も
、
保
管
人
自
身
に
債
権
回
収
の
権
利
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
回
収
権
者
は
債
務
者
で
あ
り
、
保
管
人
は
債
務
者
に
よ
る
回
収
に
同
意
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
み
と
い
う
。

保
管
人
に
債
権
取
立
て
の
権
限
な
い
し
義
務
が
認
め
ら
れ
る
理
由
と
し
て
は
、(

一)

通
常
の
用
法
に
従
っ
た
管
理
に
必
要
な
場
合
に
保
管

人
は
債
務
者
財
産
を
換
価
す
る
義
務
が
あ
る
が
、
弁
済
期
の
到
来
し
た
債
権
の
取
立
て
も
そ
れ
に
当
た
る
こ
と
、(

二)

債
権
の
価
値
が
債
務

者
の
資
力
に
左
右
さ
れ
る
以
上
、
債
権
の
実
現
の
機
会
を
遅
滞
な
く
利
用
す
べ
き
こ
と
、(

三)

債
務
者
の
財
産
の
重
要
部
分
を
未
回
収
債
権

が
占
め
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
破
産
手
続
実
施
に
必
要
な
費
用
の
有
無
に
関
す
る
裁
判
所
の
判
断
も
、
通
常
、
未
回
収
債
権
の
回
収
が
ほ
ぼ
終

了
し
た
後
に
行
わ
れ
る
こ
と
、(

四)
そ
し
て
保
管
に
お
い
て
緊
急
に
流
動
資
金
が
必
要
に
な
る
場
合
、
債
権
の
回
収
が
そ
の
手
段
と
な
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
担
保
の
目
的
で
将
来
の
債
権
が
事
前
に
包
括
的
に
譲
渡
さ
れ
た
場
合
、
一
般
的
譲
渡
禁
止
発
令
後
に
発
生
し
た
部
分
の
債
権
を
取

立
て
る
こ
と
が
、
譲
渡
禁
止
の
対
象
と
な
る
か
は
争
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
肯
定
し
て
、
債
務
者
に
は
債
権
を
取
立
て
る
権
限
が
な
い
と
し
、

た
だ
し
第
三
債
務
者
と
し
て
は
保
管
人
に
弁
済
す
れ
ば
免
責
さ
れ
る
と
す
る
有
力
説
と
し
て
、H

enckel,
P
flichten

des

K
onkursverw

alters
gegen

� ber
A
us-und

A
bsonderungsberechtigten,R

W
S-Sem

inarskript,2.A
ufl.[1979],S.12.

vgl.

K
uhn/U

hlenbruck,
K
O
,
(N
.
35),

§
106
R
dnr.

13e.

(

�)
K
ilger,

E
inhundert

Jahre
K
O
(N
.
10),
S.
189,

195f.

た
だ
し
換
価
を
す
る
場
合
に
は
、
Ｋ
Ｏ
一
三
五
条
を
考
慮
し
、
債
務
者
に
当

該
措
置
を
通
知
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

C
astendiek

も
、
経
営
資
金
欠
乏
の
た
め
業
務
を
継
続
で
き
な
い
場
合
に
は
、
債
務
の
経
常
的
な
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
経
営
の
清
算

(L
iquidierung

des
B
etriebs)

に
着
手
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
が
あ
る
と
い
う

(C
astendiek,

a.a.O
.
(N
.
113),

K
T
S
1978,

9,
14)

。
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を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。vgl.

K
uhn/U

hlenbruck,
K
O
(N
.
35),

§
106
R
dnr.

13c.

(

�)
O
L
G
K
� ln,
U
rt.
v.
11.
3.
1992

(24
U
136/91),

ZIP
1992,

566
(w
ozu
A
nm
.
v.
F
rotscher,

E
W
iR
1992,

585).

(

�)

例
え
ば

(

二
審
判
決
の
よ
う
に)

財
団
保
全
の
高
度
の
必
要
性
、
あ
る
い
は
破
産
裁
判
所
な
い
し
債
権
者
集
団
の
同
意
と
い
っ
た
も
の
が
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
判
決
の
前
に
出
たB

G
H
Z
118,

374

＝ZIP
1992,

1005

は
、
破
産
裁
判
所
の
許
可
が
あ
れ
ば
有
効
で
あ
る
旨
示
唆
し
て
い

る
。
ま
たF

euerborn

は
、
換
価
が
全
利
害
関
係
人
に
利
益
を
与
え
る
よ
う
な
経
済
的
に
有
意
義
で
あ
る

(w
irtschaftlich

erfolgreich)

場
合
に
は
、
仮
に
法
的
に
無
効
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
っ
て
も
実
際
に
は
そ
れ
が
手
続
を
実
り
あ
る
も
の
に
し
て
い
る
と
指
摘
し

て
い
る
。F

euerborn,
a.a.O

.
(N
.
37),
K
T
S
1997,

171,
183.

(

�)
K
� bler,

a.a.O
.
(N
.
98),

ZG
R
1982,

498

注
１
な
い
し
４
に
実
際
の
営
業
譲
渡
の
例
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

(

�)
vgl.
K
� bler,

a.a.O
.
(N
.
98),

ZG
R
1982,

498,
511
F
n.
43.

そ
れ
に
よ
る
と
、
営
業
譲
受
人
は
税
法
上
の
取
扱
い
な
ど
様
々
な
公
的

優
遇
措
置
を
望
む
の
が
通
常
で
あ
る
が
、
自
治
体
は
従
業
員
の
職
場
維
持
と
い
う
観
点
か
ら
譲
受
人
の
適
性
を
調
査
し
た
上
で
優
遇
措
置
の
是

非
を
判
断
す
る
と
い
う
。
特
に
外
国
の
会
社
の
場
合
、
職
場
維
持
の
保
証
が
な
い
と
し
て
自
治
体
が
難
色
を
示
す
よ
う
で
あ
る
。

(

�)

譲
渡
に
よ
る
企
業
更
生
を
、
倒
産
処
理
方
法
と
し
て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
点
は
、
ド
イ
ツ
倒
産
法
改
正
過
程
に
お
い
て
、
倒

産
法
委
員
会
第
一
報
告
書
と
新
倒
産
法
と
で
大
き
く
価
値
判
断
が
分
か
れ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
即
ち
、
倒
産
法
委
員
会
第
一
報
告
書
は
譲
渡

に
よ
る
企
業
更
生
を
清
算
と
同
視
し
て
、
企
業
所
有
者
が
企
業
所
有
権
を
維
持
す
る
形
で
企
業
を
更
生
さ
せ
る
方
法
で
の

｢

再
建｣

に
手
続
構

造
的
に
劣
後
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
新
倒
産
法
は
、
解
体
的
清
算
・
譲
渡
に
よ
る
企
業
更
生
及
び
企
業
所
有
権
者
の
再
建
は
等
価
値
の
換

価
方
法
で
あ
り
、
そ
の
中
で
最
適
な
方
法
の
発
見
を
関
係
人
の
自
治
に
委
ね
る
こ
と
が
倒
産
手
続
の
あ
る
べ
き
姿
で
あ
る
と
す
る
。
ド
イ
ツ
倒

産
法
改
正
作
業
の
過
程
に
お
け
る
、
譲
渡
に
よ
る
企
業
更
生
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
議
論
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
山
本
弘

｢

ド
イ
ツ
連
邦
共
和

国
に
お
け
る
倒
産
法
改
正
の
試
み

�
bertragende

Sanierung

の
位
置
づ
け
を
中
心
と
し
て

｣

三
ヶ
月
章
先
生
古
稀
記
念

『

民

事
手
続
法
学
の
革
新

(

下)』
(

有
斐
閣
、
一
九
九
一
年)

五
二
九
頁
以
下
に
詳
し
い
。

(

�)

こ
の
よ
う
に
、
見
方
に
よ
っ
て
は
破
産
手
続
中
の
営
業
譲
渡
に
も
勝
る
法
律
上
の
困
難
が
あ
る
の
に
、
保
管
人
の
下
で
の
営
業
譲
渡
の
例
が

少
な
く
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
だ
け
早
期
の
営
業
譲
渡
へ
の
要
請
が
利
害
関
係
人
の
間
で
強
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
一
九
九
四
年
新
倒
産
法
制
定
に
当
た
り
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
一
九
条
は
今
日
の
法
現
実
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
し
て
削
除
さ
れ
た
。
一
方
、
Ｈ
Ｇ

ドイツ倒産法における ｢仮管財人｣ の権限 (一)
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に
な
ろ
う
。

(
�)

K
uhn/U

hlenbruck,
K
O
(N
.
35),

106
R
dnr.

13a.

通
常
の
営
業
過
程

(der
ordnungsgem

�
�
e
G
esch

� ftsgang)

に
お
け
る

売
却
で
あ
る
と
称
し
て
い
る
。

(

�)
K
uhn/U

hlenbruck,
K
O
(N
.
35),

106
R
dnr.

13c.

(

	)
K
uhn/U

hlenbruck,
K
O
(N
.
35),

106
R
dnr.

13c

(


)

な
お
、
緊
急
措
置
で
あ
る
場
合
に
、
保
管
人
に
よ
る
財
産
売
却
を
認
め
る
も
の
と
し
て
、B

aur/St� rner,
a.a.O

.
(N
.
40),
R
dn.
7.
39.

ま
た
、
債
権
者
に
有
利
で
あ
る
こ
と
を
財
産
売
却
の
要
件
と
す
る
も
の
と
し
て
、M

ohrbutter/M
ohrbutter/E

rnestus,
a.a.O

.
(N
.

111)
R
dnr.

Ⅰ
.
29

が
あ
る
。

(

�)
K
och,

D
issertation

(N
.
29),
S.
145ff.

(

�)

正
確
に
言
え
ば
、
事
案
は
、
債
務
者
が
自
己
の
名
と
計
算
の
下
に
締
結
す
る
財
産
売
買
契
約
に
保
管
人
が
同
意
を
与
え
た
と
い
う
も
の
で
あ

り
、
保
管
人
自
身
の
財
産
売
却
権
限
と
は
直
接
の
関
係
は
な
い
。
保
管
人
が
自
己
の
名
で
債
務
者
の
同
意
を
得
て
行
っ
た
場
合
と
は
異
な
る
わ

け
で
あ
る
。
た
だ
、
ド
イ
ツ
で
の
議
論
は
、
こ
の
判
例
を
、
保
管
人
の
財
産
売
却
権
限
に
つ
い
て
扱
っ
た
も
の
と
見
て
い
る
。

(

)

な
お
、B

G
H
U
rt.v.25.3.1993,ZIP

1993,687
(w
ozu
A
nm
.v.Sm

id,E
W
iR
1993,480

(

判
旨
賛
成))

も
、B

G
H
ZIP
1993,

48

と
同
旨
の
判
示
を
行
っ
て
い
る
。

(

�)
B
G
H
U
rt.
v.
12.
11.
1992,

ZIP
1993,

48
＝U

R
1993,

162
(m
.
A
nm
.
W
eiss)

(w
ozu
A
nm
erkung

v.
U
hlenbruck,

W
uB

Ⅵ
C
.
§
106
K
O
1.
93
(

判
旨
賛
成))

(

�)

Ｂ
Ｇ
Ｈ
は

｢

保
管
人
が
、
財
団
の
通
常
の
用
法
に
従
っ
た
清
算
及
び
場
合
に
よ
っ
て
は
保
管
企
業
の
継
続
に
か
な
う
限
り
で
財
団
財
産
を
売

却
す
る
こ
と
は
、
国
庫
と
の
関
係
で
は
権
限
で
あ
り
、
他
の
債
権
者
を
考
慮
す
れ
ば
義
務
で
あ
る｣

と
の
解
釈
を
採
っ
た
も
の
と
し
て
理
解
す

る
評
者
も
あ
る

(O
nusseit,

E
W
iR
1993,

71,
72)

。

(

�)

即
ち
、
そ
の
売
却
が
破
産
債
権
者
を
害
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
違
法
で
あ
る
し
、
否
認
の
対
象
に
な
り
う
る
と
さ
れ
る

(vgl.

W
eiss,

U
R
1993,

164,
165)

。

(

�)

Ｂ
Ｇ
Ｈ
が
損
害
賠
償
責
任
を
否
定
し
た
と
い
う
こ
と
が
、
直
ち
に
保
管
人
に
一
般
的
に
財
団
所
属
財
産
の
売
却
の
権
限
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
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(

�)
O
L
G
K
� ln
ZIP

1987,
178

＝E
W
iR
1987,

551
(B
rehm

).

裁
判
所
に
よ
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
手
続
で
あ
っ
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
一
九

条
の
想
定
す
る
リ
ス
ク
状
況
と
は
無
縁
で
あ
る
点
で
は
、
保
管
も
破
産
手
続
と
異
な
ら
な
い
こ
と
を
理
由
と
す
る
。
た
だ
し
本
件
で
は
、
既
に

原
告
債
権
者
の
債
務
者
会
社
に
対
す
る
債
権
そ
の
も
の
が
存
在
し
な
い
と
判
断
さ
れ
て
い
る
の
で
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
一
九
条
に
関
す
る
判
示
は
傍
論

で
あ
る
。
ま
た
本
件
で
は
、
正
確
に
は
、
債
務
者
が
既
に
締
結
し
て
い
た
財
産
譲
渡
契
約
を
保
管
人
が
改
め
て
契
約
条
件
を
変
更
し
た
上
で
締

結
し
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
判
旨
は
か
か
る
事
案
で
も
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
一
九
条
の
適
用
を
排
除
し
た
。
し
か
しB

rehm

は
、
本
来
債
務
者
に
よ
る

財
産
譲
渡
に
は
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
一
九
条
の
適
用
が
あ
り
契
約
締
結
時
点
で
は
既
に
財
産
引
受
人
の
責
任
が
生
じ
て
い
る
の
に
、
保
管
人
も
し
く
は
管

財
人
が
新
た
に
締
結
し
直
す
こ
と
で
引
受
人
の
責
任
を
解
消
で
き
る
と
い
う
の
は
不
当
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。B

rehm
,
E
W
iR
1987,

551.

(

�)
w
ozu
A
nm
.
v.
Joost,

E
W
iR
§
106
K
O
1/88,

811;
G
runsky,

W
uB
,
Ⅵ
C
.
§
106
K
O
3.
88.

前
節
で
掲
げ
た
Ｂ
Ｇ
Ｈ
判
例
の

う
ち
の

(

ｃ)

で
あ
る
。

(

�)

即
ち
、
Ａ
社
と
Ｙ
社
と
は
実
質
的
に
同
一
の
会
社
と
見
な
せ
る
こ
と
、
総
額
一
六
万
マ
ル
ク
の
資
産
を
二
六
〇
〇
〇
マ
ル
ク
で
購
入
す
る
と

い
う
詐
害
的
な
譲
渡
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
恐
ら
く
そ
の
譲
渡
が
原
因
で
Ａ
社
に
つ
い
て
の
破
産
申
立
て
が
財
団
不
足
に
よ
る
棄
却
に
至
っ
た

こ
と
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
本
件
営
業
資
産
譲
渡
は
Ｘ
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
Ｙ
社
の
免
責
を
認
め
が
た
い
、
即
ち
Ｘ
の
請
求
が

認
め
ら
れ
る
べ
き
事
案
で
あ
っ
た
。

(

�)

な
お
、
本
件
は
原
審
に
差
戻
さ
れ
て
い
る
が
、
営
業
譲
渡
の
有
効
性
を
改
め
て
審
理
さ
せ
る
た
め
で
は
な
く
、
Ｈ
Ｇ
Ｂ
二
五
条
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四

一
九
条
の
要
件
が
具
備
さ
れ
て
い
る
か
を
審
理
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。G

runsky,
W
uB
,
Ⅵ
C
.
§
106
K
O
3.
88.

(

�)
G
runsky,

a.a.O
.
(N
.
155).

(

�)

こ
こ
で
、
債
務
者
が
保
管
人
の
同
意
を
得
て
営
業
譲
渡
を
行
っ
た
場
合
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
一
三
条
ａ
の
適
用
が
あ
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て

も
見
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

経
済
的
に
有
利
な
営
業
の
全
部
ま
た
は
一
部
譲
渡
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
一
三
条
ａ
の
た
め
に
不
可
能
と
な
り
、
か
え
っ
て
全
従
業
員
の
不
利
と
な
っ

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
連
邦
労
働
裁
判
所(

Ｂ
Ａ
Ｇ)

は
、
破
産
手
続
中
の
破
産
管
財
人
に
よ
る
営
業
譲
渡
の
場
合
に
つ
い
て
、

Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
一
三
条
ａ
の
適
用
を
制
限
し
て
い
る
。
判
旨
は
理
由
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
同
条
の
目
的
の
一
つ
に
新
旧
企
業
主
間
の
責

任
の
調
整
と
い
う
こ
と
が
あ
る
が
、
破
産
の
場
合
に
そ
れ
を
貫
く
と
破
産
手
続
の
目
的
で
あ
る
債
権
者
間
の
平
等
が
達
成
さ
れ
な
い
。
即
ち
、
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Ｂ
二
五
条
に
つ
い
て
は
、
そ
の
適
用
を
合
意
に
よ
っ
て
排
除
し
う
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
ま
ま
に
さ
れ
た
。A

rt.
33
A
bs.
16
E
G
InsO

(E
inf� hrungsgesetz

zur
Insolvenzordnung),B

G
B
l.Ⅰ

70.vgl.E
ntw
urf
eines

E
G
InsO
,B
T
-D
rucksache

12/3803,S.76.

(
�)

G
erhardt,

a.a.O
.
(N
.
48),

ZIP
1982,

1,
7.

(

�)
な
お
、
一
三
四
条
の
文
言
上
は
、
営
業
全
部
の
譲
渡
の
み
を
対
象
と
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
支
店

(Zw
eiggsch

� ft)

の
譲
渡
に
つ
い

て
も
、
債
権
者
委
員
会
な
い
し
債
権
者
集
会
の
承
認
を
要
す
る
と
い
う
の
が
、
立
法
者
の
意
思
で
あ
る
。B

egr� ndung
zu
122
(134
n.
F
.)

K
O
[H
ahn/M

ugdan,
D
ie
gesam

m
ten
M
aterialien

zu
den
R
eichs-Justizgesetzen,

7.
B
and

[1898],
S.
248].

(

	)
K
och,

D
issertation

(N
.
29),
S.
147.

同
旨
、K

leiner,
D
issertation

(N
.
37),
S.
99f;
P
ape,

Zu
den
Schw

ierigkeiten
des

Sequesters
ohne

V
erw
altungsm

acht,
ZIP

1994,
89,
92.

た
だ
しK

och

は
、
債
務
者
自
身
が
保
管
人
の
同
意
を
得
て
破
産
開
始
前
段
階
で
営
業
譲
渡
を
行
う
こ
と
は
あ
り
う
る
と
し
、
そ
の
場
合
に

Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
一
三
条
ａ
の
適
用
の
可
否
が
問
題
に
な
る
と
す
る

(K
och

は
適
用
肯
定
説)

。
何
故
か
か
る
営
業
譲
渡
が
有
効
で
あ
る
か
の
説
明
は

な
い
。

(


)
K
uhn/U

hlenbruck,K
O
,
(N
.
35),§

106
R
dnr.13a

und
c;K
leiner,D

issertation
(N
.
37),S.97ff.;H

erbert,D
isserta-

tion
(N
.
73),
S.
138.

(

�)
R
eichold,

D
ie
B
etriebsver� u

�
erung

durch
den
Sequester:

P
aradoxon

und
P
aradigm

a
Zur
T
eleologie

des
K
on-

kurser� ffnungsverfahrens
de
lege
lata
und
de
lege
ferenda,

K
T
S
1989,

291,
308.

(

�)

従
来
の
譲
渡
に
よ
る
企
業
更
生
が
、
債
務
者
の
利
益
に
偏
り
債
権
者
を
不
当
に
害
し
て
き
た
と
い
う
問
題
意
識
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
彼
は

大
要
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
債
権
者
の
関
与
な
き
譲
渡
に
よ
る
財
団
換
価
は
、
換
価
に
と
っ
て
決
定
的
で
あ
る
債
権
者
利
益
を
顧
慮
し
な
い
も

の
で
あ
る
と
い
う
推
定
が
働
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
破
産
手
続
に
決
定
的
な
債
権
者
利
益
が
手
続
的
に
顧
慮
さ
れ
う
る
と
し
た
と
き
初
め
て
、
譲

渡
に
よ
る
企
業
更
生
は
倒
産
目
的
を
無
視
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
保
管
中
は
、
裁
判
官
に
よ
る
監
督
の
み
で
は
債
権
者
関
与
に
代

替
で
き
ず
、
従
っ
て
企
業
売
却
の
責
任
法
上
の
優
遇
を
も
た
ら
し
得
な
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
な
さ
れ
た
譲
渡
は
、
Ｋ
Ｏ
八
二
条
類
推
に
よ

り
、
保
管
人
に
対
す
る
責
任
を
導
く
、
と(R

eichold,
a.a.O

.
(N
.
149),

K
T
S
1989,

291,
305f.)

。

(

)
B
G
H
Z
66,
217,

228

＝N
JW
1987,

1019.
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(

�)

判
旨
は
、｢

企
業
が
損
失
を
も
た
ら
す

(verlustbringend)｣

と
い
う
事
情
だ
け
で
は
、｢

手
続
開
始
が
確
実
な
も
の
と
予
見
さ
れ
か
つ
債

務
者
財
産
保
全
の
た
め
に
絶
対
に
必
要
な
場
合｣

に
当
た
ら
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。B

G
H
Z,
104,

151,
156.

こ
れ
は
、G

erhardt

の
見

解
に
沿
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

(vgl.
G
erhardt,

a.a.O
.
(N
.
48),

ZIP
1982,

1,
7f.)

。

(

�)
O
L
G
D
� sseldorf,

U
rt.
v.
13.
12.
1991,

ZIP
1992,

344,
346.

(

�)

こ
の
判
例
の
評
者
の
中
に
も
、
本
判
決
の
事
案
が
Ｂ
Ｇ
Ｈ
判
決
に
い
う
例
外
的
場
合
に
当
た
る
と
評
価
し
て
い
る
も
の
が
あ
る

(Johlke,

E
W
iR
1992,

493,
494.)

。

ドイツ倒産法における ｢仮管財人｣ の権限 (一)

57－4－ (名城 '08)133

譲
受
人
が
労
働
債
権
を
負
担
す
る
と
す
れ
ば
そ
の
分
だ
け
買
受
代
金
が
低
く
な
り
、
労
働
者
が
ほ
ぼ
完
全
な
弁
済
を
受
け
る
の
に
対
し
、
他
の

債
権
者
は
不
利
な
配
当
に
甘
ん
じ
る
こ
と
に
な
る
、
と
。

し
か
し
、
こ
の
判
例
が
保
管
人
の
同
意
を
得
た
上
で
の
債
務
者
に
よ
る
営
業
譲
渡
に
つ
い
て
も
、
射
程
を
及
ぼ
す
か
は
明
ら
か
で
な
か
っ
た
。

こ
の
点
、K

och

は
、
破
産
開
始
前
の
段
階
で
は
未
だ
現
実
に
全
債
権
者
の
平
等
な
共
同
的
満
足
の
原
則
が
適
用
さ
れ
る
か
否
か
明
ら
か
で
な

い
か
ら
、
こ
の
段
階
で
は
Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
一
三
条
ａ
の
責
任
法
上
の
機
能
を
排
除
で
き
な
い
、
と
説
い
て
い
た
。
同
旨
、R

eichold,
K
T
S
1989,

291,
307.

Ｂ
Ａ
Ｇ
は
一
九
九
〇
年
二
月
二
一
日
の
判
決
で
、
保
管
人
の
同
意
を
得
て
債
務
者
が
行
っ
た
営
業
譲
渡
に
つ
き
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
一
三
条
ａ
の
適

用
制
限
を
認
め
な
か
っ
た

(B
A
G
ZIP

1990,
662

＝B
B
1990,

1491
(w
ozu
A
nm
.
v.
Johlke,

E
W
iR
1990,

673))

。
理
由
と
し
て
、

手
続
中
の
営
業
譲
渡
に
お
け
る
同
条
の
適
用
制
限
は
、
破
産
者
の
財
産
を
債
権
者
へ
の
配
当
の
た
め
に
で
き
る
だ
け
高
価
で
換
価
す
る
と
い
う

破
産
手
続
の
機
能
に
根
拠
が
あ
る
と
こ
ろ
、
保
管
人
の
任
務
は
管
財
人
と
異
な
り
財
産
を
換
価
す
る
こ
と
に
は
な
い
の
で
、
譲
受
人
の
負
担
を

軽
減
し
て
営
業
譲
渡
を
促
進
す
る
と
い
う
必
要
が
な
い
、
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
、
本
文
掲
記
の
、
Ｈ
Ｇ
Ｂ
二
五
条
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
一
九
条
の
適
用

可
能
性
に
関
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｈ
判
決

(B
G
H
Z
104,

151

＝ZIP
1988,

727)

の
解
釈
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
判
決
に
対
しK

ilger

は
、
業
務
継
続
の
可
能
性
が
か
な
り
制
限
さ
れ
て
い
る
現
在
の
状
況
に
お
い
て
は
、
営
業
譲
渡
こ
そ
財
団
を
維

持
し
手
続
開
始
を
可
能
に
し
ひ
い
て
は
保
管
の
目
的
を
達
成
す
る
も
の
で
あ
る
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
職
場
維
持
と
い
う
利
益
も
あ
る
と
こ
ろ
、

Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
一
三
条
ａ
の
適
用
を
認
め
れ
ば
買
手
が
付
か
な
く
な
る
と
し
て
批
判
的
で
あ
る

(K
ilger,

R
echtsanw

endung
im
K
onkurs,

F
estschrift

f� r
F
ranz

M
erz
[1992],

S.
253,

261.)
。

(

�)
G
runsky,

a.a.O
.
(N
.
155)

な
お
、
前
掲B

A
G
ZIP

1990,
662

の
事
案
に
つ
い
て
も
同
様
の
問
題
が
あ
る
。K

ilger

は
、
当
該
事
案

が
、
Ｂ
Ｇ
Ｈ
の
示
唆
し
た
基
準
、
即
ち

｢

破
産
手
続
開
始
が
確
実
に
予
測
さ
れ
、
か
つ
財
産
保
全
の
観
点
か
ら
絶
対
に
必
要
で
あ
っ
た｣

場
合

に
該
当
す
る
余
地
が
あ
っ
た
と
し
、
Ｂ
Ａ
Ｇ
が
保
管
人
の
営
業
譲
渡
の
適
法
性
を
検
討
し
な
い
ま
ま
短
絡
的
に
Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
一
三
条
ａ
の
適
用
を

認
め
た
の
は
不
当
で
あ
る
と
す
る
。K

ilger,
F
S
M
erz
(N
.
157),

S.
253,

262.

(

�)
P
ohlm
ann,

B
efugnisse

und
F
unktionen

des
vorl� ufigen

Insolvenzverw
alters

[1998],
S.
211,
F
n.
53.

(

�)
R
eichold,

a.a.O
.
(N
.
149),

K
T
S
1989,

291,
302.
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